
1318

1319
1320

1321

1322 132313171316

岐する。主郭は東西 20 ｍ、南北 10 ｍの楕円形を呈し、幅 4 ～ 10 ｍの腰曲輪をめぐらせる。主郭西

側にも東西 16 ｍ、南北 10 ｍの曲輪がある。そこから尾根筋へは堀切で遮断する。

68　明智坊旧跡の碑（遺跡番号 21217-00079）

　神岡町吉田字洞に所在し、高原川の支流吉田川左岸の河岸段丘に立地する。

　市史跡に指定されている。大国寺が神岡町西に移る以前には吉田に所在していた。その顕彰碑とし

て元禄年間に建てられた石碑である。

69　森茂遺跡（遺跡番号なし）

　神岡町森茂に所在し、高原川の支流跡津川に注ぐ森茂谷川左岸の河岸段丘に立地する。

　遺物は、耕作の際に採集されたもので、「昭和 40 年」「昭和 52 年」という採集年が記載されている

ものもあった。縄文土器 2 点、珠洲焼 12 点、近世陶器 4 点、時期不明陶磁器 3 点、合計 21 点であり、

今回は縄文土器 2 点（1316・1317）、珠洲焼 4 点（1318 ～ 1321）、近世陶器 2 点（1322・1323）を図

示した。

　1316 は内湾する口縁部の破片である。半截竹管状工具により、2 本の半隆起線の間に蓮華文を施す。

北陸系新崎式に比定でき、縄文時代中期前葉のものと推定される。1317 は横位に矢羽根状沈線を施

文する。1318 は珠洲焼すり鉢である。口縁端部は水平に近く、断面三角形を呈する。珠洲Ⅳ期の 14

世紀代のものと推定される。1319 ～ 1321 は珠洲焼の甕である。1319 は、口縁部がくの字状に短く屈

曲し、端部は断面がやや丸みを持つ四角形を呈する。1320・1321 は、口縁部がくの字状に短く屈曲

し、端部は断面四角形を呈する。1319 ～ 1321 は、いずれも珠洲Ⅳ期の 14 世紀代のものと推定される。

1322・1323 は近世陶器である。

　縄文時代と中世の遺物が過去に採集されていた。飛驒と越中を結ぶ交通の要所であり、古くから人々

の営みがあったものと推測される。しかし、採集された方からの聞き取りでは、採集場所は字清水垣

内と字谷川の 2 ヶ所で、少し離れているとのことであった。このため、現状では遺跡登録しないこと

とする。

第 129 図　森茂遺跡遺物実測図
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70　やなぎさこ遺跡（21217-00066）

　神岡町船津字神成に所在し、高原川の支流山田川左岸の河岸段丘に立地する。

　かねてより石冠の存在が知られていた（中島 1983、高山市教委 1987）。『神岡町史通史編Ⅰ』で

多くの遺物が紹介され、中～後期にかけての時期と判明し、土偶の存在も知られる（飛驒市教委

2009）。

　踏査では、日当たりが良い河岸段丘に遺物が散布する状況を確認した。

　遺物は、縄文土器 20 点、須恵器 2 点、灰釉陶器 2 点、石鏃 1 点、UF4 点、剥片 22 点、磨石 1 点、

金属製品 1 点、合計 53 点を採集した。また、耕地造成時に見つかった遺物や、耕作時に耕作時等

に見つかった遺物の寄贈を受けた。今回は、縄文土器 67 点（1324 ～ 1390）、土製品 2 点（1391・

1392）、石器・石製品 14 点（1393 ～ 1406）を図示した。

第 130 図　やなぎさこ遺跡遺物実測図 (1)
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第 131 図　やなぎさこ遺跡遺物実測図 (2)
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　1324・1325 はキャタピラー文に連続刺突による三角押文が伴い、新道式期の縄文時代中期前半の

ものと推定される。1326 は隆帯上に綾杉状文、1327 は隆帯脇に広い間隔のキャタピラー文と隆帯上

にキザミを施す。1328・1329 は同一個体であり、隆帯脇に波状文を施す。1326 ～ 1329 は藤内式期

の縄文時代中期前半のものと推定される。1330 はキャリパー器形の胴部破片であり、縦位隆帯によ

る施文が認められ、唐草文系第 1 段階期の縄文時代中期前半のものと推定される。1331・1332 は連

続した半截竹管状工具により施文する。1333 は縄文を地文とし、横位の半截竹管状工具による半隆

起線で施文する。1334・1335 は幅広の半截竹管状工具により施文する。1331 ～ 1335 は、古串田新

式期の縄文時代中期中葉のものと推定される。1336 ～ 1340 は口縁部直下に隆帯による施文を施す。

1341・1342 は沈線により施文、1343 は隆帯と沈線により施文、1344 はハシゴ状沈線により施文する。

1336 ～ 1344 は串田新式期の縄文時代中期後葉のものと推定される。1345 ～ 1348 は同一個体の可能

性がある。口縁部直下に無文帯を有し、胴部の張り出す部分に隆帯による楕円区画内に綾杉状沈線

と縦位沈線による施文を施す。1349 は胴部中央に工字状沈線文帯を有し、その上下を縦位沈線で施

文する。1350 は屈曲する胴部破片である。屈曲部に隆帯による工字状文を施し、胴上半部は縦位沈

線、胴下半部は縄文を施す。1351 ～ 1353 は同一個体の可能性が高い、外反する胴部破片である。胴

部中央辺りの隆帯による区画施文帯を境に胴上半部に縦位沈線と矢羽根状沈線、胴下半部に縄文と沈

線による施文を施す。1354 ～ 1357 は口縁部周辺の破片である。隆帯と隆帯上のキザミや指頭押圧に

より施文される。1345 ～ 1357 は串田新式期の縄文時代中期後葉のものと推定される。1358 は外反す

る器形で、口縁部はゆるく内湾する。2 単位の U 字状双頭突起を持つ。隆帯脇に加飾を施す。U 字状

双頭突起を根拠に、串田新式期のものと考えた。1359 は隆帯間のハシゴ状沈線と矢羽根状沈線を根

拠に、串田新式期のものと考えた。1360 は口縁部が内湾し、端部が強く屈曲する。隆帯と沈繊によ

り施文され、信州系唐草文系土器第 3 段階の縄文時代中期後葉のものと推定される。1361 ～ 1363 は

外反する口縁部に隆帯と沈線により施文される。1362 のように隆帯上に円形刺突を施すものもあり、

1364 はその胴部破片と考えた。1361 ～ 1364 は在地の縄文時代中期後葉のものと推定される。1365

～ 1371 は地文を縄文とする土器である。1365 ～ 1370 は外反する口縁部破片である。1367 の口縁部

は肥厚し、縄文時代中期後葉のものと推定される。1371 は突起を有する。1372 は 2 超 2 潜 1 送の網

代圧痕が遺存する。1373～ 1375は条線を地文とする土器である。1373・1374は口縁部が肥厚・外反し、

在地の縄文時代中期後葉のものと推定される。1376 ～ 1380 は無文土器である。1376 ～ 1379 は外反

する口縁部破片である。1376 の口縁部は肥厚し、縄文時代中期後葉のものと推定される。1377 は口

唇部に沈線を施す。1380 は 2 超 1 潜 1 送の網代圧痕が遺存する。1381 ～ 1384 は沈線により施文する

口縁部周辺の破片である。1385 は胴下半部破片であり、地文を縄文とし、沈線による波状懸垂文が

認められる。1381 ～ 1385 は前田式期の縄文時代中期末葉のものと推定される。1386 は頸くびれ部の

破片であり、波状に列点文と縦位微隆起線文を施す。1387 は微隆起線文を施す底部破片であり、2 超

1 潜 1 送の網代圧痕が遺存する。1386・1387 は岩峅野式期の縄文時代中期末葉のものと推定される。

1388・1389 は口縁部が強く内湾し、沈線により施文される。気屋式期の縄文時代中期前葉のものと

推定される。1390 は壺型土器である。口縁部内面にハシゴ状把手を有し、串田新式期の縄文時代中

期後葉のものと推定される。1391・1392 は土偶である。胸部より下半が遺存し、右脚部は欠損する。

全面を沈線と隆帯により施文する。左脚部の爪先の長い方を正面と判断した。1392 は土偶肩部の破

片と判断した。沈線による施文がある方を正面と考えた。
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　1393 ～ 1395 は石鏃である。1393 は凹基無茎鏃、1394・1395 は凸基有茎鏃である。1396 は摘み部

を有する石錐である。1397 は打ち欠きにより紐掛かりの部分を作出した石錘である。1398・1399 は

打製石斧であり、1398 の表面には自然面を残す。1400 は小型の磨製石斧であり、製作時の敲打痕と

研磨痕が顕著である。1401 は表裏両面に磨痕が残る磨石である。1402 は表裏両面に敲痕が残り、切

目石錘としての使用を終えた後、敲石として転用したものと推測される。1403 は表面中央に敲打痕

があり、磨製石斧を敲石に転用したものと推測される。1404 は珪質凝灰岩製垂飾である。下部を一

部欠損する。表裏側面に荒い研磨痕が目立ち、別製品を再加工した可能性がある。1405 は石棒である。

頭部に敲打痕が残り、全体によく研磨されている。頭部を敲打による作出し、研磨で仕上げたもので

ある。小型石棒であり、縄文時代後期のものと推定される。1406 は断面が鎬状に観察できるため石

刀と推測されるが、頭部の状況などから未製品と判断した。

　縄文土器は、縄文時代中期から後期が主体でなる。須恵器・灰釉陶器も 4 点採集しているが図示し

えない細片であり、やなぎさこ遺跡は縄文時代の散布地と考えられる。

71　吉田なかど洞遺跡（遺跡番号 21217-00087）

　神岡町吉田に所在し、高原川の支流吉田川に注ぐなかど洞左岸の緩斜面に立地する。

　縄文時代晩期のものとされる刻文入両頭石棒や、環状石斧、縄文土器の存在が知られる（岐阜県

1972、高山市教委 1987、飛驒市教委 2009、吉朝 1992a）。調査カードには、吉田白山神社の所在する

同一段丘で、神社南側に位置する。下段の段丘に位置する野尻遺跡と別遺跡とされている。

　踏査では、遺物の散布が認められなかった。吉田なかど洞遺跡と野尻遺跡の関係、及び位置・範囲

についての新たな知見を得ることはできなかった。なかど洞は白山神社北側の谷筋のことを呼ぶため、

遺跡地が谷一つずれている可能性もある。その谷筋は棚田が広がり、現状で遺物の確認は難しい。な

お、刻文入両頭石棒は高原郷土館で展示を行っている。

　既往調査より、縄文時代の散布地と考えられる。

72　六郎谷遺跡（遺跡番号 21217-00061）

　神岡町東町字六郎に所在し、高原川右岸緩斜面に立地する。

　現在は工場が立ち並び、踏査を行うことができない。かつて拾われた遺物の借用を受けた。

第 135 図　六郎谷遺跡遺物実測図
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　遺物は、縄文土器と石器・石製品である。今回は縄文土器 11 点（1407 ～ 1417）を実測した。

　1407 ～ 1409 は幅広の半截竹管状工具による半隆起線で施文する。1410 は半隆起線と隆帯による

渦巻文を施す。1411・1412 は縦位の半隆起線、1413 は横位の半隆起線を密に施す。1407 ～ 1413 は、

古串田新式期の縄文時代中期中葉のものと推定される。1414 は縦位の隆帯と矢羽根状沈線で施文さ

れ、1415 は隆帯による区画文内に縦位沈線を施す。1414・1415 は信州唐草文系第 3 段階期のもので

縄文時代中期後半のものと推定される。1416 は縦位隆帯と沈線で施文され、胴下半部が無文であり、

串田新式期の縄文時代中期後葉のものと推定される。1417 は底部破片で、底部にスダレ状圧痕が遺

存する。

　遺物から、縄文時代の散布地と考えられる。

73　割石遺跡（遺跡番号 21217-00060）

　神岡町割石に所在し、高原川左岸の東向き河岸段丘に立地する。

　割石区では、戦前より遺物の散布が知られている（多賀 1941）。『神岡町史通史編Ⅰ』では、高原

郷土館に保管されていた遺物が東雲遺跡と割石遺跡の出土として掲載される。踏査では、割石区が大

きく 3 段の河岸段丘に分かれ、そのうち、下から 2 段目と 3 段目で遺物が散布する状況を確認した。

段丘が異なるため別遺跡となる可能性を想定した。

　遺物は縄文土器 10 点を採集したが、図示できるものはなかった。

　遺跡は、縄文時代の散布地と考えられる。

74　割石川巾遺跡（遺跡番号 21217-11824）

　神岡町割石字川巾に所在し、高原川左岸の東向き河岸段丘に立地する。

　『神岡町史通史編Ⅰ』に記載のある縄文土器を採集した方からの聞き取りでは、割石川巾遺跡の位

置になるとのことであった。遺物は、縄文土器 29 点、陶器 1 点、合計 30 点を採集し、また遺物の寄

贈もあった。今回は、縄文土器 17 点（1418 ～ 1434）を図示した。

　1418 は内湾する器形に、半截竹管状工具により互字状文を施す。新崎式に比定でき、縄文時代中

期前葉のものである。1419 は内湾する器形に、半截竹管状工具による渦巻文があり、基隆帯にキザ

ミを施す。古府式期の縄文時代中期中葉のものと推定される。1420は幅広の半隆起線により施文する。

1421 ～ 1425 は半隆起線で施文し、古串田新式期の縄文時代中期中葉のものと推定される。1426 は隆

帯に沿って加飾を施し、信州系の影響を受けた縄文時代中期の土器と推測される。1427 は隆帯に爪

形文を施す。1428 は横位隆帯にキザミを施し、1429 は縦位隆帯と沈線で施文する。1428・1429 は串

田新式期の縄文時代中期後葉のものと推定される。1430 は地文縄文、1431 は地文条線で、口縁部が

肥厚外反する縄文時代中期後葉の在地土器である。1432 は外反する口縁部に沈線で施文し、前田式

期の縄文時代中期末葉のものと推定される。1433・1434 は浅鉢である。1433 は口縁下に橋状把手を

有し、串田新式期の縄文時代中期後葉のものと考えられる。

　遺物からは、縄文時代の散布地と考えられる。
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索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

あ行 池之山城跡 城館跡 中世 5

稲荷神社 1号古墳 古墳 古墳 5

稲荷神社 2号古墳 古墳 古墳 5

稲荷神社 3号古墳 古墳 古墳 5

大洞平 1号古墳 古墳 古墳 6

大洞平 2号古墳 古墳 古墳 6

大洞平 3号古墳 古墳 古墳 6

大洞平 4号古墳 古墳 古墳 6

大洞平 5号古墳 古墳 古墳 6

岡前遺跡 散布地
縄文・弥生・古墳・

古代・中世
7

岡前奥御堂跡 散布地 縄文・古代 10

岡前諏訪神社裏
1号古墳

古墳 古墳 10

岡前諏訪神社裏
2号古墳

古墳 古墳 10

岡前館跡 散布地
縄文・古墳・古代・

中世
10

落岩城跡 城館跡 中世 12

か行 上気多遺跡 散布地 縄文･古墳・古代 12

上気多上野遺跡 散布地
縄文･古墳･古代･

中世
15

上気多古墳 古墳 古墳 16

上気多榊岡遺跡 散布地
縄文･古墳･古代･

中世
16

上気多榊岡北遺跡 - 古墳 18

上気多沢 1号古墳 古墳 古墳 18

上気多沢 2号古墳 古墳 古墳 18

上気多沢 3号古墳 古墳 古墳 18

上野遺跡 散布地 縄文･古代 18

上野井西 1号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 2号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 3号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 4号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 5号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 6号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 7号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 8号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 9号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 10 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 11 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 12 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 13 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 14 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 15 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 16 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 17 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 18 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 19 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 20 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 21 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 22 号古墳 古墳 古墳 19

上野井西 23 号古墳 古墳 古墳 19

上野上野遺跡 散布地 縄文･古代・中世 21

上野上野東遺跡 散布地 縄文･古代･中世 22

上野城山 1号古墳 古墳 古墳 22

上野城山 2号古墳 古墳 古墳 22

上野城山 3号古墳 古墳 古墳 22

上野城山 4号古墳 古墳 古墳 22

上野城山 5号古墳 古墳 古墳 22

上野城山 6号古墳 古墳 古墳 22

上野梨ヶ洞遺跡 散布地 縄文 23

索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

か行 上野水上洞 1号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 2号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 3号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 4号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 5号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 6号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 7号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 8号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞 9号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞10号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞11号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞12号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞13号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞14号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞15号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞16号古墳 古墳 古墳 23

上野水上洞17号古墳 古墳 古墳 23

上町遺跡 集落跡
弥生・古墳･古代･
中世

24

上町廃寺跡 社寺跡 古代 27

上町三塚 1号古墳 古墳 古墳 31

上町三塚 2号古墳 古墳 古墳 31

上町三塚 3号古墳 古墳 古墳 31

黒内古屋敷遺跡 散布地 古代･中世 31

黒内細野遺跡 集落跡 縄文 32

袈裟丸祖父あん遺跡 散布地 古代･中世 32

五阿弥塚古墳 古墳 古墳 34

小坂神社跡古墳 古墳 古墳 36

小島城跡 城館跡 中世・近世 36

小鷹利城跡 城館跡 中世 36

小沼遺跡 － 古代 38

御番屋敷遺跡
散布地
集落跡

縄文･古代･中世 38

さ行 笹ヶ洞上番場遺跡 散布地 縄文 46

笹ヶ洞川原遺跡 散布地 縄文 46

笹ヶ洞石灰窯跡
生産遺
跡

近代 46

沢遺跡 集落跡 縄文 46

沢廃寺跡 社寺跡 古代 47

塩屋遺跡 散布地 縄文 47

下気多川原遺跡 散布地 縄文･古代･中世 47

下北城跡 城館跡 中世 50

下気多山崎遺跡 － 古代 50

下野長洞古墳 古墳 古墳 50

下野羽根坂古窯跡
生産遺
跡

古代 50

寿楽寺廃寺跡 社寺跡 古代・中世 53

城見寺城跡 城館跡 中世 60

杉崎北野遺跡 散布地
縄文･古墳･古代･
中世

60

杉崎狐洞 1号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 2号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 3号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 4号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 5号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 6号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 7号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 8号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 9号古墳 古墳 古墳 61

杉崎狐洞 10 号古墳 古墳 古墳 61

杉崎廃寺跡 社寺跡 弥生・古墳・古代 61

杉崎毘沙門遺跡 散布地 古代 61
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索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

た行 太江遺跡 集落跡 古墳･古代･中世 62

太江上番場遺跡 散布地 古墳･古代 66

太江上番場東遺跡 散布地 古代 67

太江釜ヶ洞遺跡 散布地 古代 68

太江小林遺跡 散布地 古代 68

太江多度 1号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 2号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 3号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 4号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 5号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 6号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 7号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 8号古墳 古墳 古墳 69

太江多度 9号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 1号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 2号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 3号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 4号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 5号古墳 古墳 古墳 69

太江中ヶ野 6号古墳 古墳 古墳 69

太江中日影古墳 古墳 古墳 70

太江灰古墳 古墳 古墳 70

太江福蔵 1号古墳 古墳 古墳 70

太江福蔵 2号古墳 古墳 古墳 70

太江洞口遺跡 散布地 古墳･古代 70

太江前平 1号古墳 古墳 古墳 70

太江前平 2号古墳 古墳 古墳 70

太江前平 3号古墳 古墳 古墳 70

高田神社裏古墳 古墳 古墳 72

高野光専寺遺跡 － 縄文・古代 72

高野光泉寺古墳 古墳 古墳 73

高野巾ノ上遺跡 散布地 縄文･古墳・古代 73

高野巾ノ上古墳 古墳 古墳 77

高野水上古墳 古墳 古墳 77

高野溝添遺跡 散布地 縄文 77

高野溝添古墳 古墳 古墳 78

谷遺跡 散布地 縄文・古代 78

谷宇土遺跡 散布地 縄文 80

種村古墳 古墳 古墳 80

寺地峠ヶ洞 1号古墳 古墳 古墳 80

寺地峠ヶ洞 2号古墳 古墳 古墳 80

寺地土州ヶ洞古墳 古墳 古墳 81

寺地西ヶ洞 1号古墳 古墳 古墳 81

寺地西ヶ洞 2号古墳 古墳 古墳 81

寺地西ヶ洞 3号古墳 古墳 古墳 81

寺地西ヶ洞 4号古墳 古墳 古墳 81

寺地西ヶ洞 5号古墳 古墳 古墳 81

戸市遺跡 散布地 縄文 82

戸市長者跡 散布地 近世 83

戸市古屋敷 1号古墳 古墳 古墳 83

戸市古屋敷 2号古墳 古墳 古墳 83

塔の腰廃寺塔心礎 － 古代 84

な行 中気多三塚 1号古墳 古墳 古墳 85

中気多三塚 2号古墳 古墳 古墳 85

中気多三塚 3号古墳 古墳 古墳 85

中野大洞平遺跡 散布地 縄文･弥生・古代 85

中野トンビヶ洞遺跡 散布地 縄文･古墳・古代 87

中野西ヶ洞遺跡 散布地 縄文 90

中野祢宜ヶ洞古墳 古墳 古墳 90

中野宮ヶ洞遺跡 散布地 縄文 90

中野宮田古墳 古墳 古墳 91

索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

な行 中野山越 1号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 2号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 3号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 4号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 5号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 6号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 7号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 8号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 9号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 10 号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 11 号古墳 古墳 古墳 91

中野山越 12 号古墳 古墳 古墳 91

中野山越遺跡 集落跡 縄文･古墳・古代 92

西ヶ洞廃寺跡 社寺跡 平安 97

西之御堂遺跡 － 古代 97

沼町川原遺跡 散布地 古墳･古代･中世 98

沼町竹原遺跡 － 古墳･古代 99

沼町天王洞古墳 古墳 古墳 100

沼町日明遺跡 － 古墳 100

沼町南洞古墳 古墳 古墳 100

野口城跡 城館跡 中世 100

野口辻垣内遺跡 散布地 縄文･古代 100

信包上野遺跡 散布地 縄文 101

信包上野添遺跡 散布地 古代 102

信包大洞遺跡 散布地 縄文 102

信包塩屋古窯跡
生産遺
跡

古代 102

信包千島遺跡 散布地 縄文・中世 102

信包中原田古窯跡
生産遺
跡

古代 104

信包八幡神社跡 
前方後円墳

古墳 古墳 107

は行 八幡古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 1号古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 2号古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 3号古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 4号古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 5号古墳 古墳 古墳 107

羽根坂 6号古墳 古墳 古墳 107

古川城跡 城館跡 中世・近世 108

古町廃寺跡 社寺跡 古代 109

ま行 増島城跡 城館跡 近世 109

丸山古墳 古墳 古墳 110

向小島城跡 城館跡 中世 110

百足城跡 城館跡 中世 110
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索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

あ行
浅井田城跡城館跡
呼称地

－ － 111

東雲遺跡 散布地
縄文･古墳･古代･ 
中世

111

東雲下野遺跡 散布地 縄文 117

遊幡石神社遺跡 散布地 縄文 118

麻生野遺跡 散布地 縄文 119

跡津遺跡 散布地 縄文 119

荒田口口留番所跡
その他
の遺跡

近世 119

石神遺跡 散布地 縄文 120

石神城跡 城館跡 中世 121

岩ヶ平城跡 城館跡 中世 121

内洞遺跡 散布地 縄文 121

江馬氏城館跡 
下館跡

城館跡 中世 121

江馬氏殿遺跡 城館跡 中世 121

大多和遺跡 散布地 縄文 121

奥政元城跡 城館跡 中世 122

か行 籠の渡し跡
その他
の遺跡

近世 122

傘松城跡 城館跡 中世 122

柏原遺跡 散布地 縄文 123

柏原古墳 古墳 古墳 124

金森左京屋敷跡 城館跡 近世 124

金森宗貞邸跡 城館跡 縄文･中世･近世 124

釜崎下垣内遺跡 散布地 縄文 125

上朝浦遺跡 集落跡 縄文 125

上小萱井ノ下遺跡 散布地 縄文･古代･中世 126

上山田遺跡 散布地 縄文 129

願智坊廟
その他
の墓

近世 129

葛谷洞遺跡 散布地 縄文・中世 129

小萱上遺跡 散布地 縄文 129

金剛寺跡 社寺跡 中世 130

さ行 坂巻遺跡 散布地 縄文・古代 130

佐古遺跡 散布地 縄文 131

塩野遺跡 集落跡 縄文･古代 131

下麻生野遺跡 散布地 縄文 133

下小萱遺跡 散布地 縄文・古墳 133

下山田遺跡 散布地 縄文･古代 135

下山田城跡 城館跡 中世 135

下吉田遺跡 散布地 縄文 135

数河中田遺跡 散布地 縄文･古代 135

た行 高原諏訪城跡 城館跡 中世 136

谷城跡 城館跡 近世 136

誕生石遺跡 散布地 縄文 137

出永遺跡 散布地 中世 137

寺林遺跡 散布地 縄文・古代・中世 137

寺林城跡 城館跡 中世 137

天の森遺跡 散布地 縄文 138

土城跡 城館跡 中世 139

殿遺跡 散布地 縄文 139

殿坂口遺跡 散布地 縄文･古代･中世 139

な行 梨ヶ根上垣内遺跡 散布地 縄文･中世 140

梨ヶ根神成遺跡 散布地 縄文 142

梨ヶ根下打遺跡 散布地 縄文･中世 144

梨ヶ根中垣内遺跡 散布地 縄文･古代･中世 144

梨ヶ根森屋遺跡 散布地 縄文･古代･中世 146

西遺跡 散布地 縄文 146

西漆山遺跡 散布地 縄文 146

西漆山牧反甫遺跡 散布地 縄文 147

索引 遺跡名 種別 時代 掲載頁

な行 西茂住遺跡 散布地 縄文 147

野首遺跡 散布地 縄文 148

野尻遺跡 散布地 縄文 148

野中城跡 城館跡 中世 148

は行 八幡山城跡
散布地
城館跡

縄文・中世 148

東漆山遺跡 散布地 縄文 149

東町城跡 城館跡 中世 149

東町白山遺跡 散布地 縄文 149

二越遺跡 散布地 縄文 149

洞城跡 城館跡 中世 149

堀之内遺跡 散布地 縄文 149

ま行 政元城跡 城館跡 中世 150

明智坊旧跡の碑
その他
の墓

近世 151

森茂遺跡 散布地 縄文・中世 151

や行 やなぎさこ遺跡 散布地 縄文 152

吉田なかど洞遺跡 散布地 縄文 158

ら行 六郎谷遺跡 散布地 縄文 158

わ行 割石遺跡 散布地 縄文 159

割石川巾遺跡 散布地 縄文 159
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1 大洞平古墳 須恵器 杯H蓋
口縁～

天井部
10.0 4.9 3.1 

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰色 

7.5Y4/1
－

外面：ロクロ調整→天井部1/2をヘラケズリ

内面：ロクロ調整

中央部に一条の凹線が巡る、寄贈資料

2 3

2 大洞平古墳 土師器 高杯
口縁～

脚部
12.7 (7.8) 7.6 

明赤褐色 

5Y5/6

明赤褐色 

5Y5/6
－

外面：回転ナデ→横方向にヘラミガキ→口縁下部

横ナデ、脚部ヘラミガキ 

内面：回転ナデ→横方向にヘラミガキ 

歪みが大きい、寄贈資料

2 3

6 岡前遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：半截竹管状工具による縦位隆起線文 

内面：ナデ
3 －

7 岡前遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：口縁下に十字突帯、突帯交差部に棒状工具に

よる刺突文、口唇部にキザミ 

内面：ナデ

3 －

8 岡前遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい黄橙色 

10YR7/3

褐灰色 

10YR4/1

外面：平行沈線、刺突文、縄文 

内面：ナデ
3 －

9 岡前遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：沈線、縄文 

内面：ナデ
3 －

10 岡前遺跡 縄文土器 注口土器 － 3.4 6.4 －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4
－

楕円の小型注口土器。左側の橋状把手が欠損して

いるが、棒状工具による渦巻文が9カ所にあるとみ

られる

3 3

11 岡前遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (6.2) －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
3 －

12 岡前遺跡 須恵器 杯B蓋 口縁部 － － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
3 －

13 岡前遺跡 須恵器 杯B蓋 口縁部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
3 －

14 岡前遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.0) －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り後回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
3 －

15 岡前遺跡 須恵器 高杯 脚部 － (12.0) －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

焼成不良

3 －

16 岡前遺跡 須恵器 壺瓶類ヵ 底部 － (10.0) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台、自然釉 

内面：回転ナデ
3 －

17 岡前遺跡 土師器 皿
口縁～

底部
(5.0) － 1.3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：ナデ 

内面：回転ナデ
3 －

18 岡前遺跡 土師器 皿
口縁～

体部
－ － －

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
3 －

28 岡前奥御堂跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
5 －

29 岡前奥御堂跡 須恵器 甕 口縁部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
5 －

30 岡前館跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR4/3

にぶい黄橙色 

10YR4/3

外面：押型文 

内面：ナデ
6 －

31 岡前館跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

褐灰色 

10YR5/1

外面：口縁下押型文 

内面：口縁下押型文 

口唇部にも押型文、沢式土器

6 －

32 岡前館跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：ケズリ後波状沈線 

内面：ケズリ
6 －

33 岡前館跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：小形楕円押型文 

内面：ナデ
6 －

34 岡前館跡 須恵器 杯H蓋
口縁～

天井部
(11.0) － －

灰色 

N5/

黒褐色 

10YR3/1

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

35 岡前館跡 須恵器 杯G蓋 口縁部 (14.0) － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

36 岡前館跡 須恵器 杯G身 底部 － (5.0) －
灰色 

N5/

灰色 

N4/

褐灰色 

5YR4/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
6 3

37 岡前館跡 須恵器 杯G身 底部 － (6.6) －
灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
6 －

38 岡前館跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
－ － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

39 岡前館跡 須恵器 杯B 底部 － (11.7) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 3

40 岡前館跡 須恵器 杯B 底部 － (9.8) －
暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
6 －

41 岡前館跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
黒褐色 

2.5Y3/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

42 岡前館跡 須恵器 椀A 底部 － 5.4 －
灰色 

10Y4/1

灰色 

7.5Y5/1

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
6 3

43 岡前館跡 須恵器 椀A 底部 － (7.0) －
灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
6 －

44 岡前館跡 須恵器 椀A 底部 － (4.9) －
灰白色 

N8/

灰白色 

N8/

灰白色 

N8/

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
6 －

45 岡前館跡 須恵器 椀B 底部 － (10.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転糸切り後回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ、使用痕 

自然釉

6 3

46 岡前館跡 須恵器 椀
口縁～

体部
(15.0) － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

47 岡前館跡 須恵器 椀 底部 － (10.2) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
6 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

48 岡前館跡 須恵器 椀 底部 － (9.8) －
灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、降灰 

内面：回転ナデ、ナデ
6 －

49 岡前館跡 須恵器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
6 －

50 岡前館跡 須恵器 壺瓶類 体～底部 － (9.8) －
褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ 

内面：回転ナデ 

全体に火ぶくれ、内･外共に底部に自然釉

6 －

51 岡前館跡 須恵器 壺甕類 底部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
6 －

52 岡前館跡 須恵器 壺甕類 底部 － (12.0) －
灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：タタキ、ヘラケズリ 

内面：回転ナデ、ナデ
6 －

53 岡前館跡 須恵器 壺甕類 体～底部 － (14.8) －
黄褐色 

2.5Y5/3

灰色 

5Y5/1

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：回転ナデ、ナデ 

内面：回転ナデ後ナデ
6 －

54 岡前館跡 土師器 高杯 脚部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

外面：摩滅により調整不明 

内面：ナデ
6 －

55 岡前館跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (7.8) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ヘラケズリ、灰釉
6 －

56 岡前館跡 灰釉陶器 椀 底部 － (6.8) －
浅黄色 

5Y7/3

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ヘラケズリ 
灰釉

6 －

57 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
(9.0) － －

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

外面：横ナデ・ユビオサエ 
内面：横ナデ
57・59接合

6 3

58 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
(6.0) － (1.6)

にぶい橙色 

7.5YR7/4

浅黄橙色 

7.5YR8/4

灰白色 

7.5YR8/1

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ、ナデ
6 3

59 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

底部
(6.0) － (1.7)

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：横ナデ、ナデ 
内面：横ナデ、ナデ
57・59接合

6 3

60 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

底部
(7.0) － (1.6)

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ、ナデ
6 －

61 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

底部
(6.0) － (1.5)

橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ、ナデ
6 －

62 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/2

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ
6 －

63 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
－ － －

橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ
6 －

64 岡前館跡 土師器 皿 底部 － － －
灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：ナデ 

内面：ナデ
6 －

65 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：ナデ、ユビオサエ 

内面：横ナデ
6 －

66 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
(7.0) － －

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

外面：ナデ 

内面：ナデ
6 3

67 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

体部
(12.8) － －

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：横ナデ、下部無調整 

内面：横ナデ
6 3

68 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

底部
－ － －

褐灰色 

10YR5/1

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

外面：ナデ 

内面：ナデ
6 －

69 岡前館跡 土師器 皿 体～底部 － － －
灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：ナデ 

内面：回転ナデ
6 －

70 岡前館跡 土師器 皿
口縁～

底部
(8.0) － (2.6)

にぶい橙色 

7.5YR7/4

浅黄橙色 

7.5YR8/4

浅黄橙色 

7.5YR8/4

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ
6 3

71 岡前館跡 土師器 皿 口縁部 － － －
灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：ナデ 

内面：ナデ
6 －

72 岡前館跡 瓦器 火鉢ヵ 体部 － － －
灰白色 

10YR7/1

浅黄橙色 

10YR8/4

灰白色 

10YR8/1

外面：突帯、スタンプ文 

内面：回転ナデ
6 3

73 岡前館跡 瀬戸美濃 平碗 口縁部 － － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
灰釉

6 3

74 岡前館跡 瀬戸美濃 天目茶碗 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/4

褐色 

7.5YR4/4

にぶい褐色 

7.5YR7/3

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
内外面：鉄釉

6 －

75 岡前館跡 瀬戸美濃 天目茶碗
口縁～

体部
－ － －

黒色 

10YR1.7/1

黒色 

10YR1.7/1

灰白色 

10YR8/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
内外面：鉄釉

6 3

76 岡前館跡 瀬戸美濃 茶入 口縁部 (5.0) － －
灰黄色 

2.5Y7/2

黄灰色 

2.5Y6/1

灰黄色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
外面と口縁部に灰釉

6 3

77 岡前館跡 瀬戸美濃 瓶類 口縁部 (4.6) － －
灰色 

7.5Y6/1

灰白色 

7.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
外面と口縁部に灰釉

6 －

78 岡前館跡 近世陶器 すり鉢 体部 － － －
褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR4/1

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、すり目 
錆釉、瀬戸美濃産

6 3

80 上気多遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (20.0) － －
暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

外面：隆帯にキザミ、胴部縄文 

内面：ナデ
7 －

81 上気多遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：半截管状工具による横位の半隆起線の下に

連弧文、胴部縄文 

内面：ナデ

7 －

82 上気多遺跡 須恵器 𤭯 胴～底部 － 5.6 － －
灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/2

胴部上方回転ナデ、下方回転ヘラケズリ、底部高台
貼付→周辺ナデ、胴部中央に櫛状工具による連続
した刺突文、広口部～頸部欠損、注口部貼り付け後
ナデ調整、寄贈資料

7 4
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

83 上気多遺跡 須恵器 𤭯 胴～底部 － (5.7) － －
暗緑灰色 

7.5GY3/1

灰色 

7.5Y5/1

胴部上方回転ナデ、下方回転ヘラケズリ、注口

部貼付後ヘラケズリ調整、胴部上方中央部に櫛

状工具による連続した刺突文、底部高台貼り付

け痕あり、寄贈資料

7 4

84 上気多遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (16.8) － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
7 －

85 上気多遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

黄灰色 

2.5Y5/1

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
7 －

86 上気多遺跡 須恵器 杯B 底部 － (8.6) －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ、使用痕
7 －

87 上気多遺跡 須恵器 杯B 底部 － (11.2) －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
7 －

88 上気多遺跡 須恵器 杯B 底部 － (16.0) －
灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

灰色 
7.5Y6/1 

脚部：灰白色 
7.5Y8/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
7 －

89 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － 3.4 －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ヘラケズリ、回転糸切り後ナデ 

内面：回転ナデ
7 －

90 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － 5.5 －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 4

91 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － 5.4 －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 4

92 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － 4.8 －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 4

93 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － 4.7 －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 －

94 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.5) －
オリーブ灰色 

2.5GY6/1

灰色 

5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、回転糸切り、無高台 

内面：回転ナデ 

体部にユビナデ痕あり、借用資料

7 －

95 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.4) －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 －

96 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.4) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 －

97 上気多遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
にぶい黄褐色 

10YR5/4

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
7 －

98 上気多遺跡 須恵器 椀B 底部 － 8.7 －
にぶい赤褐色 

5YR5/3

にぶい赤褐色 

5YR5/3

にぶい橙色 

5YR6/4

外面：回転ナデ、回転糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
7 4

99 上気多遺跡 須恵器 椀B 底部 － － －
灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
7 －

100 上気多遺跡 須恵器 椀
口縁～

体部
(16.4) － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
7 4

101 上気多遺跡 須恵器 椀 口縁部 15.0 － －
黄灰色 

2.5Y4/1

灰色 

7.5Y4/1

灰色 

7.5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
7 4

102 上気多遺跡 須恵器 皿or盤 底部 － 7.9 －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
7 4

103 上気多遺跡 須恵器 高杯 脚部 － (8.9) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

自然釉

7 －

104 上気多遺跡 須恵器 小壺 底部 － (4.0) －
灰白色 

5Y7/1

暗褐色 

7.5YR3/3

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ 

双耳壺ヵ

7 4

105 上気多遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － (12.0) －
黒褐色 

2.5Y3/2

黄灰色 

2.5Y6/1

褐灰色 

7.5YR4/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り後ナデ 

内面：回転ナデ
7 －

106 上気多遺跡 須恵器 甕 口縁部 (15.0) － －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、沈線 

内面：回転ナデ、自然釉
7 －

107 上気多遺跡 須恵器 甕
口縁～

胴部
18.6 － －

灰色 

7.5Y6/1

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

7.5Y3/1

灰色 

7.5Y4/1

外面：回転ナデ、平行タタキ 

内面：回転ナデ、当具後ナデ消し 

内面と口縁部に灰釉

7 4

108 上気多遺跡 須恵器 甕 胴～底部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y5/1

外面：ナデ、平行タタキ 

内面：回転ナデ、自然釉
7 －

109 上気多遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：平行タタキ 

内面：当具後ナデ消し、自然釉
8 －

110 上気多遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (7.4) －
灰白色 

7.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、使用痕、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
8 －

111 上気多遺跡 灰釉陶器 椀 底部 － (8.4) －
淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ 

内面：回転ナデ 

無釉、K-90

8 －

112 上気多遺跡 灰釉陶器 皿
口縁～

底部
(13.4) (6.6) 2.9

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ、回転糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ 

無釉

8 4

127 上気多上野遺跡 須恵器 杯H身
口縁～

底部
(12.2) － －

灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
10 －

128 上気多上野遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 (10.8) － －
褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

129 上気多上野遺跡 須恵器 杯G蓋 口縁部 － － －
赤灰色 

10R5/1

赤灰色 

10R5/1

赤褐色 

10R5/4

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

130 上気多上野遺跡 須恵器 蓋 天井部 －
つまみ
径 
3.2

－
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ 

擬宝珠つまみ

10 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

131 上気多上野遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (9.9) －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
10 －

132 上気多上野遺跡 須恵器 杯A 底部 － (8.0) －
灰色 

5Y6/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ後ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

133 上気多上野遺跡 須恵器 杯A 底部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
10 －

134 上気多上野遺跡 須恵器 杯B 底部 － (7.4) －
灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、釉残存、貼付高台 

内面：回転ナデ
10 －

135 上気多上野遺跡 須恵器 杯B 底部 － 7.8 －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
10 －

136 上気多上野遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰色 

N5/

ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

2.5GY5/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

137 上気多上野遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

138 上気多上野遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：ナデ、回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

139 上気多上野遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

140 上気多上野遺跡 須恵器 杯 口縁部 (13.6) － －
灰色 

5Y5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

141 上気多上野遺跡 須恵器 椀B
口縁～

底部
(17.6) (9.0) 6.0 

灰褐色 

7.5YR4/2

褐灰色 

7.5YR4/1

褐灰色 

7.5YR4/1

外面：回転ナデ、糸切り、自然釉、貼付高台 

内面：回転ナデ
10 －

142 上気多上野遺跡 須恵器 椀B 底部 － (7.9) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ、降灰
10 －

143 上気多上野遺跡 須恵器 短頸壺 口縁部 － － －
灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
10 －

144 上気多上野遺跡 須恵器 瓶 底部 － (7.4) －
褐灰色 

10YR4/1

黒褐色 

10YR3/1

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
10 －

145 上気多上野遺跡 須恵器 壺甕類 底部 － (22.2) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：ナデ、ユビオサエ 

内面：ナデ、ユビオサエ
10 －

146 上気多上野遺跡 灰釉陶器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、灰釉
10 －

147 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯H蓋 体部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

暗褐色 

7.5YR3/3

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
11 －

148 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、自然釉 

内面：回転ナデ 

受部有

11 －

149 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯G蓋 口縁部 (13.0) － －
褐灰色 

10YR5/1

褐色 

7.5YR4/3

褐灰色 

10YR5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
11 －

150 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (6.6) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
11 －

151 上気多榊岡遺跡 須恵器 蓋
口縁～

体部
(13.9) － －

暗灰色 

N3/

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ 

内面：回転ナデ
11 －

152 上気多榊岡遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
11 －

153 上気多榊岡遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (15.0) － －
灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR6/1

灰白色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ
11 －

154 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯A 底部 － － －
灰白色 

5Y7/1

灰色 

5Y6/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
11 －

155 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯A 底部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転糸切り後回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
11 －

156 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯B
口縁～

底部
(13.0) (9.4) 3.3

灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
11 －

157 上気多榊岡遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：高台貼付後回転ナデ 

内面：回転ナデ
11 －

158 上気多榊岡遺跡 須恵器 高杯 杯部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

にぶい褐色 

7.5YR5/4

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
11 －

159 上気多榊岡遺跡 須恵器 瓶 底部 － (10.5) －
灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、回転ヘラ切

り、貼付高台 

内面：回転ナデ

11 －

160 上気多榊岡遺跡 須恵器 鉢ヵ 底部 － (9.0) －
褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR5/1

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
11 －

161 上気多榊岡遺跡 須恵器 甕 頸部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

ｵﾘｰﾌﾞ黄色 

5Y6/3

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、平行タタキ、自然釉 

内面：回転ナデ、同心円当具後ナデ消し
11 －

162 上気多榊岡遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
浅黄色 

2.5Y7/3

黄灰色 

2.5Y5/1

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：タタキ 

内面：同心円当具痕
11 －

163 上気多榊岡遺跡 須恵器 甕 頸部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、タタキ 

内面：回転ナデ
11 －

164 上気多榊岡遺跡 土師器 高杯 口縁部 － － －
橙色 

5YR6/8

橙色 

5YR6/8

橙色 

5YR6/8

外面：ナデ 

内面：ナデ
11 －

165 上気多榊岡遺跡 土師器 高杯 脚部 － － －
明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

外面：調整不明 

内面：ナデ、シボリ
11 －

166 上気多榊岡遺跡 土師器 高杯 脚部 － (6.2) －
赤褐色 

5YR4/8

赤褐色 

5YR4/8

赤褐色 

5YR4/8

外面：調整不明 

内面：調整不明
11 －

167 上気多榊岡遺跡 土師器 台付甕 脚部 － － －
明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

外面：ミガキ 

内面：ミガキヵ
11 －

168 上気多榊岡遺跡 土師器 甕 口縁部 (20.0) － －
浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：ナデ、凹線 

内面：ナデ
11 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

169 上気多榊岡遺跡 灰釉陶器 椀 底部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
11 －

171 上気多榊岡北遺跡 須恵器 蓋 体部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ヘラケズリ、刺突文、自然釉 

内面：回転ナデ
12 －

172 上気多榊岡北遺跡 須恵器 高盤 脚部 － (9.0) －
褐灰色 

10YR6/1

灰黄褐色 

10YR6/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ 

有孔

12 －

173 上野遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒褐色 

10YR3/2

にぶい黄褐色 

10YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：隆帯 

内面：ナデ
13 －

174 上野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － 11.0 －
黒色 

2.5Y2/1

淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ 

内面：ナデ、見込み縄文、黒化
13 －

175 上野遺跡 須恵器 盤 体～底部 － 8.2 －
黄灰色 

2.5Y5/1

褐灰色 

10YR5/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：糸切り→ナデ→高台貼付→周辺ナデ、

ユビオサエあり 

内面：回転ナデ、重ね焼痕あり 

内外面：自然釉あり 

寄贈資料

13 －

176 上野遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (7.3) －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：ロクロ調整ナデ、底部回転ヘラケズリ

→高台貼付→周辺ナデ 

内面：ロクロ調整、ナデ 

無釉、寄贈資料

13 －

177 上野遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (6.9) －
浅黄色 

2.5Y7/3

灰黄色 

2.5Y7/2

浅黄色 

2.5Y7/4

外面：回転糸切り→高台貼付→高台周辺ナデ 

内面：ロクロ調整 

無釉、寄贈資料

13 －

184 上野上野遺跡 須恵器 蓋 つまみ部 －
つまみ
径 
3.5

－
灰色 

5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

褐色 

7.5YR4/4

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
15 －

185 上野上野遺跡 須恵器 蓋
口縁～

体部
－ － －

灰色 

N6/

灰色 

5Y5/1

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
15 －

186 上野上野遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

N6/

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
15 －

187 上野上野遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/3

褐灰色 

10YR4/1

褐灰色 

10YR4/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
15 －

188 上野上野遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
15 －

189 上野上野遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
15 －

190 上野上野遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (6.0) －
灰色 

5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
15 －

191 上野上野遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.0) －
灰色 

5Y6/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
15 －

192 上野上野遺跡 須恵器 甕
口縁～

頸部
(17.8) － －

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

外面：自然釉

15 －

193 上野上野遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

外面：タタキ 

内面：当具痕後ナデ消し
15 －

194 上野上野遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － 6.0 －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、回転糸切り後回転ヘラケズ
リ、貼付高台 
内面：回転ナデ、自然釉

15 －

195 上野上野遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (7.5) －
灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ、重ね焼痕 
灰釉

15 －

196 上野上野東遺跡 須恵器 杯A 底部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
16 －

197 上野上野東遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
(16.3) － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
16 －

199 上町遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

にぶい褐色 

7.5YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR4/3

にぶい褐色 

7.5YR6/4

外面：円形状突帯からねじれ突帯隆帯による
Ｕ字状の区画内にヘラ状工具によるキザミ 
内面：ナデ 
波状口縁、内湾

17 －

200 上町遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ 

7c前半

17 －

201 上町遺跡ヵ 須恵器 杯H蓋
口縁～

体部
(12.2) － －

灰黄色 

2.5Y7/2

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
17 －

202 上町遺跡ヵ 須恵器 蓋
口縁～

体部
(21.0) － －

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
17 －

203 上町遺跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
11.2 － 2.1 

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y7/1

外面：頂部回転ヘラケズリ
内面：回転ナデ、指頭圧痕
外面に自然釉、寄贈資料

17 －

204 上町遺跡 須恵器 杯B 底部 － (12.6) －
灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

外面：ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
17 －

205 上町遺跡 須恵器 杯B 底部 － (10.4) －
褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後高台貼付 

内面：回転ナデ
17 －

206 上町遺跡ヵ 須恵器 杯B 底部 － (11.0) －
灰色 

5Y6/2

灰オリーブ色 

5Y6/1

灰オリーブ色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
17 －

207 上町遺跡ヵ 須恵器 杯
口縁～

体部
(17.8) － －

橙色 

7.5YR6/6

灰色 

7.5Y5/1

橙色 

7.5YR6/6

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
17 －

208 上町遺跡 須恵器 椀B 底部 － (9.0) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転糸切り後回転ナデ、貼付

高台 

内面：回転ナデ、降灰

17 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

209 上町遺跡 須恵器 椀B 底部 － (7.4) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、ヘラナデ、糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
17 －

210 上町遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.0) －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y6/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ヘラケズリ、回転糸切り後回転ヘラ
ケズリ 
内面：回転ナデ

17 －

211 上町遺跡 須恵器 盤 底部 － (8.4) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、高台貼付後回転ナデ 

内面：回転ナデ、使用痕
17 －

212 上町遺跡 須恵器 高杯 脚部 － － －
灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
透かし有

17 －

213 上町遺跡 須恵器 短頸壺
口縁～

底部
7.0 4.8 7.45 

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y5/1
－

外面：底部周辺ヘラケズリ調整、底部回転糸切
り後ヘラケズリ調整 
内外面：回転ナデ 
寄贈資料

17 －

214 上町遺跡 須恵器 短頸壺 口縁部 (9.1) － －
灰色 

5Y4/1

灰色 

N5/

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、降灰
17 －

215 上町遺跡 須恵器 鉢 口縁部 (11.1) － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
割れ口摩滅

17 －

216 上町遺跡 須恵器 長頸瓶 肩部 － － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
17 －

217 上町遺跡 須恵器 長頸瓶 底部 － (9.2) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
17 －

218 上町遺跡ヵ 須恵器 長頸瓶
口縁～

頸部
(14.0) － －

灰オリーブ色 

5Y6/2

灰オリーブ色 

5Y6/2

灰オリーブ色 

5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
17 －

219 上町遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － (10.8) －
灰白色 

10YR7/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

7.5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

7.5Y5/2

外面：回転ヘラ切り、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ、焼膨れ、自然釉
17 －

220 上町遺跡 須恵器 鉄鉢
口縁～

体部
－ － －

灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
17 －

221 上町遺跡 須恵器 甕
口縁～

頸部
(34.6) － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y4/1

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
17 －

222 上町遺跡ヵ 須恵器 甕 頸～肩部 － － －
灰白色 

10YR7/1

褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、当具痕
17 －

223 上町遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：平行タタキ 

内面：ナデ
17 －

224 上町遺跡 須恵器 転用硯ヵ 胴部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：タタキ、自然釉 

内面：ナデ、使用痕
18 －

225 上町遺跡 灰釉陶器 椀 底部 － (6.0) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
無釉、K-90前半

18 －

226 上町遺跡 八尾焼 甕 口縁部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：ナデ 
内面：ナデ 
焼締め

18 －

227 上町遺跡 白磁 盤 底部 － (6.2) －
明ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

2.5GY7/1

灰白色 

N6/

灰白色 

N6/

外面：回転ナデ、ケズリ出し高台 

内面：回転ナデ、施釉
18 －

238 上町廃寺跡 須恵器 𤭯
口縁～

頸部
－ － －

黒褐色 

2.5Y3/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付突帯 

内面：回転ナデ、自然釉
20 －

239 上町廃寺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 －
最小径 

(3.6)
－

灰褐色 

5YR5/2

灰褐色 

5YR5/2

褐灰色 

5YR5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
20 －

240 上町廃寺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － (12.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
20 －

241 上町廃寺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.2) －
褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR4/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後回転ヘラケズ
リ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
施釉

20 －

242 上町廃寺跡 須恵器 椀 口縁部 (12.0) － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰白色 

N8/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
20 －

243 上町廃寺跡 須恵器 壺 口縁部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
20 －

244 上町廃寺跡 灰釉陶器 長頸瓶 底部 － (8.0) －
灰黄褐色 

10YR6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

褐灰色 

7.5Y4/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
灰釉

20 －

254 黒内古屋敷遺跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
(19.5) － －

灰色 

N6/

灰色 

N5/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

255 黒内古屋敷遺跡 須恵器 杯B 底部 － (6.2) －
褐灰色 

10YR4/1

黒褐色 

7.5YR3/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、貼付高台 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

256 黒内古屋敷遺跡 須恵器 椀A
口縁～

体部
(11.6) (6.1) 3.3

灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

257 黒内古屋敷遺跡 須恵器 椀A 底部 － 5.4 －
灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

258 黒内古屋敷遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.2) －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

259 黒内古屋敷遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

260 黒内古屋敷遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

261 黒内古屋敷遺跡ヵ 須恵器 椀A － － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y4/1

ロクロナデ 

外面：底部糸切り
23 －

262 黒内古屋敷遺跡 須恵器 盤
口縁～

体部
(19.0) － －

褐灰色 

10YR5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：回転ナデ、降灰 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

23 －

263 黒内古屋敷遺跡 須恵器 盤ヵ 底部 － (10.7) －
灰色 

5Y6/1

灰色 

N4/

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
焼膨れあり、寄贈資料

23 －

264 黒内古屋敷遺跡 土師器 皿
口縁～

底部
(8.0) － (1.7)

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：横ナデ、ナデ 
内面：横ナデ、ナデ 
寄贈資料

23 －

265 黒内細野遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

5YR6/6

にぶい黄褐色 

10YR6/3

外面：ナデ 
内面：ナデ 
無文

24 －

266 黒内細野遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
24 －

267 黒内細野遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － 5.6 －
にぶい黄褐色 

10YR7/3

褐灰色 

10YR5/1

にぶい橙色 

7.5YR7/3

外面：回転糸切り 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

24 －

268 黒内細野遺跡 須恵器 不明 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

黒褐色 

2.5Y3/1

黒褐色 

2.5Y3/1

外面：回転ナデ、ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
24 －

269 黒内細野遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(16.0) － －

淡黄色 

2.5Y8/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：口縁部ヨコナデ、胴部縦位のハケメ 
内面：口縁部ヨコナデ、胴部横位のハケメ、ユビ
オサエ痕あり 
口縁部外反、寄贈資料

24 －

270 黒内細野遺跡 土製品 不明 不明 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ナデ、沈線 

内面：ナデ
24 －

271 黒内細野遺跡 土製品 耳飾 － － － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4
－

ドーナツ状、表面から側面に沈線による施文、
棒状工具による2つの有孔 
3.9×3.9㎝、厚さ1.4㎝、重さ20.1g、寄贈資料

24 5

293
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 杯B 底部 － (7.4) －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
27 －

294
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 椀A 底部 － (5.4) －

灰褐色 

7.5YR5/2

褐灰色 

7.5YR5/1

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
27 －

295
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 椀A 底部 － (7.6) －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
27 －

296
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 椀B 底部 － － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
27 －

297
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 椀 口縁部 － － －

黄灰色 

2.5Y6/1

黒褐色 

2.5Y3/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
27 －

298
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 高杯 脚部 － － －

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、ナデ
27 －

299
袈裟丸祖父あん

遺跡
須恵器 甕 底部 － (16.0) －

灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
27 －

300
袈裟丸祖父あん

遺跡
土師器 皿

口縁～

底部
(7.0) － (1.1)

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：ナデ 

内面：回転ナデ
27 －

302 五阿弥塚古墳 須恵器 高杯
口縁～

底部
10.6 7.5 6.1 

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰オリーブ色 

5Y6/2

内外面：ロクロ調整 
坏部は丸みをもって立ち上がる、脚部は柱状部
が「ハ」の字形に開き裾部で大きく水平状に開
き端部で段をなす、脚部は低い小型、脚部接合
→周辺ナデ

28 6

303 五阿弥塚古墳 須恵器 広口壺
口縁～

底部
14.0 6.0 27.2 

暗オリーブ灰色 

2.5GY4/1

灰色 

7.5YR4/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：平行叩き後に7条の横位沈線、底部平行叩
き、口縁～頸部ナデ 
内面：同心円文 
口縁～肩部自然釉、口縁肥厚、内外面とも焼膨
れあり、胴部の一部欠損、接着痕あり、粘土積み
痕あり、完形、寄贈資料

28 6

304 五阿弥塚古墳 須恵器 広口壺
口縁～

底部
13.0 6.0 －

灰色 

N4/

オリーブ黒色 

5GY2/1

灰褐色 

5YR5/2

外面：平行叩き、口縁から肩部にかけて自然釉、
底部まで平行叩きあり 
内面：同心円文、底部はより小さな同心円文、工
具痕あり 
口縁肥厚、わずかに内湾、胴部欠損、外面に接着
痕あり、寄贈資料

28 －

305 五阿弥塚古墳 須恵器 平瓶 頸～底部 － 11.0 － －
灰色 

5Y5/1

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：回転ナデ、口頸部取り付け後に周辺ナデ、
体部から底部にかけて自然釉あり、把手を模し
たボタン状の貼り付けあり

28 6

306 五阿弥塚古墳 須恵器 横瓶
口縁～

底部
11.0 6.1 21.5 －

暗灰色 

10YR3/1

灰白色 

5Y8/1

外面：頸部回転ナデ、胴部平行叩き後縦位にカ
キメ、輪積み痕あり、自然釉 
内面：頸部・胴部回転ナデ 
口縁部ゆるやかに外反、寄贈資料

28 6

311 小沼遺跡 須恵器 𤭯 口縁部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
29 －

312 小沼遺跡 須恵器 杯G蓋
口縁～

天井部

(9.0) 
最大径 
(11.0)

－ －
黄灰色 

2.5Y5/1

灰白色 

5Y7/2

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：カキ目 

内面：回転ナデ、自然釉
29 －

313 小沼遺跡 須恵器 蓋 天井部 －
つまみ
径 
3.6

－
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
扁平つまみ

29 －

314 小沼遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR6/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
29 －

315 小沼遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
29 －

316 小沼遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
29 －
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番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

317 小沼遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰白色 

N8/

灰色 

5Y6/1

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
29 －

318 小沼遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
29 －

319 小沼遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
29 －

320 小沼遺跡 須恵器 椀B 底部 － － －
灰色 

N4/

灰色 

N4/

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
29 －

321 小沼遺跡 須恵器 椀 体部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
29 －

322 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
(40.0) － －

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：半截竹管状工具による半隆起線と沈線で施
文、縄文 
内面：ナデ、口縁部に沈線で草花文、隆帯

30 7

323 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

灰白色 

10YR8/2

浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR7/1

外面：ナデ、半截竹管状工具による平行線文、隆帯
に刺突文、縄文 
内面：ナデ、ヘラケズリ

30 －

324 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：ナデ、従位条線後半截竹管状工具による沈線 

内面：ナデ
30 －

325 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

黒褐色 

10YR3/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：半截竹管状工具による半隆起線で工字状文、
基隆帯にキザミ 
内面：ナデ 
把手

30 －

326 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：半截竹管状工具による半隆起線で施文、基隆
帯に半截竹管状工具によるキザミ 
内面：ナデ、沈線

30 －

327 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰白色 

10YR8/2

にぶい黄橙色 

10YR7/3

褐灰色 

10YR4/1

外面：半截竹管状工具による隆帯で渦巻文 

内面：ナデ
30 －

328 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ナデ、半截竹管状工具による半隆起線と沈線
で施文、キザミ 
内面：ナデ、ヘラケズリ

30 －

329 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：ナデ、半截竹管状工具による縦隆起線文とキ
ザミで施文 
内面：ナデ、ヘラナデ

30 －

330 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐灰色 

7.5YR4/1

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：ナデ、半截竹管状工具による半隆起線 

内面：ナデ
30 －

331 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

褐灰色 

10YR5/1

外面：波頂部に隆帯で円文、半截竹管状工具による
半隆起線、基隆帯に櫛状工具による刺突文 
内面：ナデ 
波状口縁

30 －

332 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰白色 

10YR8/2

浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR7/1

外面：横ナデ、横位半隆起線 

内面：横ナデ
30 －

333 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (15.5) － －
浅黄橙色 

10YR8/4

橙色 

7.5YR7/6

黒褐色 

10YR3/1

外面：ナデ、口縁下無文帯、半截竹管状工具による
半隆起線で施文 
内面：ナデ

30 －

334 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

にぶい赤褐色 

5YR5/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：隆帯渦巻文、縦沈線 

内面：ナデ
30 －

335 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐色 

7.5YR4/3

黒褐色 

7.5YR3/1

外面：横ナデ、半截竹管状工具による隆帯に櫛状工
具による刺突文、胴部に縦位で半截竹管状工具に
よる半隆起線 
内面：横ナデ

30 －

336 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

褐色 

7.5YR4/4

褐色 

7.5YR4/4

外面：沈線、隆帯の上からキザミ 

内面：ナデ
30 －

337 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：ナデ、沈線、隆帯 

内面：ナデ
30 －

338 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

褐色 

7.5YR4/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：貼付突帯、半截竹管状工具による縦位沈線文 

内面：ナデ
30 －

339 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (22.0) － －
灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：ナデ、半截竹管状工具による半隆起線と沈線

で施文、口縁下に櫛状工具による刺突文、キザミ 

内面：ヘラナデ、煤付着

30 －

340 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (34.0) － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰褐色 

7.5YR5/2

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：ナデ、半截竹管状工具による半隆起線で沈線

施文、縄文 

内面：ナデ

31 －

341 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰褐色 

7.5YR5/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：口縁に沿って半截竹管状工具による2本の半

隆起線で施文、縄文 

内面：ナデ

31 －

342 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：ナデ、半截竹管状工具による縦位沈線文 

内面：ナデ、横ナデ
31 －

343 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒褐色 

10YR3/2

灰褐色 

7.5YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：半截竹管状工具によるキザミと縦方向の沈
線で施文 
内面：ナデ

31 －

344 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

5YR6/8

明黄褐色 

10YR6/6

明黄褐色 

10YR6/6

外面：隆帯文様の中に縦位沈線、降帯にヘラ状工具
のキザミ 
内面：ナデ

31 －

345 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
赤褐色 

5YR4/6

にぶい赤褐色 

5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：半截竹管状工具による隆帯で区画文、区画内

に半截竹管状工具による沈線文、基隆帯にキザミ 

内面：ナデ

31 －

346 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (11.0) － －
黒褐色 

10YR3/1

にぶい黄褐色 

10YR5/3

褐灰色 

10YR4/1

外面：ナデ、縦位条線、沈線、炭化物付着 

内面：ヘラケズリ
31 －

347 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：口縁下に沈線で施文、縄文 

内面：ナデ
31 －

348 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

浅黄橙色 

10YR8/3

褐灰色 

7.5YR5/1

外面：沈線、キザミ 

内面：ナデ、煤・炭化物付着
31 －
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遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
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349 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：ナデ、沈線、縄文痕 

内面：ナデ
31 －

350 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
淡黄色 

2.5Y8/4

淡黄色 

2.5Y8/4

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ、隆帯 

内面：横ナデ
31 －

351 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：斜位沈線と縦位隆帯で施文 

内面：ナデ
31 －

352 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

黒褐色 

10YR3/1

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：櫛状工具による刺突で綾杉文、半截竹管状工具
による半隆起線と沈線で施文、基隆帯に櫛状工具に
よる刺突文 
内面：ナデ

31 －

353 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：半截竹管状工具による半隆起線で施文、基隆線
に櫛状工具による刺突文 
内面：ナデ

31 －

354 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：ナデ、沈線、縄文痕 

内面：ナデ
31 －

355 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黒褐色 

7.5YR3/1

灰褐色 

7.5YR4/2

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：隆帯突起、縦沈線の後沈線で流線 

内面：ナデ
31 －

356 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR4/3

にぶい黄褐色 

10YR4/3

外面：ナデ、刺突列点文、縦位沈線、隆帯の間にキザミ 
内面：ナデ、貼付突帯
356・357同一個体

31 －

357 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (22.0) － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：刺突列点、隆帯の中に沈線、ナデ 
内面：ナデ、貼付突帯 
356・357同一個体

31 7

358 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒褐色 

10YR3/1

黒褐色 

10YR3/1

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：ナデ、従位沈線、隆帯 

内面：ナデ
31 －

359 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (20.4) － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：ナデ、キザミ、隆帯で渦巻文 

内面：ヘラナデ、ナデ
31 7

360 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/4

黒褐色 

10YR3/1

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：ナデ、沈線、隆帯文様、沈線文様 

内面：ナデ
31 －

361 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
(26.6) － －

にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：隆帯に沿ってヘラ状によるキザミ、口縁部無
文、胴部縄文 
内面：ナデ

32 7

362 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：ナデ、キザミ、隆帯に刺突文 

内面：ナデ
32 7

363 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

褐灰色 

10YR4/1

橙色 

7.5YR7/6

外面：ナデ、半截竹管状工具による刺突文、隆帯 

内面：ナデ
32 －

364 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：ナデ、刺突文、S字隆帯、貼付突帯 

内面：ナデ
32 －

365 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/4

黒褐色 

10YR3/2

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：矢羽根状沈線後コンパス文 

内面：ナデ
32 －

366 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR6/3

にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい橙色 

5YR6/4

外面：ナデ、縦沈線、隆帯による流線 

内面：ナデ
32 －

367 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
(22.8) － －

にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：ナデ、縄文、沈線、煤付着 

内面：ヘラミガキ、ナデ
32 －

368 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (20.0) － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰黄褐色 

10YR4/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：ナデ、縦位の刺突文、縄文 

内面：ナデ
32 －

369 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

黒褐色 

7.5YR3/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：ナデ、縄文 

内面：ナデ 

貼付口縁

32 －

370 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (24.8) － －
浅黄橙色 

10YR8/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰白色 

10YR7/1

外面：ナデ、縄文 

内面：ナデ
32 －

371 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縄文 
内面：ナデ 
波状口縁

32 －

372 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい黄橙色 

10YR7/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：横ナデ、縄文押圧、縄文 

内面：横ナデ
32 －

373 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

外面：ナデ、縄文、スス付着 

内面：ナデ
32 －

374 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明黄褐色 

10YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/3

黒褐色 

10YR3/1

外面：口縁下に縄文押圧、縄文 

内面：ナデ
32 －

375 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：ナデ、縄文 

内面：ナデ
32 －

376 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒褐色 

10YR3/1

黒褐色 

7.5YR3/1

黒褐色 

7.5YR3/1

外面：ナデ、口厚部にキザミ 

内面：ナデ
32 －

377 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (11.0) －
黒色 

7.5YR2/1

にぶい褐色 

7.5YR5/4

暗褐色 

10YR3/3

外面：縄文、底部に網代圧痕 

内面：ナデ
32 －

378 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (10.6) －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：縄文、底部に網代圧痕(2超1送2潜) 

内面：ナデ
32 －

379 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (14.0) －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

褐色 

7.5YR4/3

暗褐色 

10YR3/4

外面：縄文、底部網代圧痕をナデ消し 

内面：ナデ、黒化
33 －

380 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

橙色 

7.5YR7/6

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：ナデ、縄文押圧 

内面：ナデ
33 －

381 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：縄文 

内面：ナデ
33 －

382 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

外面：縄文 

内面：ナデ
33 －

383 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/4

黒褐色 

10YR3/2

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：ナデ、縄文 

内面：ナデ
33 －

384 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

暗褐色 

10YR3/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：縄文 

内面：ナデ
33 －

第 14 表　土器・土製品観察表（9）

172 　第 2章　調査成果



遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

385 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

黒褐色 

7.5YR3/1

褐色 

10YR4/3

外面：ナデ、縄文 

内面：ナデ
33 －

386 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (8.0) －
褐色 

7.5YR4/3

灰褐色 

7.5YR4/4

黒褐色 

7.5YR3/2

外面：縄文、撚糸文、底部無文 

内面：ナデ
33 －

387 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

黄灰色 

2.5Y5/1

にぶい黄橙色 

10YR6/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：ナデ、縦位沈線、横位沈線 

内面：ナデ
33 －

388 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

灰黄褐色 

10YR4/2

黒褐色 

10YR3/1

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ナデ、縦位沈線、スス付着 

内面：ナデ
33 －

389 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

橙色 

7.5YR7/6

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：ナデ、平行線(ヘラ状工具による条線) 

内面：ナデ、スス付着
33 －

390 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

黒褐色 

10YR3/2

外面：縦沈線、ナデ 

内面：ナデ、スス付着
33 －

391 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縦位沈線、スス付着 

内面：ナデ
33 －

392 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰黄褐色 

5YR3/1

外面：縦位沈線(櫛目) 

内面：ナデ
33 －

393 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － 10.2 －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：縦位沈線、底部にすだれ状沈線 

内面：ナデ
33 －

394 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (15.4) － －
褐色 

7.5YR4/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：ナデ 

内面：ナデ
33 －

395 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明赤褐色 

5YR5/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縄文 

内面：ナデ
33 －

396 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (10.0) －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：ナデ、底部に網代圧痕(1超1送1潜) 

内面：ナデ
33 －

397 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (10.0) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：ナデ、底部にすだれ状圧痕 

内面：ナデ
33 －

398 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (8.0) －
黒褐色 

10YR3/1

褐色 

10YR4/4

黒褐色 

2.5Y3/2

外面：縦位沈線文、底部にすだれ状圧痕 

内面：ナデ、付着物有
33 －

399 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (17.0) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：縄文、底部すだれ状圧痕 

内面：ナデ
33 －

400 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
黒褐色 

10YR3/2

灰黄褐色 

10YR5/2

黒褐色 

10YR3/2

外面：底部に葉脈圧痕 

内面：ナデ
33 －

401 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

暗灰黄色 

2.5Y4/2

外面：ナデ、底部に種子圧痕 

内面：ナデ
33 －

402 御番屋敷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：ナデ 

内面：ナデ、スス付着
33 －

403 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢
口縁～

胴部
(32.8) － －

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

褐灰色 

7.5YR4/1

外面：ヘラナデ、隆帯で渦巻文と横長区画文、区画

内に櫛状刺突文 

内面：ヘラナデ

33 7

404 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢
口縁～

胴部
－ － －

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

明褐灰色 

7.5YR7/1

外面：ナデ、キザミ、半截竹管状工具による沈線、煤

付着 

内面：ナデ

34 －

405 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢
口縁～

胴部
－ － －

褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ナデ、半截竹管状工具による口厚部施文 

内面：ナデ
34 －

406 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR8/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：ヘラミガキ、沈線 

内面：ヘラミガキ 

赤彩付着

34 －

407 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢 胴部 － － －
黒褐色 

10YR3/1

黒褐色 

2.5Y3/2

黒褐色 

2.5Y3/2

外面：ミガキ 

内面：ミガキ
34 －

408 御番屋敷遺跡 縄文土器 浅鉢 胴～底部 － 5.0 －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

褐灰色 

10YR4/1

外面：ナデ 

内面：ナデ、ヘラナデ
34 －

409 御番屋敷遺跡 縄文土器 小形土器 胴～底部 － (7.0) －
黒褐色 

10YR3/1

にぶい黄褐色 

10YR5/3

黒褐色 

10YR3/1

外面：研磨、底部網代圧痕 

内面：ナデ、ケズリ
34 －

410 御番屋敷遺跡 縄文土器 小形土器
口縁～

胴部
(11.0) － －

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：縄文 

内面：ナデ
34 －

411 御番屋敷遺跡 縄文土器 注口土器 注口 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：ナデ、貼付突帯、キザミ 

内面：－
34 －

412 御番屋敷遺跡 縄文土器
有孔鍔付

土器

口縁～

胴部
－ － －

黒褐色 

2.5Y3/1

にぶい黄褐色 

10YR5/4

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ミガキ 

内面：ミガキ 

穿孔有

34 7

413 御番屋敷遺跡 土製品 土偶 胴部
長さ 

(6.2)

最大幅 

(6.2)

厚み 

3.4

黄橙色 

10YR8/6

黄橙色 

10YR8/6

黄橙色 

10YR8/6

外面：沈線 

内面：沈線
34 7

414 御番屋敷遺跡 須恵器 椀B
口縁～

底部
16.4 9.1 5.6

褐色 

10YR4/4

褐色 

10YR4/4

褐色 

10YR4/4

外面：回転ナデ、糸切り、貼付高台、降灰 

内面：回転ナデ、降灰
34 7

415 御番屋敷遺跡 須恵器 椀B 底部 － (9.0) －
褐色 

7.5YR4/4

褐色 

7.5YR4/4

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ、ナデ、糸切ヵ、貼付高台 

内面：回転ナデ
34 －

416 御番屋敷遺跡 須恵器 椀
口縁～

体部
(16.6) － －

にぶい赤褐色 

5YR5/3

にぶい赤褐色 

5YR5/3

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ
34 －

417 御番屋敷遺跡 須恵器 椀
口縁～

体部
(17.0) － －

暗灰黄色 

2.5Y5/2

にぶい赤褐色 

5YR5/3

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ、降灰
34 －

418 御番屋敷遺跡 須恵器 椀 体部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/3

灰褐色 

5YR4/2

黄灰色 

2.5Ｙ4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
34 －

419 御番屋敷遺跡 須恵器 甕 口縁部 － － －
浅黄色 

2.5Y7/4

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

7.5Y3/1

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ、降灰
34 －

420 御番屋敷遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(19.0) － －

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

7.5YR8/3

灰白色 

7.5YR8/2

外面：横ナデ、タタキ 

内面：ナデ
34 7

421 御番屋敷遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(28.0) － －

淡黄色 

2.5Y8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ、縦ハケ目、煤･炭化物付着 

内面：ナデ、ハケ目
34 －
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番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

422 御番屋敷遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：縦ハケ 
内面：横ハケ

34 －

423 御番屋敷遺跡 陶器 瓶壺類 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰赤色 

2.5YR4/2

灰褐色 

7.5ＹＲ4/2

外面：回転ナデ、鉄釉 
内面：回転ナデ

34 －

424 御番屋敷遺跡 青磁 輪花皿
口縁～

体部
－ － －

ｵﾘｰﾌﾞ灰色 

10Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

7.5Y5/2

黄灰色 

2.5Ｙ6/1

外面：華弁文、口縁輪花 
二次被熱

34 －

446 下気多川原遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ

39 －

447 下気多川原遺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～

体部
－ － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ 
内面：回転ナデ

39 －

448 下気多川原遺跡 須恵器 杯B 底部 － (11.6) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 
内面：回転ナデ

39 －

449 下気多川原遺跡 須恵器 杯B 底部 － (10.4) －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ

39 －

450 下気多川原遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰色 

5Y6/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：叩き後カキ目 
内面：同心円当具痕

39 －

451 下気多川原遺跡 灰釉陶器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
無釉

39 －

452 下気多川原遺跡 灰釉陶器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

39 －

454
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯H蓋

口縁～

天井部
（11.9） － 3.0

褐灰色

10YR5/1

灰色

5Ｙ5/1

灰白色

N6/

外面：天井部回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

455
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯 完形 12.4 6.9 4.6

灰オリーブ色

7.5Y6/2

灰オリーブ

7.5Y6/2
－

外面：底部回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

456
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯 ほぼ完形 12.4 8.2 4.4

灰色

5Y6/1

灰色

5Y6/1

灰白色

7.5Y7/1

外面：底部回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

457
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯G身 完形 12.2 6.6 4.2

淡黄色

2.5Y8/3

淡黄色

2.5Y8/3
－

外面：底部回転ヘラ切り、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

458
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯G身 完形 12.8 6.7 4.35

灰白色

2.5Y8/2

灰白色

2.5Y8/2
－

外面：底部回転ヘラ切り、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

459
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯G身 完形 12.0 6.7 4.4

淡黄色

2.5Y8/3

淡黄色

2.5Y8/3

淡黄色

2.5Y8/3

外面：底部回転ヘラ切り、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

460
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 蓋 完形 16.8 － 4.2

オリーブ灰色

2.5GY6/1

オリーブ灰色

2.5GY6/1
－

外面：天井部回転ヘラケズリ→つまみ貼付→つ
まみとその周辺ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

461
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯A 完形 12.8 11.6 3.7

浅黄色

5Y7/3

浅黄色

5Y7/3
－

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

462
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯A 略完形 16.0 11.9 3.9

オリーブ灰色

2.5GY5/1

オリーブ灰色

2.5GY5/1
－

外面：底部回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

463
下野羽根坂

古窯跡
陶器 杯A 完形 15.7 11.3 4.4

灰色

7.5Y6/1

灰色

7.5Y6/1
－

外面：底部回転ヘラケズリ→中心部ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

464
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯B

口縁～底

部
13.2 7.2 4.5 

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、底部回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ
借用資料

40 9

465
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯B

口縁～

底部
10.8 6.4 3.8 

褐灰色 

7.5YR4/1

褐灰色 

7.5YR4/1

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ、底部回転糸切り 
内面：回転ナデ 
借用資料

40 －

466
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 杯 体～底部 － (5.8) －

灰色

10Y5/1

灰

10Y4/1

灰色

10Y4/1

外面：ヘラナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

467
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 盤 完形 15.5 － 2.3

灰色

N5/

暗緑灰色

7.5GY4/1
－

外面：天井部回転ヘラケズリ、回転ナデ
内面：回転ナデ
借用資料

40 －

468
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 高杯 杯～脚部 － － －

灰色

7.5Y6/1

明オリーブ色

2.5GY7/1

灰白色

7.5Y8/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
借用資料

40 －

469
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 高杯

口縁～

脚部
（13.3）（8.8） 7.8

灰オリーブ色

5Y6/2

灰オリーブ色

5Y6/2

灰オリーブ色

5Y6/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
借用資料

40 9

470
下野羽根坂

古窯跡
須恵器 高杯 脚部 － 9.0 －

灰白色

2.5Y8/1

灰オリーブ色

5Y6/2

灰白色

2.5Y8/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
借用資料

40 －

471
下野羽根坂

古窯跡
陶器 甕 口頸部 （21.3） － －

黒褐色

2.5Y3/1

灰オリーブ色

5Y6/2

褐灰色

7.5Y6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

40 －

472
下野羽根坂

古窯跡
灰釉陶器 椀

口縁～

底部
15.2 7.3 4.3 

灰白色 

2.5Y7/1

灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：ナデ、口縁部外反、粘土こぼし痕あり 
無釉、三日月高台、借用資料

40 9

473
下野羽根坂

古窯跡
陶器 小壺 把手欠損 4.5 6.2 8.5

オリーブ黒色

5Y3/2

オリーブ黒色

5Y3/2

褐灰色

7.5Y6/1
ロクロ、削り出し高台、借用資料 40 －

474
下野羽根坂

古窯跡
不明 不明 － － － －

灰白色

5Y7/1

灰オリーブ色

5Ｙ6/2
－ 借用資料 40 －

479 寿楽寺廃寺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
灰色 

N5/

暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y5/2

外面：タタキ 
内面：使用による摩滅 
転用か？

42 －

504 杉崎北野遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 (12.2) － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

48 －

505 杉崎北野遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (9.0) －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ

48 －
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番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

506 杉崎北野遺跡 須恵器 蓋 つまみ －
つまみ
径 
3.2

－
灰色 
N4/

灰色 
5Y4/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

48 －

507 杉崎北野遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.0) －
黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

外面：回転ナデ、ナデ 
内面：回転ナデ

48 －

508 杉崎北野遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (7.0) －
にぶい褐色 
7.5YR5/3

にぶい褐色 
7.5YR5/3

にぶい褐色 
7.5YR5/3

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ

48 －

509 杉崎北野遺跡 須恵器 椀B 底部 － 7.4 －
灰黄褐色 
10YR4/2

灰黄褐色 
10YR4/2

灰黄褐色 
10YR4/2

外面：回転ナデ、回転糸切り 
内面：回転ナデ

48 －

510 杉崎北野遺跡 須恵器 短頸壺
口縁～
頸部

(11.0) － －
灰黄色 
2.5Y6/2

灰黄色 
2.5Y6/2

灰黄色 
2.5Y6/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
短頸壺

48 －

511 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (20.0) － －
灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ、自然釉 
内面：回転ナデ

49 －

512 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 杯B 底部 － (8.8) －
灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ

49 －

513 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 杯
口縁～
体部

－ － －
灰色 
N5/

灰色 
5Y/1

灰色 
5Y/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

49 －

514 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 杯
口縁～
体部

－ － －
灰白色 
7.5Y7/1

灰白色 
7.5Y7/1

灰白色 
7.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

49 －

515 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 壺瓶類 肩部 － － －
灰色 
N6/

灰黄褐色 
10YR6/2

灰黄褐色 
10YR6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、刺突文、凹線、
沈線、自然釉 
内面：回転ナデ

49 －

516 杉崎毘沙門遺跡 須恵器 甕 底部 － － －
灰色 
N6/

灰色 
N6/

灰色 
N6/

外面：タタキ、ナデ、底部にヘラ書き 
内面：回転ナデ

49 －

517 太江遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ

50 －

518 太江遺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～
天井部

－ － －
褐灰色 
10YR4/1

灰色 
7.5Y4/1

灰色 
7.5Y4/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

519 太江遺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～
天井部

(12.0) － －
灰白色 
10YR7/1

灰白色 
10YR7/1

灰白色 
10YR7/1

外面：回転ナデ、沈線 
内面：回転ナデ、自然釉

50 －

520 太江遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 (10.4) － －
黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

521 太江遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 (11.0) － －
暗灰黄色 
2.5Y5/2

暗灰黄色 
2.5Y5/2

暗灰黄色 
2.5Y5/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

522 太江遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － － －
灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

523 太江遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － － －
灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

524 太江遺跡 須恵器 杯G蓋 天井部 (15.8) － －
灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y5/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 
5Y6/2

外面：回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ 
焼成不良

50 －

525 太江遺跡 須恵器 杯G身 体～底部 － － －
暗灰黄色 
2.5Y5/2

黄灰色 
2.5Y5/1

暗灰黄色 
2.5Y5/2

外面：回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ

50 －

526 太江遺跡 須恵器 杯G身 体～底部 － (8.0) －
黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

黄灰色 
2.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ

50 －

527 太江遺跡 須恵器 杯G身 体～底部 － (10.0) －
黄灰色 
2.5Y4/1

黒褐色 
2.5Y3/1

黒褐色 
2.5Y3/1

外面：回転ヘラ切り、自然釉 
内面：回転ナデ

50 －

528 太江遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (7.0) －
灰白色 
2.5Y7/1

灰白色 
2.5Y7/1

灰白色 
2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ 
刻書「奉」

50 11

529 太江遺跡 須恵器 杯G身 底部 － － －
褐灰色 
10YR6/1

褐灰色 
10YR6/1

褐灰色 
10YR6/1

外面：回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ

50 －

530 太江遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰白色 
2.5Y7/1

灰白色 
2.5Y6/1

灰白色 
2.5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、自然釉

50 11

531 太江遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
黄灰色 
2.5Y5/1

灰黄色 
2.5Y6/2

黄灰色 
2.5Y5/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ、自然釉 
内面：回転ナデ

50 －

532 太江遺跡 須恵器 蓋
口縁～
天井部

－ － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 
5Y6/1

灰色 
N6/

灰色 
7.5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

533 太江遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

灰色 
5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、ナデ

50 －

534 太江遺跡 須恵器 蓋
口縁～
天井部

(16.4) － －
黄灰色 
2.5Y6/1

灰黄色 
2.5Y6/2

黄灰色 
2.5Y6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

50 －

535 太江遺跡 須恵器 蓋
口縁～
天井部

(10.4) － －
にぶい黄色 
2.5Y6/3

にぶい赤褐色 
2.5Y4/3

黄灰色 
2.5Y6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
自然釉

50 －

536 太江遺跡 須恵器 杯A 底部 － (3.5) －
灰色 
10Y6/1

灰色 
7.5Y6/1

灰色 
7.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ

50 －

537 太江遺跡 須恵器 杯A 体～底部 － (9.8) －
暗灰黄色 
2.5Y5/2

にぶい褐色 
7.5YR5/3

暗灰黄色 
2.5Y5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ

50 －

538 太江遺跡 須恵器 杯A 底部 － (8.0) －
灰白色 
2.5Y7/1

灰白色 
2.5Y7/1

灰白色 
2.5Y7/1

外面：回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、使用痕

50 －

539 太江遺跡 須恵器 杯A 底部 － (12.6) －
灰白色 
2.5Y7/1

黄白色 
2.5Y6/1

灰白色 
2.5Y7/1

外面：回転ナデ、ヘラケズリ 
内面：回転ナデ

50 －

540 太江遺跡 須恵器 杯A 体～底部 － － －
灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y5/1

灰色 
5Y5/1

外面：回転ナデ、ナデ、使用痕 
内面：回転ナデ

50 －

541 太江遺跡 須恵器 杯B
口縁～
底部

(16.0) (12.0) 4.6
灰黄色 
2.5Y6/2

暗灰黄色 
2.5Y5/2

灰黄色 
2.5Y6/2

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ

50 －

542 太江遺跡 須恵器 杯B 体～底部 － (5.4) －
黄灰色 
2.5Y4/1

黄灰色 
2.5Y6/1

黄灰色 
2.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ

50 －

543 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (8.0) －
暗灰黄色 
2.5Y5/2

灰黄色 
2.5Y6/2

灰黄色 
2.5Y6/2

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ

50 －

544 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (11.0) －
灰色 
N4/

灰色 
N4/

灰色 
N4/

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 
内面：回転ナデ

50 －

545 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.0) －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
50 －
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546 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (8.9) －
灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
降灰自然釉

50 －

547 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (7.6) －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
50 －

548 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － (10.4) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
50 －

549 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
灰色 

10Y6/1

灰色 

10Y6/1

にぶい黄色 

2.5Y6/3

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
50 －

550 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
50 －

551 太江遺跡 須恵器 杯B
口縁～

体部
－ － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

552 太江遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

553 太江遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
(15.0) － －

灰黄褐色 

10YR5/2

明黄褐色 

10YR6/8

明黄褐色 

10YR6/8

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

554 太江遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

灰色 

N5/

灰色 

5Y5/1

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

555 太江遺跡 須恵器 杯 体部 － － －
橙色 

7.5Y6/6

橙色 

5YR6/8

橙色 

5YR6/8

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

556 太江遺跡 須恵器 椀A 底部 － (8.0) －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 
5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 
5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 
5Y6/2

外面：回転ナデ、糸切り後回転ヘラナデ 
内面：回転ナデ

50 －

557 太江遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
50 －

558 太江遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (5.4) －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ
50 －

559 太江遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.2) －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/3

灰黄褐色 

10YR4/3

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ、降灰
50 －

560 太江遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (8.6) －
にぶい橙色 

5YR6/4

橙色 

5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
50 －

561 太江遺跡 須恵器 椀A 底部 － (7.0) －
暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
50 －

562 太江遺跡 須恵器 椀B
口縁～

体部
(15.8) 7.8 4.9

灰色 

7.5Y4/1

灰色 

7.5Y4/1

灰色 

7.5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
内面と口縁部に降灰

50 11

563 太江遺跡 須恵器 椀B 底部 － (7.4) －
灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
50 －

564 太江遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.2) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

565 太江遺跡 須恵器 盤
口縁～

体部
(14.4) － －

灰色 

N4/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
降灰自然釉

50 －

566 太江遺跡 須恵器 高盤 脚部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、ナデ
50 －

567 太江遺跡 須恵器 高杯 脚部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 11

568 太江遺跡 須恵器 高杯 脚部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

569 太江遺跡 須恵器 高杯 脚部 － (13.0) －
褐灰色 

10YR5/1

褐灰色 

10YR5/1

灰褐色 

7.5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

570 太江遺跡 須恵器 壺
口縁～

頸部
(11.8) － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
50 －

571 太江遺跡 須恵器 壺瓶類
口縁～

頸部
(11.8) － －

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
50 －

572 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 肩部 － － －
灰色 

5Y6/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、自然釉 

内面：回転ナデ
51 －

573 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 肩部 － － －
灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1
外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

51 －

574 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 体～底部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、自然釉 
内面：回転ナデ 
高台欠損

51 －

575 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － (10.4) －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰褐色 

5YR5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
51 －

576 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － (17.0) －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
51 －

577 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 体～底部 － (10.0) －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰色 

5Y5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、ナデ、回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ 
内面と底部に降灰自然釉

51 －

578 太江遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － (12.0) －
灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
51 －

579 太江遺跡 須恵器 鉢
口縁～

体部
－ － －

暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、降灰 

内面：回転ナデ
51 －

580 太江遺跡 須恵器 鉄鉢 口縁部 － － －
灰色 

N5/

暗灰色 

N3/

灰色 

N4/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
51 －

581 太江遺跡 須恵器 提瓶
口縁～

底部
(13.3) 7.0 25.6 

灰色 

5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：口頸部回転ナデ、胴部正面ヘラケズリ・ナデ、正
面端から側面にかけてヘラケズリ・平行叩き目痕、側
面回転ヘラケズリ、裏面回転ナデ 
内面：口頸部回転ナデ、胴部回転ナデ（縦位）、円盤部ナ
デ・指頭圧痕あり 
正面中央に燃成時による焼膨れあり、一部自然釉あ
り、借用資料、近辺の古墳出土の可能性が高い

51 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

582 太江遺跡 須恵器 甕
口縁～

頸部
－ － －

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

10Y6/1

灰色 

10Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
51 －

583 太江遺跡 須恵器 甕
口縁～

頸部
－ － －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
51 －

584 太江遺跡 須恵器 甕
口縁～頸

部
－ － －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、当具痕
51 －

585 太江遺跡 須恵器 甕 口縁部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ
51 －

586 太江遺跡 須恵器 甕 口縁部 － － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y4/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
51 －

587 太江遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
灰色 

N6/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：タタキ、自然釉 

内面：タタキ後ナデ
51 －

588 太江遺跡 須恵器 甕 肩部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：ナデ、タタキ 

内面：タタキ後ナデ
51 －

589 太江遺跡 須恵器 甕 肩部 － － －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、タタキ 

内面：回転ナデ、同心円当具痕
51 －

590 太江遺跡 土師器 杯
体部～

底部
－ － －

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

外面：ナデ 

内面：ミガキ
51 －

591 太江遺跡 土師器 高杯 脚部 － － －
橙色 

7.5Y6/8

橙色 

7.5Y6/8

橙色 

7.5Y6/8

外面：ナデ、調整不明 

内面：ナデ、シボリ
51 －

592 太江遺跡 灰釉陶器 椀or皿 底部 － － －
灰白色 

7.5Y8/1

灰白色 

7.5Y8/1

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ 

灰釉

52 －

593 太江遺跡 灰釉陶器 椀or皿 底部 － (8.0) －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y8/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
52 －

594 太江遺跡 灰釉陶器 瓶
口縁～

頸部
－ － －

にぶい黄色 

2.5Y6/3

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

内面と口縁部に灰釉

52 －

595 太江遺跡 灰釉陶器 瓶 底部 － (12.0) －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/2

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ、回転ヘラ切

り、自然釉 

内面：回転ナデ、使用痕

52 －

603
太江上番場 

遺跡
須恵器 𤭯ヵ 口縁部 (10.0) － －

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
54 －

604
太江上番場 

遺跡
須恵器 杯H蓋 口縁部 － － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

N4/

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
54 －

605
太江上番場 

遺跡
須恵器 杯H身 口縁部 － － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
54 －

606
太江上番場 

遺跡
須恵器 杯H身 底部 － (7.0) －

灰黄色 

2.5Y7/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：回転ナデ、ヘラ切り 

内面：回転ナデ、自然釉
54 －

607
太江上番場 

遺跡
須恵器 杯G蓋 口縁部 － － －

灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
54 －

608
太江上番場 

遺跡
須恵器 蓋

口縁～

天井部
(14.9) － －

灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、降灰 

内面：回転ナデ
54 －

609
太江上番場 

遺跡
須恵器 壺瓶類 口縁部 (11.4） － －

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
54 －

610
太江上番場 

遺跡
須恵器 鉢 体～底部 － － －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ、底部に別粘土を貼付、施釉 

内面：回転ナデ、自然釉
54 －

611
太江上番場 

遺跡
須恵器 壺甕類 体～底部 － (9.0) －

褐灰色 

10YR5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：回転ヘラケズリ、糸切り 

内面：回転ナデ
54 －

612
太江上番場東 

遺跡
須恵器 蓋 天井部 －

つまみ
径 
3.2

－
灰白色 

2.5Y8/1

黄灰色 

2.5Y6/1

灰白色 

2.5Y8/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ 

扁平つまみ

55 －

613
太江上番場東 

遺跡
須恵器 蓋 天井部 － － －

灰白色 

10YR7/2

灰白色 

10YR7/2

灰白色 

10YR7/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
55 －

614
太江上番場東 

遺跡
須恵器 蓋 口縁部 (25.8) － －

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
55 －

615
太江上番場東 

遺跡
須恵器 杯

口縁～

体部
－ － －

灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
55 －

616
太江上番場東 

遺跡
須恵器 椀A 体～底部 － (6.4) －

にぶい赤褐色 

5YR4/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

褐灰色 

10YR5/1

外面：回転ナデ、使用痕、回転糸切り 

内面：回転ナデ、使用痕
55 －

617
太江上番場東 

遺跡
灰釉陶器 椀 底部 － (9.8) －

灰白色 

N8/

灰白色 

N8/

灰白色 

N8/

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
55 －

618 太江釜ヶ洞遺跡 須恵器 杯G蓋
口縁～

体部
(8.5) － －

灰色 

10Y6/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ
56 －

619 太江釜ヶ洞遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
56 －

620 太江釜ヶ洞遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
黄褐色 

10YR5/6

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
56 －

621 太江釜ヶ洞遺跡 須恵器 壺瓶類 底部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
56 －

622 太江小林遺跡 須恵器 杯H身 体部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －

623 太江小林遺跡 須恵器 蓋 摘み部 － － －
灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰白色 

10YR8/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －

624 太江小林遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

625 太江小林遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －

626 太江小林遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －

627 太江小林遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.6) －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、底部回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
57 －

628 太江小林遺跡 須恵器 杯 底部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
57 －

629 太江小林遺跡 灰釉陶器 皿 口縁部 － － －
灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ナデ、施釉 

内面：回転ナデ、施釉
57 －

630 太江多度古墳群 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
58 －

631 太江多度古墳群 須恵器 高杯 脚部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、凹線 
内面：回転ナデ 
接合部で剥離ヵ

58 11

632 太江多度古墳群 須恵器 甕
口縁～

肩部
(15.2) － －

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y8/1

外面：回転ナデ、タタキ 

内面：回転ナデ、同心円当具痕、自然釉
58 11

633 太江多度古墳群 土師器 高杯 脚部 － (9.0) －
灰白色 

7.5Y8/1

灰白色 

7.5Y8/1

灰白色 

7.5Y8/1

外面：摩滅により調整不明 

内面：摩滅により調整不明
58 －

634 太江多度古墳群 土師器 高杯 脚部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/3

外面：調整不明 

内面：調整不明、シボリ
58 11

635
太江多度

５号古墳
須恵器 高杯 脚部 － － －

灰色 

N5/

灰色 

N5/

褐灰色 

10YR5/1

外面：カキメ、凹線2条、長方形透孔1 

内面：ロクロナデ
58 －

636 高野光専寺遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～胴

部
－ － －

橙色 

7.5YR6/6

明赤褐色 

5YR5/6

橙色 

5YR6/6

外面：口縁下の二条隆帯間にハシゴ状沈線を施
文、縦位沈線と隆帯間に刺突文 
内面：ナデ

59 －

637 高野光専寺遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － 13.0 －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：地文-縄文→ナデ、指頭圧痕あり 
内面：ナデ 
底部1超1潜1送の網代圧痕

59 －

638 高野光専寺遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (8.5) －
灰オリーブ色 

5Y5/2

灰色 

5Y5/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：底部回転糸切り→高台貼付→周辺ナデ 

内面：ナデ
59 －

639 高野光専寺遺跡 灰釉陶器 椀 体～底部 － (6.5) －
灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/1

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、底部回転糸切り→全面ナデ 
内面：回転ナデ、自然釉あり 
高台内面内湾、無釉

59 －

647 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯H蓋 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

灰色 

7.5Y5/1

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

648 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 (10.6) － －
灰色 

N4/

灰色 

N4/

灰色 

N4/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

649 高野巾ノ上遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N4/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
61 －

650 高野巾ノ上遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

651 高野巾ノ上遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰色 

5Y5/1

黒色 

5YY2/1

灰色 

5Y5/1
外面：回転ナデ、自然釉 
内面：回転ナデ、降灰

61 －

652 高野巾ノ上遺跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
(9.8) － －

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

5Y3/2

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

5Y3/2

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

5Y3/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

653 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯A 体～底部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
61 －

654 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯B
口縁～

底部
(11.0) (9.0) －

灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

外面：自然釉

61 －

655 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.0) －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台、高台に付着物有 

内面：回転ナデ
61 －

656 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
(12.0) － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

657 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
－ － －

暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y4/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

外面：自然釉

61 －

658 高野巾ノ上遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

659 高野巾ノ上遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (8.0) －
灰白色 

10YR8/1

灰白色 

10YR8/1

灰白色 

10YR8/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

660 高野巾ノ上遺跡 須恵器 瓶 口縁部 (9.0) － －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

N4/

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
内面と口縁部に自然釉

61 －

661 高野巾ノ上遺跡 須恵器 壺瓶類 肩部 － － －
灰色 

5Y5/1

黒色 

7.5Y2/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

662 高野巾ノ上遺跡 須恵器 壺瓶類 体部 － － －
灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

灰白色 

7.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

663 高野巾ノ上遺跡 須恵器 甕 体～底部 － (12.0) －
黄灰色

2.5Y5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、底部にヘラ書き 

内面：回転ナデ
61 －

664 高野巾ノ上遺跡 灰釉陶器 椀 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
灰釉

61 －

665 高野巾ノ上遺跡 灰釉陶器 椀 口縁部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
61 －

666 高野巾ノ上遺跡 土製品 土偶 頭部 － － －

浅黄橙色 

10YR8/4 

（表面）

にぶい橙色 

7.5YR6/4 

（裏面）

褐灰色 

10YR4/1

表面：鼻は隆帯、目・口は刺突で凹ませる、眉・ひ
げ・黥を思わせる沈線あり 
裏面：棒状工具による沈線文様 
頭部ヒモ状粘土をより合わせ、立体的に髪を
結った状態を表現、側面指頭圧痕、寄贈資料

61 11
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

716 谷遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
オリーブ黒色 

10Y3/1

オリーブ黒色 

10Y3/1

オリーブ黒色 

10Y3/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
64 －

717 谷遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (6.0) －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
64 －

718 谷遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (5.4) －
灰色 

N4/

灰色 

7.5Y4/1

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
64 －

719 谷遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

N4/

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ、使用痕
64 －

720 谷遺跡 須恵器 椀A 底部 － (5.4) －
灰色 

N4/

灰色 

N4/

灰色 

N4/

外面：回転ナデ、回転糸切り 

内面：回転ナデ、使用痕
64 －

721 谷遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

褐灰色 

10YR4/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ 

内面：降灰

64 －

722 谷遺跡 須恵器 皿 口縁部 － － －
灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
64 －

723 谷遺跡 灰釉陶器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、灰釉
64 －

724 谷遺跡 土製品 土錘 － － － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1
長さ3.7㎝、幅1.5㎝、孔径0.3㎝ 64 －

736 種村古墳 須恵器 杯H身 口縁部 (10.8) － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
66 －

737 種村古墳 須恵器 杯G身 底部 － (9.0) －
灰色 

N5/

灰色 

N4/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
66 －

738 種村古墳 須恵器 高杯 頸部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N6/

灰色 

N4/

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
縦方向の透かし有

66 －

739 種村古墳 須恵器 壺 胴部 － － －
灰色 

5Y6/1

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、降灰 

内面：回転ナデ
66 －

740 種村古墳 土師器 高杯
口縁～

坏部
(19.0) － －

黄橙色 

7.5YR7/8

黄橙色 

7.5YR7/8

黄橙色 

7.5YR8/8

外面：ナデ 
内面：ヨコナデ→ヘラミガキ 
有段杯、脚部組み合わせ、口縁外反、内外面磨滅多、
寄贈資料

66 12

741 種村古墳 土師器 高杯 杯部 － － －
明褐色 

7.5YR5/8

橙色 

7.5YR6/8

明褐色 

7.5YR5/8

外面：ミガキ 

内面：ミガキ
66 －

742 種村古墳 土師器 高杯 杯部 － － －
橙色 

7.5YR6/8

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ヘラミガキ 

内面：ヘラミガキ
66 －

743 種村古墳 土師器 高杯 口縁部 (15.0) － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：横ナデ 

内面：横ナデ
66 －

744 種村古墳 土師器 高杯 底～脚部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

外面：ケズリ、ナデ 

内面：調整不明
66 12

745 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：ミガキ 

内面：ナデ
66 －

746 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

外面：縦位ナデ、中央に斜位に連続した沈線、ユビ
オサエ痕あり 
内面：縦位ナデ、ヘラ状工具痕あり、基部ヨコナデ 
寄贈資料

66 12

747 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

5YR6/8

橙色 

7.5YR6/6

外面：ミガキ(縦後横) 

内面：ナデ
66 －

748 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：ミガキ 

内面：ナデ
66 －

749 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － (10.0) －
黄橙色 

10YR8/6

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

外面：ヘラミガキ 

内面：ナデ
66 12

750 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ミガキ 

内面：ヘラケズリ、ヘラナデ
66 12

751 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ミガキ 

内面：ナデ
66 －

752 種村古墳 土師器 高杯 脚部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

外面：摩滅 

内面：摩滅
66 －

753 種村古墳 土師器 甕 口縁部 (12.0) － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：ナデ 

内面：ナデ
66 －

754 種村古墳 土師器 甕 口縁部 － － －
橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：ナデ 

内面：ナデ 

焼成不良

66 －

755 種村古墳 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ハケ目 

内面：ハケ目
66 －

757 戸市遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR7/8

にぶい黄褐色 

10YR5/4

暗褐色 

10YR3/3

外面：半截竹管状工具により施文 

内面：ケズリ
67 －

758 戸市遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：半截竹管状工具による沈線 

内面：ナデ
67 －

774 戸市長者跡
瀬戸美濃

ヵ

天目茶碗

ヵ
体部 － － －

(鉄釉) 

黒褐色 

2.5Y3/1

にぶい黄色 

2.5Y6/3

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ 
鉄釉

68 －

775 戸市長者跡 陶器 すり鉢 体部 － － －
暗赤褐色 

5YR3/4

暗赤褐色 

5YR3/4

暗赤褐色 

5YR3/4

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ、すり目 
錆釉

68 －

776 戸市長者跡 染付 皿 底部 － 3.6 －
灰白色 

10Y7/1

灰白色 

10Y7/1

灰白色 

10Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
内外面：施釉、染付、肥前ヵ

68 －

781
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯H蓋

口縁～

体部
(11.2) － －

灰黄色 

2.5Y6/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

782
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯H身 口縁部 (11.0) － －

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －

783
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯H身 口縁部 － － －

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －

784
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯H身 底部 － － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

7.5Y4/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －

785
中野大洞平

遺跡
須恵器 蓋 天井部 － － －

灰色 

N5/

灰色 

N6/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －

786
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯G蓋

口縁～天

井部
(15.0) － －

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
71 －

787
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯B 底部 － (8.8) －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
71 －

788
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯B 底部 － － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
71 －

789
中野大洞平

遺跡
須恵器 杯

口縁～体

部
(14.0) － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
71 －

790
中野大洞平

遺跡
須恵器 椀A 底部 － － －

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、底部にハケ目 

内面：回転ナデ
71 －

791
中野大洞平

遺跡
須恵器 椀A 体～底部 － (6.0) －

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
71 －

792
中野大洞平

遺跡
須恵器 椀A 体～底部 － (6.0) －

黄灰色 

2.5Y6/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
71 －

793
中野大洞平

遺跡
須恵器 椀B 底部 － － －

褐灰色 

5YR4/1

にぶい赤褐色 

5YR4/3

褐灰色 

5YR4/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ 

内面：降灰　外面：鉄釉

71 －

794
中野大洞平

遺跡
須恵器 椀B 底部 － － －

褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR6/1

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
71 －

795
中野大洞平

遺跡
須恵器 壺瓶類 底部 － (9.0) －

灰色 

N4/

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

外面：回転ナデ、貼付高台、自然釉 

内面：回転ナデ
71 －

796
中野大洞平

遺跡
須恵器 鉢 体～底部 － (10.2) －

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、横ハケ、使用痕
71 －

797
中野大洞平

遺跡
須恵器 鉢ヵ 底部 － (9.0) －

灰白色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ、自然釉
71 －

798
中野大洞平

遺跡
須恵器 提瓶ヵ 胴部 － － －

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y4/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：カキ目 

内面：回転ナデ
71 －

799
中野大洞平

遺跡
須恵器 甕 胴部 － － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：タタキ 

内面：当具痕
71 －

802
中野トンビヶ洞

遺跡
縄文土器 深鉢

口縁～胴

部
(18.5) － －

黒褐色 

10YR3/2

橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：沈線で渦巻文、隆帯にキザミ 
平口縁で口縁部くの字状に屈曲して外反、寄贈資
料

72 －

803
中野トンビヶ洞

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

灰黄褐色 

10YR4/2

黒褐色 

10YR3/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：隆帯・沈線による施文、隆帯・沈線に半截竹管
による爪形文 
寄贈資料

72 －

804
中野トンビヶ洞

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：隆帯による区画文、区画内に縦位の沈線 

平口縁、肥厚、外反、寄贈資料
72 －

805
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯H蓋 完形 6.5 5.5 3.1 

オリーブ黄色 

5Y6/3

暗褐色 

10YR3/3
－

外面：回転ナデ、天井部ヘラケズリ→ヘラ調整、天
井部に窯印（十字）あり 
内面：回転ナデ 
天井部は平坦で丸みをもって口縁部に至る、口縁
端部は丸く収める、寄贈資料

72 12

806
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯H身

口縁～体

部
(12.6) － －

灰色 

N5/

灰色 

N4/

灰色 

N5/

受部立ち上がりは長く内傾し先端は丸く収める、
受部先端も丸く収め、工具による欠損がみられる、
内外面ロクロナデ調整、寄贈資料

72 －

807
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯H身

口縁～底

部
(9.0) (4.8) 2.8 

灰色 

N5/

灰色 

N4/

暗オリーブ灰

色 

5GY4/1

器体は全体に浅く扁平、立ち上がりは低く内傾し
端部は尖る、受部は水平で先端は丸く収める、底部
ヘラケズリ→ヘラ調整、内外面ロクロ調整、寄贈資
料

72 －

808
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯H身

口縁～底

部
9.2 5.4 3.4 

灰色 

5Y6/1

黒褐色 

2.5Y3/2

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：回転ナデ、底部回転ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、焼膨れあり 
立ち上がりはやや長く内傾し端部は丸く収める、
受部は水平で先端は丸く収める、カエリあり、寄贈
資料

72 12

809
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯H身 完形 8.9 5.5 3.3 

灰白色 

5Y7/2

黒褐色 

10YR3/2
－

外面：回転ナデ、底部回転ヘラ切り→ヘラ調整 
内面：回転ナデ 
受部立ち上がりは内傾し端部は丸く収める、受部
先端は丸く収める、カエリあり、寄贈資料

72 12

810
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 杯G蓋 ほぼ完形 13.2 － 3.4 

灰オリーブ色 

5Y5/2

灰オリーブ色  

5Y4/2

オリーブ黄色 

5Y6/3

天井部は中央が盛り上がるボタン状のつまみを付
け、笠型で口縁部で内側に折れる、端部は丸く収め
る、回転ヘラケズリ→つまみ貼付→内外面ロクロ
調整、カエリあり、天井部とつまみ部の中心はズレ
る、寄贈資料

72 12

811
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 椀B 体～底部 － (7.2) －

灰色 

5Y5/1

灰オリーブ色 

5Y5/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

高台内面はほぼ直線的で外面が内湾する、底部回
転糸切り→周囲ヘラケズリ→高台貼付→回転ナ
デ、体部内外面回転ナデ、寄贈資料

72 －

812
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 椀B 体～底部 － (8.5) －

褐灰色 

10YR5/1

灰黄褐色 

10YR4/2

灰褐色 

7.5YR5/2

底部は平坦で内外面とも内湾する高台をもつ、底
部回転糸り→外周をヘラケズリ→ナデ調整、内外
面回転ナデ、寄贈資料

72 －

813
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 高杯 杯～脚部 － 7.5 －

灰色 

10Y6/1

灰黄色 

2.5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

杯部は丸みをもって立ち上がる、脚部は低く外方
に広がり、端部で強く折れる、内外面ロクロ調整、
寄贈資料

72 12

814
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 短頸壺

頸部～底

部
－ 7.6 －

オリーブ灰色 

2.5GY5/1

暗オリーブ灰

色 

2.5GY4/1

灰色 

N5/

底部はやや安定を欠き、丸みをもって立ち上がる、
肩部に最大径をもち口縁は外反する、底部ヘラ切
り、内外面回転ナデ、外面に一部自然釉あり、粘土
付着、寄贈資料

72 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

815
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 短頸壺

口縁～

底部
(10.0) (4.8) (11.0)

灰白色 

5Y7/1

灰色 

5Y6/1

灰白色 

5Y7/2

口頸部はやや外傾し立ち上がり、胴肩部は丸みを
帯びる、底部ヘラ切り→ヘラケズリ、内外面回転ナ
デ、寄贈資料

72 －

816
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 瓶 胴～底部 － 2.4 －

灰色 

N6/

暗オリーブ灰

色 

2.5Y4/1

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：ロクロ整形、平行叩き 
内面：ロクロ整形、底部にユビオサエ痕 
底部球形に近い丸みをもつ、寄贈資料

72 －

817
中野トンビヶ洞

遺跡
須恵器 横瓶

口縁～

底部
11.5 － (21.6)

灰色 

N6/

灰色 

N4/

オリーブ灰色 

2.5GY6/1

外面：頸部回転ナデ、胴部平行叩き 
内面：頸部回転ナデ、胴部同心円状当て具痕 
寄贈資料

72 12

818
中野トンビヶ洞

遺跡
灰釉陶器 皿 体～底部 － (7.4) －

灰白色 

5Y7/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y8/2

内側が直線的で外面に稜を有し、小さな高台をも
つ、底部ナデ調整→高台貼付後周辺ナデ、内外面ナ
デ調整、内面に施釉、寄贈資料

72 －

819
中野トンビヶ洞

遺跡
近世陶器 すり鉢 口縁部 － － －

褐灰色 

7.5YR4/1

灰褐色 

7.5YR4/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：ロクロ調整 
内面：ロクロ調整、9条を1単位とするすり目を施す 
口縁部やや内湾気味に立ち上がる、口縁外面に反
りあり、寄贈資料

72 －

820
中野トンビヶ洞

遺跡
土製品 土鈴 － － － －

灰白色 

5Y7/2

灰白色 

5Y8/2

灰白色 

5Y8/2

手びねりで成形、外殻を成形後、上部を押しつまみ
棒状工具にて環を作る、環周辺に指頭圧痕あり、鈴
口部欠損、寄贈資料

72 －

821
中野トンビヶ洞

遺跡
土製品 垂飾 － － － － －

灰白色 

5Y7/1
－

縦長の楕円、上下に有孔、断面も楕円状の土製垂飾
り、表面に縦沈線による施文後に棒刺突文、裏面は
ナデ、施文なし、寄贈資料

72 12

841 中野山越遺跡 須恵器 𤭯 体部 － － －
灰色 

N6/

灰色 

N6/

黄灰色 

2.5Y5/1

ロクロナデ 
外面：2条凹線、連続木口痕 
寄贈資料

75 13

842 中野山越遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
75 －

843 中野山越遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

844 中野山越遺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～

天井部
(12.7) － (2.7)

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

845 中野山越遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

846 中野山越遺跡 須恵器 杯H身 口縁部 － － －
灰色 

N6/

灰色 

N6/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

847 中野山越遺跡 須恵器 杯G蓋 口縁部 (9.7) － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
75 －

848 中野山越遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (9.4) －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ヘラ切り、回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

849 中野山越遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (7.0) －
暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 

内面：回転ナデ
75 －

850 中野山越遺跡 須恵器 杯G身 体～底部 － (7.0) －
灰色 

N5/

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ、底部にヘラ
書き 
内面：回転ナデ

75 －

851 中野山越遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰褐色 

7.5YR5/2

ロクロナデ 
外面：天井部ケズリ 
寄贈資料

75 13

852 中野山越遺跡 須恵器 蓋 天井部 －
つまみ
径 

(3.6)
－

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y4/1

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
75 －

853 中野山越遺跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
(14.6) － －

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

854 中野山越遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (15.0) － －
灰色 

5Y6/1

灰色 

7.5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

855 中野山越遺跡 須恵器 蓋
口縁～

天井部
－ － －

灰黄色 

2.5Y6/2

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
75 －

856 中野山越遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰色 

7.5Y4/1

にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰色 

7.5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

857 中野山越遺跡 須恵器 蓋ヵ 体部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

7.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

858 中野山越遺跡 須恵器 杯A 体～底部 － (9.0) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
75 －

859 中野山越遺跡 須恵器 杯B
口縁～

体部
(11.8) － －

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

860 中野山越遺跡 須恵器 杯B
口縁～

底部
(12.2) 8.8 3.1 

灰色 

N5/

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y5/1

ロクロナデ 
底部：底部ケズリ 
寄贈資料

75 13

861 中野山越遺跡 須恵器 杯B 底部 － (10.0) －
灰白色 

5Y7/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

862 中野山越遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.8) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

863 中野山越遺跡 須恵器 杯B
口縁～

体部
(12.4) － －

黒褐色 

7.5YR3/1

黒色 

7.5YR2/1

黒褐色 

7.5YR3/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
864・865接合

75 －

864 中野山越遺跡 須恵器 杯B
口縁～

体部
(12.6) － －

黄灰色 

2.5Y4/1

黒褐色 

2.5Y3/1

黒褐色 

2.5Y3/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
864・865接合

75 －

865 中野山越遺跡 須恵器 杯
口縁～

体部
(12.0) (8.0) (2.4)

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

866 中野山越遺跡 須恵器 椀A
口縁～

底部
(12.2) 8.8 3.1 

灰色 

N5/

灰色 

N5/

褐灰色 

7.5YR5/1

ロクロナデ(右) 
外面：底部糸切り 
寄贈資料

75 13

867 中野山越遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － 5.0 －
灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り、底部にヘラ書き 

内面：回転ナデ
75 －

第 23 表　土器・土製品観察表（18）

 　181 



遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

868 中野山越遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － 5.4 －
黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

10Y4/1

灰色 

10Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り、底部にヘラ書き 

内面：回転ナデ
75 －

869 中野山越遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (7.0) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、糸切り 
内面：回転ナデ 
自然釉

75 －

870 中野山越遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － 5.4 －
黄灰色 

2.5Y4/2

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
75 －

871 中野山越遺跡 須恵器 椀A 底部 － (5.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

N4/

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：調整不明、自然釉
75 －

872 中野山越遺跡 須恵器 椀A 底部 － (5.2) －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
75 －

873 中野山越遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y4/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
75 －

874 中野山越遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (10.0) －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

875 中野山越遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (10.4) －
褐灰色 

10YR4/1

褐灰色 

10YR4/1

褐灰色 

10YR4/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

876 中野山越遺跡 須恵器 椀B 底部 － (7.8) －
褐灰色 

10YR4/1

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：回転ナデ、ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

877 中野山越遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (9.0) －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

878 中野山越遺跡 須恵器 椀B 体～底部 － (10.0) －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
降灰自然釉

75 －

879 中野山越遺跡 須恵器 椀B 底部 － 9.0 －
にぶい赤褐色 

5YR5/3

褐灰色 

5YR4/1

にぶい赤褐色 

5YR5/3

外面：回転ナデ、糸切り、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

880 中野山越遺跡 須恵器 椀
口縁～体

部
(15.0) － －

褐灰色 

5YR4/1

褐灰色 

5YR4/1

褐灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
75 －

881 中野山越遺跡 須恵器 椀
口縁～体

部
(14.0) － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

882 中野山越遺跡 須恵器 短頸壺 口縁部 (9.8) － －
灰褐色 

7.5YR4/2

灰褐色 

7.5YR4/2

褐灰色 

10YR4/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ

75 －

883 中野山越遺跡 須恵器 短頸壺
口縁～底

部
4.4 4.4 10.6 －

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ→下部ヘラケズリ、底部回転ヘラケ
ズリ→板状工具により一方向へのナデ調整、口唇
～肩部に自然釉 
内面：回転ナデ、中央部自然釉、寄贈資料

75 13

884 中野山越遺跡 須恵器 壺 口縁部 (11.8) － －
灰褐色 

7.5YR6/2

褐灰色 

7.5YR5/1

にぶい褐色 

7.5YR6/3

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、自然釉
75 －

885 中野山越遺跡 須恵器 壺
口縁～体

部
(10.0) － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

886 中野山越遺跡 須恵器 壺瓶類 口縁部 (9.8) － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

887 中野山越遺跡 須恵器 壺瓶類 体～底部 － (10.0) －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
75 －

888 中野山越遺跡 須恵器 小型壺 頸～体部 － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

889 中野山越遺跡 須恵器 甕 口縁部 － － －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

ｵﾘｰﾌﾞ黒色 

5Y3/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
75 －

890 中野山越遺跡 須恵器 平瓶 頸～底部 － 6.0 －
灰色 

N4/

灰色 

5Y6/1

にぶい赤褐色 

2.5Y5/3

外面：体部回転ナデ→頸部取り付け、底部及び周辺
回転ヘラケズリ、自然釉あり 
体部上面にボタン状突起貼り付け、寄贈資料

76 13

891 中野山越遺跡 須恵器 甕 口縁部 (44.0) － －
灰色 

N5/

灰色 

N7/

灰色 

N6/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
76 －

892 中野山越遺跡 須恵器 甕 口縁部 (40.0) － －
灰白色 

N8/

灰白色 

N7/

灰白色 

N7/

外面：回転ナデ、口唇部に沈線 

内面：回転ナデ
76 －

893 中野山越遺跡 須恵器 甕 口縁部 (24.0) － －
灰黄色 

2.5Y7/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ 

外面：自然釉

76 －

894 中野山越遺跡 須恵器 甕 口～肩部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
76 －

895 中野山越遺跡 須恵器 甕 頸～肩部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰色 

N5/

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：回転ナデ、タタキ 

内面：回転ナデ、当具痕
76 －

896 中野山越遺跡 須恵器 甕 頸部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰色 

5Y6/1

外面：タタキ、回転ナデ 

内面：回転ナデ、当具痕
76 －

897 中野山越遺跡 須恵器 円面硯
硯面～脚

部
(14.0) － －

明黄褐色 

10YR7/6

灰黄褐色 

10YR6/8

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ、沈線 

内面：回転ナデ
76 13

898 中野山越遺跡 灰釉陶器 椀or皿 体部 － － －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、底部ヘラ書き 

内面：回転ナデ 

灰釉

76 －

899 中野山越遺跡 灰釉陶器 壺瓶類 体～底部 － (10.0) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ後回転ナデ、糸切り、灰釉 

内面：回転ナデ
76 －

931 西ヶ洞廃寺跡 灰釉陶器 椀 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

浅黄色 

2.5Y7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：ナデ 
内面：ナデ 
内外面施釉、ゆるく立ち上がり口唇部で外反
寄贈資料

79 －

932 西ヶ洞廃寺跡 灰釉陶器 椀 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ 
内面：ナデ 
無釉、ゆるやかに立ち上がり、口唇部やや外反
寄贈資料

79 －

933 西之御堂遺跡 須恵器 杯H蓋 口縁部 (12.0) － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、凹線 

内面：回転ナデ
80 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

934 西之御堂遺跡 須恵器 杯G蓋 口縁部 － － －
灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

N5/

外面：回転ナデ、降灰 
内面：回転ナデ 
返り有

80 －

935 西之御堂遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (15.0) － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

936 西之御堂遺跡 須恵器 杯A 底部 － － －
灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
80 －

937 西之御堂遺跡 須恵器 杯B 底部 － (6.0) －
暗灰黄色 

2.5YR5/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：回転ナデ、ヘラケズリ、貼付高台 

内面：自然釉
80 －

938 西之御堂遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

939 西之御堂遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

940 西之御堂遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y4/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

941 西之御堂遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.0) －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、糸切り 

内面：回転ナデ
80 －

942 西之御堂遺跡 須恵器 椀B 底部 － (9.2) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

943 西之御堂遺跡 須恵器 椀B 底部 － (8.8) －
灰色 

N5/

灰色 

N4/

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、重ね焼痕、降
灰、貼付高台 
内面：回転ナデ

80 －

944 西之御堂遺跡 須恵器 高杯ヵ 口縁部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

945 西之御堂遺跡 須恵器 高杯 脚部 － (10.6) －
灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
80 －

946 西之御堂遺跡 須恵器 壺甕類
口縁～

頸部
－ － －

暗灰黄色 

2.5Y5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
自然釉

80 －

947 西之御堂遺跡 須恵器 壺甕類 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
80 －

948 西之御堂遺跡 灰釉陶器 皿 口縁部 － － －
灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
無釉

80 －

949 西之御堂遺跡 灰釉陶器 椀 底部 － (5.6) －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ、使用痕、釉残存
80 －

951 沼町川原遺跡 須恵器 杯H蓋 天井部 － － －
灰色 

5Y6/1

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
81 －

952 沼町川原遺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～

天井部
－ － －

にぶい黄色 

2.5Y6/3

にぶい黄色 

2.5Y6/3

灰白色 

5Y8/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
81 －

953 沼町川原遺跡 須恵器 杯H身 底部 － (6.0) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
81 －

954 沼町川原遺跡 須恵器 蓋
口縁～

体部
－ － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
81 －

955 沼町川原遺跡 須恵器 杯B 底部 － (8.0) －
灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
81 －

956 沼町川原遺跡 須恵器 杯B 底部 － (6.7) －
灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
81 －

957 沼町川原遺跡 須恵器 椀
口縁～

体部
－ － －

灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
81 －

958 沼町竹原遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ヘラケズリ、沈線 

内面：回転ナデ
82 －

959 沼町竹原遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/3

にぶい黄褐色 

10YR4/3

にぶい黄褐色 

10YR4/3

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
82 －

960 沼町竹原遺跡 須恵器 蓋 口縁部 (15.4) － －
黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y4/1

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
82 －

961 沼町竹原遺跡 須恵器 蓋 口縁部 － (14.8) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

褐灰色 

10YR5/1

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：ナデ、自然釉 

内面：ナデ
82 －

962 沼町竹原遺跡 須恵器 蓋 天井部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
82 －

963 沼町竹原遺跡 須恵器 杯B 底部 － (7.0) －
灰黄色 

2.5Y6/2

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
82 －

964 沼町竹原遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

N5/

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
82 －

965 沼町竹原遺跡 須恵器 杯 口縁部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

黄灰色 

2.5Y5/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
82 －

966 沼町竹原遺跡 灰釉陶器 皿
口縁～

体部
－ － －

黄灰色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
内面と口縁部に灰釉

82 －

967 沼町竹原遺跡 灰釉陶器 皿 底部 － － －
灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

灰白色 

5Y7/1

外面：回転ナデ、貼付高台 

内面：回転ナデ
82 －

968 沼町竹原遺跡 灰釉陶器 椀 底部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、貼付高台 

内面：回転ナデ
82 －

969 沼町日明遺跡 須恵器 杯G蓋
口縁～

天井部
(10.6) － －

灰白色 

5Y8/2

にぶい黄橙色 

10YR8/2

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：ミガキ 
内面：ナデ 
口縁にカエリあり、寄贈資料

83 －

970 野口辻垣内遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：波状沈線、縦位の沈線、半截竹管文、縄文 
内面：ナデ 
寄贈資料。

84 －

971 野口辻垣内遺跡 須恵器 杯B 底部 － － －
灰白色 

5Y8/1

灰白色 

5Y8/1

灰白色 

5Y8/1

外面：回転ナデ、貼付高台 
内面：回転ナデ 
寄贈資料。

84 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

975 信包上野遺跡ヵ
有孔鍔付

土器
壺

口縁～

胴部
8.8 7.2 (13.1)

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

5YR7/6

灰白色 

10ＹＲ7/1

外面：ナデ、浮文、底部に輪積痕、赤彩付着 
内面：ナデ、ヘラナデ、赤彩付着 
頸部に穿孔(11箇所)

85 14

977 信包上野添遺跡 須恵器 杯B 底部 － (9.0) －
灰白色 

N7/

灰白色 

N7/

灰白色 

N7/

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ、使用痕
86 －

978 信包上野添遺跡 須恵器 壺瓶類 体～底部 － (8.6) －
灰白色 

N7/

灰白色 

N6/

灰白色 

N6/

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
86 －

979 信包上野添遺跡 須恵器 壺瓶類 肩部 － － －
灰色 

N5/

オリーブ灰色 

10Y4/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
外面：自然釉

86 －

984 信包千島遺跡 珠洲焼 すり鉢 体部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ、すり目
88 －

985
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯H蓋 天井部 － － －

褐灰色 

7.5YR5/1

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
89 －

986
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯H蓋

口縁～

天井部
(12.0) － －

灰白色 

5Y7/2

灰ｵﾘｰﾌﾞ色 

5Y6/2

灰白色 

5Y7/2

外面：回転ヘラケズリ、回転ナデ 

内面：回転ナデ
89 －

987
信包中原田

古窯跡
須恵器 蓋 天井部 － － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ 

内面：回転ナデ
89 －

988
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯G身 体～底部 － (4.0) －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
89 －

989
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯G身 体～底部 － (8.0) －

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
89 －

990
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯A

口縁～

底部
(12.0) (7.0) (2.7)

褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR6/1

褐灰色 

10YR6/1

外面：回転ナデ、ヘラケズリ 
内面：回転ナデ、降灰 
重ね焼時の付着物有

89 －

991
信包中原田

古窯跡
須恵器 杯

口縁～

体部
(16.6) － －

灰色 

5Y6/1

灰色 

5Y6/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
89 －

992
信包中原田

古窯跡
須恵器 鉢ヵ 口縁部 － － －

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

灰色 

10Y5/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
89 －

993
信包中原田

古窯跡
須恵器 甕

口縁～

頸部
(35.4) － －

黄褐色 

2.5Y5/3

暗灰黄色 

2.5Y5/2

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：回転ナデ、刺突文、沈線 
内面：回転ナデ 
内面と口縁自然釉

89 －

1001 古町廃寺跡 須恵器 杯H蓋
口縁～ 

天井部
－ － －

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、肩部に沈線 
内面：回転ナデ 
短頸壺蓋ヵ、古町廃寺付近（字古町）

92 －

1002 古町廃寺跡 須恵器 杯G身 底部 － (9.0) －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り 
内面：回転ナデ
古町廃寺付近（字古町）

92 －

1006 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：凸円文、縦位列状刺突文、櫛目条線、口縁
キザミ 
内面：ナデ
諸磯

93 －

1007 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：刺突列点文、櫛目、縄文 
内面：ナデ、縄文
鷹島

93 －

1008 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐灰色 

10YR4/1

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：横位の半隆起線の下にヘラ状工具による
格子状沈線 
内面：ナデ
中期前葉

93 －

1009 東雲遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
(30.5) － －

にぶい褐色 

7.5YR5/4

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR7/6

外面：隆帯、縦位沈線、山形の縦位条線文、煤付
着 
内面：ナデ
中期・竹管

93 14

1010 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒色 

10YR2/1

灰黄褐色 

10YR4/2

橙色 

7.5YR6/6

外面：ナデ、縦位沈線、隆帯 
内面：ナデ、ヘラミガキ 
全体煤付着、中期・竹管

93 －

1011 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (27.0) － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：半截竹管状工具による半隆起線と沈線で
施文、基隆帯に爪形文 
内面：ナデ、ユビオサエ 
補修孔有、中期・古串田新

93 －

1012 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：口縁下の横位隆帯にヘラ条工具によるキ
ザミ 
内面：ナデ
中期・古串田新

93 －

1013 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR7/1

外面：ナデ、口縁に櫛状工具による刺突文、横位
沈線 
内面：ナデ
中期・古串田新

93 －

1014 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

黒褐色 

10YR3/2

褐色 

7.5YR4/3

外面：ナデ、隆帯による区画文、縄文 
内面：ナデ
中期・古串田新

93 －

1015 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：縦位沈潜で仕切り刺突を隔列で施文 
内面：ナデ、煤付着
竹管破片

93 －

1016 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：沈線(縦位･横位)、半截竹管状工具による
半隆起線、縄文 
内面：ナデ
竹管破片

93 －

1017 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 把手 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/3

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：ナデ、隆帯、半截竹管文 
内面：ナデ、隆帯、半截竹管文
中期信州

93 －

1018 東雲遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

頸部
(37.0) － －

黄褐色 

10YR5/6

黄褐色 

10YR5/6

黄褐色 

10YR5/6

外面：口縁下にキザミ、メガネ状突起から縦位
のねじり突帯、隆帯に沿って半截竹管状工具に
よるキザミ 
内面：ナデ
中期・粘土紐

93 15

1019 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：縦位隆帯、縄文 
内面：ナデ
中期串田新

94 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1020 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黒褐色 

10YR3/2

黒褐色 

10YR2/2

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：波状隆帯、ナデ後沈線による綾杉状文 
内面：横ナデ

93 －

1021 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ナデ、縦位隆帯、口縁下に縦位沈線、口縁肥厚 
内面：ナデ

93 －

1022 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：ナデ、縄文 
内面：ナデ 
平口縁肥厚

93 －

1023 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR6/2

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：縄目 

内面：ナデ
93 －

1024 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰白色 

10YR7/1

橙色 

7.5YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縄文、スス付着 

内面：ナデ 

縄文

94 －

1025 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐色 

10YR4/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：ナデ 

内面：ナデ 

無文

94 －

1026 東雲遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：ナデ、隆帯 
内面：ナデ、隆帯 
微隆起か

93 －

1027 東雲遺跡 須恵器 椀A 底部 － (4.6) －
浅黄橙色 

7.5YR8/4

浅黄橙色 

7.5YR8/3

浅黄橙色 

7.5YR8/4

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
底部：回転糸切り

94 －

1028 東雲遺跡 須恵器 椀B 底部 － 7.7 －
褐灰色 

7.5YR6/1

褐灰色 

7.5YR6/1

褐灰色 

7.5YR6/1

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
底部：回転糸切り、貼付高台

94 －

1029 東雲遺跡 土師器 鉢
口縁～

底部
12.0 － 5.2

明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

外面：横ナデ、ナデ、ユビオサエ 

内面：横ナデ、ナデ
94 －

1030 東雲遺跡 土師器 高杯
口縁～

脚部
16.2 － －

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ユビオサエ、ナデ 

内面：ナデ、脚部指頭圧痕・ハケ調整 

杯底部からゆるやかに外反しながら立ち上がり、口唇

部でさらに外反する、脚部は円盤状に開く、寄贈資料

94 14

1031 東雲遺跡 土師器 高杯 杯部 14.8 － －
橙色 

7.5YR6/6

明赤褐色 

5YR5/6

橙色 

5YR6/6

外面：ナデ、一部ハケ調整 

内面：ナデ、一部ハケ調整 

杯部下位に稜を持つ、杯底部よりゆるやかに内湾して

立ち上がる、寄贈資料

94 14

1032 東雲遺跡 土師器 高杯
口縁～

肩部
(18.1) － －

浅黄橙色 

10YR8/6

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：摩滅の為不明瞭 

内面：摩滅の為不明瞭
94 －

1033 東雲遺跡 土師器 高杯 杯～底部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

外面：ナデ、黒斑 

内面：ナデ
94 －

1034 東雲遺跡 土師器 高杯 口縁部 (17.4) － －
橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

橙色 

7.5YR7/6

外面：ナデ 

内面：ナデ
94 －

1035 東雲遺跡 土師器 高杯 杯部 16.4 － －
浅黄橙色 

10YR8/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰白色 

10YR8/2

外面：ユビナデ、ミガキ、指頭圧痕 

内面：ナデ 

杯部はゆるやかな丸みを持って立ち上がり、口縁端は

丸く収める、寄贈資料

94 14

1036 東雲遺跡 土師器 高杯 口縁部 (13.8) － －
明黄褐色 

10YR7/6

明黄褐色 

10YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：ヘラナデ 

内面：ヘラミガキヵ(不明瞭)
94 －

1037 東雲遺跡 土師器 高杯 脚部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/4

橙色 

10YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：ナデ、ハケ目 
内面：ヘラナデ、シボリ 
全体に摩滅

94 －

1038 東雲遺跡 土師器 高杯 脚部 － 10.5 －
橙色 

7.5YR6/8

にぶい橙色 

7.5YR6/4

浅黄橙色 

7.5YR8/4

外面：ユビナデ、ヘラミガキ 

内面：ナデ、ハケメ、指オサエ 

ゆるやかな円錐状に開き、脚端部は丸くおさめる

寄贈資料

94 15

1039 東雲遺跡 土師器
小型 

丸底壺
体部 － － －

橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

浅黄橙色 

7.5YR8/6

外面：ヘラミガキ 

内面：ヘラミガキ
94 －

1040 東雲遺跡 土師器 壺
口縁～

胴部
(11.0) － －

にぶい赤褐色 

5YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：ナデ、ハケ目 

内面：ナデ
94 15

1041 東雲遺跡 土師器 壺
口縁～

胴部
(10.0) － －

浅黄色 

2.5Y7/4

橙色 

5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：横ナデ、ナデ、ハケ目 

内面：横ナデ、ナデ
94 15

1042 東雲遺跡 土師器 鉢 口縁部 － － －
明褐灰色 

7.5Y7/2

灰黄褐色 

10YR6/2

灰白色 

7.5YR8/2

外面：ヘラケズリ、ヘラナデ、ユビオサエ 

内面：ヘラケズリ
94 －

1043 東雲遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(16.6) － －

褐灰色 

10YR6/1

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：ハケ目、煤付着 
内面：ナデ、ハケ目 
口縁部摩滅

95 15

1044 東雲遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(10.0) － －

黄橙色 

10YR8/6

浅黄橙色 

7.5YR8/6

黄橙色 

10YR8/6

外面：横ナデ、摩滅 

内面：摩滅
95 －

1045 東雲遺跡 土師器 甕 口縁部 (16.0) － －
にぶい橙色 

5YR6/4

橙色 

5YR6/6

にぶい橙色 

5YR6/4

外面：横ナデ、ナデ、煤付着 

内面：横ナデ、ナデ
95 －

1046 東雲遺跡 土師器 甕
口縁～

胴部
(12.7) － －

浅黄色 

2.5Y7/3

黒褐色 

2.5Y3/1

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：ナデ、縦ハケ 

内面：ナデ
95 －

1047 東雲遺跡 土師器 甕 口縁部 (16.0) － －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：横ナデ、ナデ 

内面：横ナデ、ナデ、ユビオサエ
95 －

1048 東雲遺跡 土師器 甕 口縁部 (16.6) － －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：横ナデ、ユビオサエ 

内面：横ナデ、ナデ
95 －

1049 東雲遺跡 土師器 甕 口縁部 (14.0) － －
黄橙色 

10YR8/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰白色 

10YR7/1

外面：ナデ、煤付着 

内面：ナデ
95 －

1050 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい褐色 

7.5YR6/3

灰白色 

10YR8/2

外面：ナデ、縦ハケ 

内面：ナデ、ハケ目、ユビオサエ
95 －

1051 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：ナデ、煤付着 

内面：ユビオサエ、ナデ
95 －

第 27 表　土器・土製品観察表（22）

 　185 



遺物

番号
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備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
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1052 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
褐灰色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：ハケ目 

内面：ナデ、指押え
95 －

1053 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR7/2

外面：ナデ 

内面：ナデ、指押え
95 －

1054 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：摩滅、煤付着 

内面：ナデ
95 －

1055 東雲遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/4

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：ナデ 

内面：ナデ
95 －

1056 東雲遺跡 瀬戸美濃 平碗 底部 － (4.9) －
オリーブ黄色 

5Y6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰白色 

2.5Y8/1

外面：ロクロ調整 

内面：ロクロ調整、灰釉、削り出し高台
95 －

1057 東雲遺跡 瀬戸美濃 卸皿 底部 － － －
灰黄色 

2.5Y8/1

灰黄色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/1

外面：回転糸切り 
内面：卸目 
底部：回転糸切り

95 －

1058 東雲遺跡 珠洲焼 すり鉢 体部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：ナデ 

内面：回転ナデ、すり目
95 －

1059 東雲遺跡 越中瀬戸 皿 底部 － (10.8) －
褐色 

7.5YR4/4

明黄褐色 

10YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：ロクロ調整 

内面：ロクロ調整
95 －

1060 東雲遺跡 陶器 天目茶碗 底部 － (0.5) －
褐色 

7.5YR4/4

浅黄橙色 

7.5YR8/3

灰白色 

7.5YR8/2

外面：ロクロ調整 

内面：ロクロ調整
95 －

1061 東雲遺跡 土製品 人形 左腕 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：型押し 

内面：ナデ、指押え
95 －

1080 跡津遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
暗灰黄色 

2.5Y5/2

浅黄色 

2.5Y7/3

淡黄色 

2.5Y8/4

外面：無文、タテヨコナデ 
内面：ヨコナデ 
粘土積み上げ痕あり、借用資料

100 －

1081 跡津遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (13.0) －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：無文、底部に網代圧痕 

借用資料
100 －

1082 跡津遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

褐灰色 

10YR4/1

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：無文、ヘラ状工具によるナデ 

借用資料
100 －

1083 跡津遺跡 縄文土器 浅鉢 胴部 － － －
暗褐色 

10YR3/3

橙色 

7.5YR6/6

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：横位に1条の沈線、ヘラミガキ 

内面：ヘラミガキ 

借用資料

100 －

1084 石神遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR6/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：隆帯・爪形文 

内面：ナデ
101 －

1085 石神遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

灰褐色 

7.5YR6/2

外面：隆帯・凹線 

内面：ナデ
101 －

1086 石神遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：縦隆帯･爪形・綾杉文 

内面：板ナデ
101 －

1087 石神遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

灰黄褐色 

10YR6/2
外面：2本の隆起線文・綾杉文による施文 101 －

1088 石神遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰褐色 

7.5YR6/2

外面：隆帯・綾杉文ヵ 

内面：ナデ
101 －

1089 石神遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐色 

5YR6/6

褐色 

5YR6/6

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：凹線7条・縄目 

内面：ナデ
101 －

1090 石神遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい褐色 

7.5Y6/3

外面：ナデ 

内面：ナデ・端部稜
101 －

1091 石神遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐灰色 

7.5YR4/1

にぶい褐色 

7.5Y5/4

にぶい赤褐色 

7.5YR5/3

外面：隆帯・爪形文 

内面：ナデ
101 －

1092 石神遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5Y7/4

にぶい橙色 

7.5Y7/4

灰色 

10YR7/1

外面：隆帯・円形刺突文 

内面：ナデ
101 －

1093 石神遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (8.7) －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい褐色 

7.5YR6/3

外面：網代圧痕 

内面：ナデ
101 －

1096 江馬氏城館跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：半截竹管文、隆帯文 
内面：ミガキ 
口唇部釦状貼付け、寄贈資料

103 －

1097 江馬氏城館跡 瓦器 風炉
口縁～

胴部
(25.0) － －

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y5/1

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：ナデ 
内面ユビナデ、指オサエ 
口縁部は垂直に立ち上がり、肩が大きく張る。口縁
部に階段状の隆帯、寄贈資料

103 －

1109 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

灰褐色 

7.5YR4/2

灰褐色 

7.5YR4/2

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：口縁部隆帯、胴部縄目 

内面：ナデ
106 －

1110 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰褐色 

7.5YR4/2

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：隆帯・爪形文 
内面：ナデ 
1111と同一個体

106 －

1111 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR6/3

外面：隆帯・爪形文 
内面：ナデ 
1110と同一個体

106 －

1112 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：隆帯・爪形文 

内面：ナデ
106 －

1113 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：隆帯・爪形文 

内面：ナデ
106 －

1114 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：縦凹線 

内面：ケズリ
106 －

1115 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 突起 － － －
灰褐色 

7.5YR4/2

灰褐色 

7.5YR4/2

橙色 

7.5YR6/6
隆帯・凹線 106 －

1116 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

にぶい黄褐色 

10YR4/3

黒褐色 

10YR3/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：縄目 

内面：ナデ
106 －

1117 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

黒褐色 

10YR3/1

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：縄目 

内面：ナデ
106 －

1118 上朝浦遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (14.2) －
橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：ナデ、ケズリ 

内面：ナデ
106 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1119
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい橙色 

7.5YR7/4

橙色 

7.5YR6/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：半截竹管状工具による半隆起線文、基隆帯に
ヘラキザミ 
内面：ヘラナデ

107 －

1120
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

浅黄橙色 

7.5YR8/6

浅黄橙色 

10YR8/3

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：半截竹管状工具による半隆起線と沈線で施
文、基隆帯に櫛状工具による刺突文 
内面：ナデ、煤付着

107 －

1121
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

黒色 

10YR1.7/1

橙色 

5YR6/6

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：半截竹管状工具による半隆起線と沈線で施
文、基隆帯に刺突文 
内面：摩滅

107 －

1122
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい橙色 

7.5YR6/4

明赤褐色 

5YR5/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：ナデ、沈線、把手付 

内面：ナデ
107 －

1123
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

明赤褐色 

5YR5/6

外面：隆帯、ナデ、格子文 

内面：ナデ
107 －

1124
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：隆帯による施文、茎隆帯に指頭押圧 

内面：ナデ
107 －

1125
上小萓井ノ下

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：隆帯3条 

内面：ナデ
107 －

1126
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：ナデ、沈線、凹丸文、煤付着 

内面：ナデ
107 －

1127
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：沈線 
内面：ナデ 
全体に摩滅

107 －

1128
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

明赤褐色 

5YR5/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

明赤褐色 

5YR5/6

外面：ナデ、隆帯 

内面：ナデ
107 －

1129
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐色 

7.5YR4/3

外面：縦位条線、隆帯 

内面：ナデ
107 －

1130
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

橙色 

7.5YR7/6

外面：沈線、隆帯による渦巻文 

内面：ナデ、沈線
107 －

1131
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

橙色 

7.5YR6/6

明褐色 

7.5YR5/6

橙色 

7.5YR6/6

外面：縄文、ナデ、沈線、隆帯にキザミ 

内面：ナデ
107 －

1132
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

橙色 

7.5YR6/6

外面：ナデ、沈線、縦位条線 

内面：ナデ
107 －

1133
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄褐色 

10YR5/3

橙色 

5YR6/6

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：隆帯、条線 

内面：ナデ
107 －

1134
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

灰黄褐色 

10YR5/2

灰黄褐色 

10YR5/2

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：ナデ、沈線 
内面：ナデ 
波状口縁ヵ

107 －

1135
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

橙色 

7.5YR7/6

外面：ナデ、微隆起線文にキザミ 

内面：ナデ、煤付着
107 －

1136
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

橙色 

7.5YR6/8

外面：ナデ、隆帯による渦巻文 

内面：－
107 －

1137
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：縦ハケ、工具によるナデ 

内面：横ハケ
107 －

1138
上小萱井ノ下 

遺跡
縄文土器 深鉢 底部 － (10.0) －

にぶい黄褐色 

10YR5/3

橙色 

7.5YR6/6

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：ナデ、底部網代痕(1超1送1潜) 

内面：ナデ、ユビオサエ
107 －

1139
上小萱井ノ下 

遺跡
須恵器 高杯 脚部 － － －

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：回転ナデ、自然釉 

内面：回転ナデ
107 －

1140
上小萱井ノ下 

遺跡
須恵器 壺瓶類 胴部 － － －

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

外面：回転ナデ 

内面：回転ナデ
107 －

1141
上小萱井ノ下 

遺跡
須恵器 甕 胴部 － － －

にぶい黄橙色 

10YR7/4

黄褐色 

2.5Y5/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：タタキ、自然釉 

内面：ナデ
107 －

1142
上小萱井ノ下 

遺跡
土製品 土偶 － － － －

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

橙色 

5YR6/6

外面：ナデ、隆帯、沈線 

内面：ナデ、沈線
107 －

1159 葛谷洞遺跡 珠洲焼 すり鉢 体部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y5/1

ロクロナデ 

内面：すり目
109 －

1160 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

部
－ － －

にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰褐色 

7.5YR4/2

黒褐色 

2.5Y3/2

外面：縄文地に2条のキャタピラー文 
内面：縄文RL 
平口縁、口唇部に連続した爪形文 
借用資料

110 －

1161 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

黒褐色 

10YR3/2

黒褐色 

2.5Y3/2

外面：口縁に沿って縄文、下に半截竹管状工具によ
る横位半隆起線、その下に縦位半隆起線 
平口縁、口唇部に沈線で施文 
借用資料

110 －

1162 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：隆帯と沈線で唐草文 
内面：口縁下に1条の隆帯、煤付着 
借用資料

110 －

1163 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：隆帯による区画文に葉脈文、沈線で施文 

借用資料
110 －

1164 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

橙色 

7.5YR6/6

明褐色 

5YR5/6

外面：縦位3条の半隆起線文横に綾杉文 
内面：煤付着 
借用資料　　

110 －

1165 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

橙色 

5YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：半截竹管工具による縦位の半隆起線と斜位
沈線 
借用資料

110 －

1166 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (12.0) －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

橙色 

5YR6/6

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：縄文RL、縦位2条の隆起線文 
内面：炭化物・煤付着 
借用資料　

110 －

1167 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：口辺部に半截竹管状工具による工字状文、胴
部縄文RL 
平口縁、肥厚、外反 
借用資料

110 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1168 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい褐色 

7.5YR4/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：隆帯と沈線による区画文、隆帯に櫛状工具に
よる刺突文 
借用資料

110 －

1169 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

明黄褐色 

10YR6/6

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：2条の沈線間に櫛状工具による刺突文 
内面：煤付着 
借用資料

110 －

1170 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明褐色 

5YR5/6

にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：無文 
平口縁、外反 
借用資料

110 －

1171 坂巻遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
淡黄色 

2.5Y8/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：縄文RL 
借用資料

110 －

1172 坂巻遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：ハケメ 
内面：ハケメ 
借用資料

110 －

1174 佐古遺跡 須恵器 椀A 底部 － (6.7) －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

暗灰黄色 

2.5Y5/2

ロクロナデ 

外面：底部糸切り
111 －

1175 佐古遺跡 珠洲焼 甕 胴部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

褐灰色 

10YR5/1

外面：平行タタキ 

内面：当具→ナデ
111 －

1176 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：隆帯・爪形文 

内面：ナデ
112 －

1177 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：縄文、隆帯、沈線 

内面：ナデ
112 －

1178 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

7.5Y7/4

灰褐色 

7.5Y4/2

灰褐色 

7.5YR4/2

外面：隆帯 

内面：ナデ
112 －

1179 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：ナデ・櫛条痕5～7条 

内面：ナデ
112 －

1180 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：ナデ、縦位沈線、半隆起線文 

内面：ナデ
112 －

1181 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (8.0) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：縄文、底部に網代圧痕 

内面：ナデ
112 －

1182 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (11.0) －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：底部に網代圧痕 
内面：ナデ 
全体に摩滅

112 －

1183 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (8.0) －
橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：ナデ、底部に網代圧痕 

内面：ナデ
112 －

1184 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：ナデ、底部に網代圧痕 

内面：ナデ
112 －

1185 塩野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (15.6) －
灰褐色 

7.5YR5/2

にぶい橙色 

7.5Y7/4

灰褐色 

7.5YR5/2
ナデ、摩耗 112 －

1186 塩野遺跡 須恵器 甕 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰黄褐色 

10YR6/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：タタキ 

内面：当て具痕
112 －

1189 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：隆帯、凹線 

内面：ナデ
113 －

1190 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR4/3

にぶい黄褐色 

10YR4/3

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：凹線2条・環状刺突文・赤彩ヵ 

内面：ナデ
113 －

1191 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

褐色 

7.5YR4/3

にぶい赤褐色 

5YR4/3

外面：隆帯・凹線 

内面：ナデ・稜
113 －

1192 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/4

明黄褐色 

10YR7/6

にぶい橙 

7.5YR7/3

外面：縄目・ナデ 

内面：ナデ
113 －

1193 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4
内外面：ナデ 113 －

1194 下麻生野遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3
内外面：ナデ 113 －

1195 下小萱遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐色 

7.5YR4/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

外面：口縁下に横位沈線と連続した爪形文、下位に
隆帯に斜位キザミ 
波状口縁、借用資料

114 －

1196 下小萱遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐灰色 

10YR4/1

黒色 

10YR2/1

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：半截竹管状工具による施文、朱あり 

借用資料
114 －

1197 下小萱遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：口縁部二重の隆帯 
内面：口縁部に1条の沈線、口縁部肥厚、折り返し口
縁 
借用資料

114 －

1198 下小萱遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

橙色 

7.5YR6/8

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：口縁下に1条の横位沈線、その下に連続した
縦位沈線 
平口縁、外反、借用資料

114 －

1199 下小萱遺跡 土師器 鉢 完形 7.0 2.8 5.0 
淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/4
－

外面：ヘラミガキ→口唇部ユビナデ、指頭圧痕 
内面：指頭圧痕 
底部ナデ、借用資料

114 －

1200 下小萱遺跡 土師器 鉢
口縁～

底部
13.8 5.5 7.8 

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：ヘラミガキ→口唇部ユビナデ、指頭圧痕 
内面：ユビナデ 
底部指頭圧痕、借用資料

114 －

1201 下小萱遺跡 土師器
小型丸底

壺

口縁～

頸部
(7.0) － －

浅黄橙色 

10YR8/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：口縁部が長く内湾しながら立ち上がる、ミガ
キあり 
内面：指頭圧痕あり 
古墳初頭（荒尾南B、壺Hヵ）、借用資料

114 －

1202 下小萱遺跡 土師器
小型丸底

壺
底部 － (1.6) －

橙色 

7.5YR7/6

明赤褐色 

2.5YR5/6

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：全体に朱、ナデ 
内面：ナデ、底部に指頭圧痕あり 
古墳初頭、借用資料

114 －

1203 下小萱遺跡 土師器 高杯 脚部 － 12.0 －
浅黄橙色 

7.5YR8/6

橙色 

10YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：縦位ヘラミガキ→脚基部に1条の横位ヘラミ
ガキ、指頭圧痕 
内面：カキメ 
1穿孔1組3方向、借用資料

114 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1204 下小萱遺跡 土師器 高杯 脚部 － － －
浅黄橙色 

7.5YR8/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

浅黄橙色 

7.5YR8/3

外面：ヘラミガキ 
内面：指頭圧痕、上から下への引き上げ痕 
1穿孔1組2方向、借用資料

114 －

1205 下小萱遺跡 土師器 器台 脚部 － － －
黄橙色 

10YR7/8

浅黄橙色 

10YR8/4

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：ミガキ、円形透かし4方向 
内面：ハケメ 
裾部のひろがる形態、借用資料

114 －

1206 下小萱遺跡 土師器 器台 脚部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

明黄褐色 

10YR7/6

外面：縦位ヘラミガキ→脚基部に横ナデ 
内面：カキメ、ナデ 
1穿孔1組2方向、借用資料

114 －

1207 下小萱遺跡 土師器
有段口縁

甕

口縁～

胴部
(17.0) － －

淡黄色 

2.5Y8/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

口縁部が直立する、屈曲した頸部下位から胴部に
かけてカキメ、外面全体に煤付着 
古墳初頭、借用資料

114 －

1208 下小萱遺跡 土師器 甕 胴部 － － －
浅黄色 

2.5Y7/3

明黄褐色 

10YR7/6

黄橙色 

10YR8/6

外面：ハケメ、煤付着 
内面：ハケメ、ヘラナデ 
借用資料

114 －

1209 下山田遺跡 須恵器 杯G身 底部 － (3.8) －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

褐灰色 

10YR5/1

ロクロナデ 

外面：底部ヘラ切り
115 －

1210 下山田遺跡 須恵器 杯B 底部 － (10.0) －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

ロクロナデ 

外面：底部ケズリヵ
115 －

1211 下山田遺跡 須恵器 杯ヵ 体部 － － －
灰色 

N6/

灰色 

N6/

褐灰色 

10YR6/1
ロクロナデ、焼膨れ 115 －

1214 数河中田遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：半截竹管状工具による半隆起線で逆V字形の
施文、隆起線脇に半截竹管状工具によるキザミ 
寄贈資料

116 －

1215 数河中田遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

にぶい橙色 

7.5YR6/4

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：隆帯に連続した指頭圧痕 

寄贈資料
116 －

1216 数河中田遺跡 須恵器 椀A
口縁～

底部
(12.0) (6.2) (3.45)

灰褐色 

7.5YR4/2

にぶい赤褐色 

5YR4/4
－

外面：回転ナデ、底部回転糸切り後ナデ調整 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

116 －

1217 数河中田遺跡 須恵器 椀A 体～底部 － (6.0) －
にぶい黄褐色 

10YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：体部ナデ、底部回転糸切り 
内面：ナデ 
内外面に火襷痕あり、寄贈資料

116 －

1218 数河中田遺跡 須恵器 椀
口縁～

体部
(13.8) － －

灰黄色 

2.5Y6/2

灰色 

5Y5/1
－

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ 
寄贈資料

116 －

1219 数河中田遺跡 土師器 甕
口縁～

体部
(11.0) － －

浅黄色 

2.5Y7/3

暗灰黄色 

2.5Y5/2
－

外面：口縁部横ナデ、体部縦方向ハケメ 
内面：口縁部横ナデ、体部斜位方向ハケメ、ユビオ
サエ 
寄贈資料

116 －

1221 寺林遺跡 珠洲焼 すり鉢 体部 － － －
灰色 

5Y5/1

灰黄色 

2.5Y6/2
－

外面：回転ナデ 
内面：回転ナデ、すり目 
寄贈資料

117 －

1233 殿坂口遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黒褐色 

10YR3/1

にぶい赤褐 

5YR4/4

にぶい黄褐 

10YR5/4

外面：棒状工具による沈線 

内面：ナデ
119 －

1234 殿坂口遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
明褐色 

7.5YR5/6

黒褐色 

7.5YR3/1

橙色 

7.5YR6/6

外面：ミガキ、棒状工具による沈線 

後晩期
119 －

1235 殿坂口遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

黄灰色 

2.5Y5/1
内面：調整による条線（横位） 119 －

1236 殿坂口遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
黒褐色 

2.5Y2/2

にぶい黄橙色 

10YR7/4

黒褐色 

2.5Y2/2
底部網代2超1送1潜 119 －

1237 殿坂口遺跡 土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

灰黄色 

2.5Y7/2
内面：調整痕（条線） 119 －

1238 殿坂口遺跡 須恵器 椀B 底部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y6/1
底部回転糸切り→高台貼付 119 －

1239 殿坂口遺跡 青磁 碗 口縁部 － － －
オリーブ灰色 

10Y6/2

オリーブ灰色 

10YR6/2

灰白色 

10YR7/1
龍泉窯B1、13c後半～14c初 119 －

1240 殿坂口遺跡 青磁 碗 口縁部 － － －
オリーブ灰色 

10Y6/2

オリーブ灰色 

10Y6/2

灰白色 

10Y8/1
龍泉窯B2、14c代 119 －

1241 殿坂口遺跡 瀬戸美濃 天目茶碗 底部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

オリーブ黄色 

5Y6/3

灰黄色 

2.5Y7/2
鉄釉 119 －

1242 殿坂口遺跡 瀬戸美濃 すり鉢 体部 － － －
黒褐色 

2.5Y3/1

黒褐色 

2.5Y3/1

淡黄色 

2.5Y8/3
－ 119 －

1243 殿坂口遺跡 瀬戸美濃 壺瓶類 胴部 － － －
黒色 

2.5Y2/1

灰白色 

2.5Y8/2

灰白色 

2.5Y8/2
灰釉 119 －

1244 殿坂口遺跡 珠洲焼 すり鉢 片口部 － － －
褐灰色 

7.5YR6/1

褐灰色 

7.5YR6/1

黄灰色 

2.5Y6/1

口縁端部方形 

珠洲Ⅲ期、13c中頃
119 －

1245 殿坂口遺跡 珠洲焼 すり鉢 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y5/1

口縁端面水平 

珠洲Ⅳ期、14c代
119 －

1246
梨ヶ根上垣内

遺跡
縄文土器 深鉢 口縁部 － － －

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

灰褐色 

7.5YR5/2

外面：山形押型文 

内面：板ナデ
120 －

1247
梨ヶ根上垣内

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄褐色 

10YR5/3

明褐色 

5YR5/6

明褐色 

5YR5/6

外面：隆帯を工具で押しなで、途中突起するように
盛り上げている。隆帯下に櫛状工具による縦位の
沈線 
内面：ナデ 
寄贈資料

120 －

1248
梨ヶ根上垣内

遺跡
瀬戸美濃 すり鉢 体部 － － －

灰黄褐色 

10YR4/2

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

ロクロナデ 
内面：すり目 
内外面鉄釉

120 －

1249
梨ヶ根上垣内

遺跡
珠洲焼 すり鉢

口縁～

体部
－ － －

灰色 

7.5Y6/1

灰色 

7.5Y6/1

黄灰色 

2.5Y5/1

ロクロナデ 

内面：すり目
120 －

1250
梨ヶ根上垣内

遺跡
土製品 土錘 － － － －

橙色 

7.5YR6/6
－ －

外面：中央部タテナデ、両端部ヨコナデ 

長さ3.7cm、幅1.5cm、寄贈資料
120 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1264 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄色 

2.5Y6/3

淡黄色 

2.5Y8/4

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：半截竹管状工具による半隆起線で渦巻
文、基隆帯に半截竹管状工具によるキザミ 
内面：横ナデ 
内湾、借用資料

121 －

1265 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰色 

5Y4/1

外面：口縁に沿って3本の横位隆帯に棒状具に
よる刺突 
内面：ナデ 
借用資料

121 －

1266 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

橙色 

7.5YR6/6

外面：口唇部下に2条の横位沈線で縄文を囲む 
内面：横ナデ 
外面に煤付着、借用資料

121 －

1267 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

オリーブ黒色 

5Y3/1

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：口縁下に半截竹管状工具による縦位の半
隆起線で施文 
内面：折り返し口縁 
波状口縁、借用資料

121 －

1268 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

5Y4/1

外面：口縁に沿って三重の隆帯、波状下に三ッ
編状の隆帯 
内面：横ナデ 
波状口縁、借用資料

121 －

1269 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい赤褐色 

5Y5/4

外面：口縁肥厚部にRL縄文、体部縄文 
内面：ナデ 
平口縁、肥厚、内湾、借用資料

121 －

1270 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (12.5) －
淡黄橙色 

10YR8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：底部網代圧痕（1超1潜1送）、胴部無文、指
頭圧痕あり 
内面：ナデ 
借用資料

121 －

1271 梨ヶ根神成遺跡 縄文土器 深鉢 胴～底部 － (10.5) －
浅黄橙色 

10YR8/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

浅黄橙色 

7.5YR8/4

外面：底部網代圧痕、胴部無文 
内面：炭化物：煤付着 
借用資料

121 －

1278 梨ヶ根下打遺跡 珠洲焼 すり鉢 口縁部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

褐灰色 

7.5YR6/1
ロクロナデ、指圧痕 122 －

1279 梨ヶ根下打遺跡 珠洲焼 壺甕類 底部 － (12.8) －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

黄灰色 

2.5Y4/1

ロクロナデ 

外面：底部静止糸切り
122 －

1281
梨ヶ根中垣内

遺跡
須恵器 杯B 底部 － (8.4) －

灰色 

N4/

灰色 

N4/

褐灰色 

5YR4/1

ロクロナデ(右) 

外面：底部ケズリ
123 －

1282
梨ヶ根中垣内

遺跡
須恵器 椀A 底部 － (5.5) －

灰色 

N4/

灰色 

N4/

褐灰色 

10YR5/1

ロクロナデ 

外面：底部糸切り
123 －

1283
梨ヶ根中垣内

遺跡
須恵器 壺瓶類 底部 － (9.6) －

灰色 

N4/

灰色 

N4/

褐灰色 

10YR6/1
ロクロナデ 123 －

1284
梨ヶ根中垣内

遺跡
灰釉陶器 椀 底部 － － －

灰白色 

10YR7/1

灰白色 

10YR7/1

褐灰色 

10YR6/1

ロクロナデ 

外面：底部ケズリ
123 －

1285
梨ヶ根中垣内

遺跡
灰釉陶器 短頸壺 口縁部 － － －

灰白色 

2.5Y7/1

灰白色 

2.5Y7/1

黄灰色 

2.5Y6/1

ロクロナデ 

外面：口縁～体部灰釉
123 －

1286
梨ヶ根中垣内

遺跡
珠洲焼 すり鉢 口縁部 － － －

灰色 

N6/

灰色 

N6/

褐灰色 

7.5YR6/1
ロクロナデ 123 －

1287
梨ヶ根中垣内

遺跡
珠洲焼 壺甕類 底部 － (8.6) －

灰色 

N6/

灰色 

N6/,N/5

褐灰色 

7.5YR6/1

ロクロナデ 
外面：胴部ケズリ 
内面：胴部凹線、底部ケズリ

123 －

1295 梨ヶ根森屋遺跡 珠洲焼 すり鉢 体部 － － －
灰色 

N5/

灰色 

N5/

灰色 

7.5Y6/1

外面：回転ナデ調整 
内面：すり目を施す 
借用資料

124 －

1296 梨ヶ根森屋遺跡 珠洲焼 甕 胴部 － － －
灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y5/1

灰色 

7.5Y6/1

外面：平行叩き痕 
内面：ナデ調整、ユビオサエ 
寄贈資料

124 －

1299 西漆山遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁に沿って隆起線文と沈線、隆起線文
に櫛状工具による刺突 
平口縁、肥厚、外反、借用資料

125 －

1300 西漆山遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：口縁下に横位1条の沈線、無文

平口縁、外反、借用資料
125 －

1301 西漆山遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

暗褐色 

10YR3/3

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：一部縄文地の上に半截竹管による沈線 

借用資料
125 －

1302 西漆山遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：縄文RL 

借用資料
125 －

1304
西漆山牧反甫

遺跡
縄文土器 深鉢 胴部 － － －

にぶい黄色 

2.5Y6/3

にぶい黄色 

2.5Y6/3

灰黄褐色 

10YR4/2

外面：縄目 

内面：ナデ
126 －

1305 八幡山城跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
明赤褐色 

5YR5/6

明赤褐色 

5YR5/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縄目 

内面：ナデ
127 －

1306 八幡山城跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰褐色 

7.5YR6/2

外面：縄目 

内面：ナデ
127 －

1308 堀之内遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR7/3

にぶい黄褐色 

10YR5/4

黒褐色 

10YR3/1

外面：ナデ、突帯の上から瓜形のキザミ 

内面：ナデ
128 －

1309 堀之内遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明黄褐色 

10YR6/6

黒褐色 

10YR3/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：ナデ、隆帯、キザミ 

内面：ナデ
128 －

1310 堀之内遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
明黄褐色 

10YR6/6

黒褐色 

10YR3/2

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：隆帯、ナデ 

内面：ナデ
128 －

1311 堀之内遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (12.0) －
浅黄橙色 

10Y8/3

浅黄橙色 

10Y8/3

浅黄橙色 

10Y8/3

外面：ナデ、底部網代痕(1超1送1潜) 

内面：ナデ
128 －

1312 堀之内遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (10.0) －
灰白色 

10YR8/1

にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：ナデ 

内面：ナデ
128 －

1316 森茂遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明赤褐色 

5YR5/6

にぶい黄橙色 

10YR7/4

オリーブ黒色 

5Y3/1

外面：口縁部に雷文に似た文様あり、横位の沈
線間に縦位の沈線と刺突 
内面：赤彩ヵ 
借用資料

129 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1317 森茂遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：矢羽根状文 

借用資料
129 －

1318 森茂遺跡 珠洲焼 すり鉢 口縁部 － － －
黄灰色 

2.5Y5/1

黄灰色 

2.5Y5/1

灰色 

5Y5/1

外面：ナデ 
内面：すり目 
借用資料

129 －

1319 森茂遺跡 珠洲焼 甕 口縁部 － － －
灰色 

5Y4/1

褐灰色 

10YR4/1

灰色 

5Y4/1

外面：平行叩き 
内面：当て具痕 
借用資料

129 －

1320 森茂遺跡 珠洲焼 甕 口縁部 － － －
灰色 

N4/

暗灰色 

N3/

灰色 

N5/

外面：平行叩き 
内面：当て具痕 
借用資料

129 －

1321 森茂遺跡 珠洲焼 甕 口縁部 － － －
灰色 

N4/

暗灰色 

N3/

灰色 

N5/

外面：平行叩き 
内面：ナデ、当て具痕 
借用資料

129 －

1322 森茂遺跡 近世陶器 天目茶碗 体～底部 － 4.5 －
黒色 

5Y2/1

灰黄色 

2.5Y6/2

灰黄色 

2.5Y7/2

内面：鉄釉（黒色） 
削り出し高台、内面～外面体部外面高台部露胎 
借用資料

129 －

1323 森茂遺跡 近世陶器 碗 体部 － － －
黒褐色 

10YR3/2

灰黄褐色 

10YR4/2

灰白色 

2.5Y7/1

内外面鉄釉 

瀬戸又は越中瀬戸、借用資料
129 －

1324 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黒褐色 

7.5YR3/1

にぶい褐色 

7.5YR5/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：隆帯凹凸部三角押引き、キザミ 
内面：煤付着、口唇部下に剥離したあとの使用
痕と思われる痕あり 
借用資料

130 －

1325 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

5YR7/6

褐灰色 

10YR4/1

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：口縁下に3条の隆帯又は半隆起線文、隆帯
にキャタピラ文 
平口縁、内湾、寄贈資料

130 －

1326 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

5YR7/6

橙色 

7.5YR7/6

橙色 

5YR6/8

外面：無文帯の下に隆帯で区画文の中に横位矢
羽根、縦位沈線、指頭圧痕 
寄贈資料

130 －

1327 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰色 

5Y5/1

外面：半隆起線文に無節縄文、押引き文、基隆帯
に無節縄文 
平口縁直立、借用資料

130 －

1328 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

黒色 

7.5Y2/1

にぶい黄褐色 

10YR5/4

外面：沈線による波状懸垂文横に半截竹管状工
具による平行沈線文、隆帯で懸垂文 
内面：ヨコナデ 
借用資料

130 －

1329 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/4

灰黄褐色 

10YR2/4

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：半截竹管による沈線文 

№3と同一個体、借用資料
130 －

1330 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 頸部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：太い沈線と隆帯により施文、煤付着 

借用資料
130 －

1331 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黒褐色 

10YR3/1

黒色 

10YR1/2

にぶい黄橙色 

10YR6/4

外面：半隆起線文、基隆帯にハシゴ状キザミ、1
条の半隆起線に縄文圧痕 
借用資料

130 －

1332 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR4/6

褐灰色 

10YR5/1

外面：半隆起線文 

借用資料
130 －

1333 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

褐灰色 

10YR4/1

にぶい橙色 

7.5YR7/4

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁に沿って半截竹管による2条の半隆
起線文の間に縄文(LR)、煤付着 
波状口縁、寄贈資料

130 －

1334 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい赤褐色 

5YR5/4

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：口縁に沿って3条の半隆起線文 

平口縁、外反、借用資料
130 －

1335 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明褐色 

7.5YR5/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：口縁下に幅広のハシゴ状半隆起線文に
沿って爪形文 
内面：ヨコナデ 
借用資料

130 －

1336 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR7/3

外面：口縁部に隆帯と沈線によるハシゴ状文、
櫛状工具による刺突、胴部条線、沈線 
内面：口縁下に1条の沈線 
波状口縁、Ｕ字状双頭突起、内外面炭化物付着、
寄贈資料

130 －

1337 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄色 

2.5Y7/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

黄灰色 

2.5Y6/1

外面：半截竹管状工具による半隆起線文とキザ
ミ 
波状口縁、借用資料

130 －

1338 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
明褐色 

7.5YR5/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：半隆起線文、波頂部から縦位に隆帯 
内面：波頂部から縦位に隆起線 
波状口縁、借用資料

130 －

1339 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

5YR6/4

橙色 

5YR6/6

にぶい橙色 

5YR7/3

外面：隆帯と沈線による施文 

寄贈資料
130 －

1340 やなぎさこ遺跡 縄文土器 浅鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR7/3

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁下の隆帯区画内外に沈線、隆帯にキ
ザミ、底面は網代圧痕 
平口縁、わずかに外反、高山市上岩野遺跡に類
似例出土あり、寄贈資料

130 －

1341 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい褐色 

7.5YR6/3

灰褐色 

7.5YR6/2

外面：口縁下に3条の横位沈線、その下に2条の
沈線で連弧文 
内面：煤付着 
平口縁、寄贈資料

130 －

1342 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR3/6

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：縄文地に縦位沈線、基隆帯に櫛状工具に
よる刺突 
借用資料

130 －

1343 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐色 

7.5YR4/3

にぶい赤褐色 

5YR4/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：太い半隆起線文による区画内に平行沈線 
内面：ナデ 
借用資料

130 －

1344 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

5YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：連続して半弧状沈線を施す 

借用資料
130 －

1345 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
(42.4) － －

褐灰色 

10YR6/1

にぶい橙色 

7.5YR6/4

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁下無文帯、胴上部に沈線と隆帯で横
長区画文、中に横位矢羽根、胴下半部縦位に2条
の隆帯間に縦位矢羽根、縦位沈線 
内面：種子圧痕 
平口縁、内面肥厚、外反、寄贈資料

131 16
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遺跡名 種別 分類 部位
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1346 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/4

黄灰色 

2.5Y4/1

外面：隆起線と沈線による工字状区画内に沈
線、隆帯の接点にヘラ状工具による刺突 
借用資料

131 －

1347 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

にぶい橙色 

5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/3

外面：隆帯で区画内に沈線、葉脈文 

寄贈資料
131 16

1348 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：2条の縦位隆帯間に矢羽根文、縦位沈線 

寄贈資料
131 －

1349 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい橙色 

7.5YR7/4

褐灰色 

7.5YR6/1

外面：縦位隆帯、縦位沈線、横長楕円文、矢羽根
文 
内外面煤付着、寄贈資料

131 －

1350 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
橙色 

5YR6/6

にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：沈線、隆起線文、縄文による施文、ユビナ
デ痕あり、煤付着 
内面：指頭圧痕、ユビナデ痕あり 
寄贈資料

131 －

1351 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

5YR7/4

橙色 

5YR6/6

にぶい橙色 

5YR6/4

外面：隆帯による区画の中に縦位沈線、下部に
波状懸垂文、煤付着 
寄贈資料

131 －

1352 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：縄文地文の上に隆帯、沈線で施文 

寄贈資料
131 －

1353 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

5YR6/3

にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい橙色 

5YR6/3

外面：縦位の沈線矢羽根、隆帯による区画内に
横位の矢羽根、胴部下位に縄文 
内面：ナデ 
寄贈資料

132 －

1354 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：口縁下の2条の隆帯にヘラ状工具による
キザミ 
平口縁、外反、借用資料

132 －

1355 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR7/6

橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR7/4

外面：口縁下2条の沈線の間に半截竹管による
キザミ、縄文 
平口縁、外反、借用資料

132 －

1356 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR4/6

浅黄色 

2.5Y7/3

外面：弧状隆帯に櫛状工具による刺突と縦位隆
帯にキザミ 
借用資料

132 －

1357 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
褐灰色 

10YR5/1

にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁に沿って幅広の隆帯と沈線、縄文地
に縦位沈線 
波状口縁、外反、寄贈資料

132 －

1358 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

頸部
(37.0) － －

にぶい褐色 

7.5YR5/3

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：波状口縁、双頭突起に沿ってＵ字状の隆
帯貼付け、基隆帯に沿って半截竹管工具による
押し引き文、下部縄文 
内面：ヨコナデ 
借用資料

132 －

1359 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

明褐色 

7.5YR5/6

黄褐色 

2.5Y5/3

外面：縦位3条の隆起線文、凹部櫛状工具による
押引き文、隆起線文横に斜位沈線 
内面：ヨコナデ 
借用資料

132 －

1360 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～

胴部
－ － －

灰褐色 

7.5YR4/2

褐灰色 

7.5YR4/1

橙色 

7.5YR6/6

外面：口縁の隆帯区画内に縦位沈線、ねじり棒
状の突起、隆帯間に刺突、胴部2本の縦位隆帯に
矢羽根 
平口縁、折り返し口縁、寄贈資料

132 16

1361 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR6/3

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：口縁下に沈線で楕円区画、縦位の隆帯に
刺突 
内面：煤付着 
平口縁、やや外反、寄贈資料

132 16

1362 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰白色 

10YR7/1

にぶい橙色 

7.5YR7/4

灰白色 

10YR8/1

外面：口縁下に幅広の隆帯、沈線で施文、隆帯に
刺突 
平口縁、やや外反、寄贈資料

132 16

1363 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい橙色 

5YR7/4

灰褐色 

7.5YR6/2

外面：沈線区画内に縦位沈線 
内面：口縁に沿って2条の幅広沈線 
平口縁、外反、寄贈資料

132 －

1364 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR7/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：沈線による施文、櫛形工具・棒状工具によ
る刺突文 
寄贈資料

132 －

1365 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

7.5YR8/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

明褐灰色 

7.5YR7/2

外面：口縁下に無文帯、その下に縄文(LR) 
内面：指頭圧痕あり 
平口縁、外反、寄贈資料

132 －

1366 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

7.5YR8/2

外面：口縁下に無文帯、その下に縄文(LR)、煤付
着 
平口縁、やや外反、寄贈資料

132 －

1367 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

7.5YR7/3

明褐灰色 

7.5YR7/2

褐灰色 

10YR6/1

外面：口縁下に幅広の無文帯、その下に縄文
(LR) 
平口縁、借用資料

132 －

1368 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (24.0) － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい橙色 

7.5YR6/4

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：口縁上部板状工具によるヨコナデ、下部
縄文LR施文 
内面：板状工具によるヨコナデ 
寄贈資料

132 －

1369 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：縄文 
内面：ナデ 
借用資料

132 －

1370 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

橙色 

5YR6/6

外面：縄文 

平口縁、外反、借用資料
132 －

1371 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰黄褐色 

10YR6/2

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：縄文RL 

口縁肥厚、Ｕ字状双頭突起、借用資料
132 －

1372 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － 15.0 －
にぶい橙色 

5YR7/4

灰白色 

10YR8/2

灰白色 

10YR7/1

外面：縄文(RL)、底部網代（2超2潜1送） 
内面：ユビナデ 
寄贈資料

133 －

1373 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

外面：口縁下に無文帯、縦位沈線、煤付着 

平口縁、ゆるく外反、寄贈資料
133 －
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遺物

番号
遺跡名 種別 分類 部位

法量 

(cm、括弧内は推定)
色調

備考（成形･文様等）
挿

図

図

版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1374 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

褐灰色 

10YR4/1

外面：口縁下に縦位沈線 

平口縁、肥厚、外反、借用資料
133 －

1375 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/2

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：櫛状工具による条線 
内面：ナデ 
借用資料

133 －

1376 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：無文 

平口縁、ゆるく外反、借用資料
133 －

1377 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/4

にぶい褐色 

7.5YR4/5

黒褐色 

2.5Y3/1

内外面煤付着 
平口縁、ゆるく外反、口唇部沈線 
借用資料

133 －

1378 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい橙色 

5YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい赤褐色 

5YR5/4

外面：無文 

平口縁、外反、借用資料
133 －

1379 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

橙色 

7.5YR6/6

明赤褐色 

5YR5/6

外面：無文、煤付着 

平口縁、外反、借用資料
133 －

1380 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (11.7) －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

橙色 

7.5YR6/6

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：無文、底部網代圧痕（2超1潜1送） 

借用資料
133 －

1381 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢
口縁～胴

部
－ － －

にぶい黄橙色 

10YR7/3

灰黄褐色 

10YR2/6

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：沈線による施文 

口縁内湾、借用資料
133 －

1382 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
オリーブ黒色 

5Y3/1

浅黄橙色 

10YR8/3

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：沈線による区画、蛇行文 

寄贈資料
133 －

1383 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい黄褐色 

10YR3/5

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：横位5条以上沈線、縦位沈線、斜位沈線、一
部重ねて条線 
借用資料

133 －

1384 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
黄橙色 

10YR8/6

明黄褐色 

10YR7/6

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：口縁部に斜位沈線文と1条の横位沈線 
内面：ナデ 
借用資料

133 －

1385 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (11.0) －
橙色 

5YR6/6

橙色 

2.5Y6/8

灰褐色 

5YR5/2

外面：懸垂文、縦位沈線による蛇行文、底部網代
（2超1潜1送） 
内面：ナデ 
寄贈資料

133 －

1386 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

灰黄褐色 

10YR5/2

暗灰黄色 

2.5Y5/2

外面：隆起線にキザミ、その下位に縦位微隆起
線文 
借用資料

133 －

1387 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (13.0) －
にぶい橙色 

5YR7/4

にぶい橙色 

7.5YR7/4

褐灰色 

10YR5/1

外面：縦位の微隆起線文、底部網代（2超1潜1送） 

寄贈資料
133 16

1388 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

橙色 

5YR6/6

にぶい橙色 

5YR6/4

外面：沈線による施文、煤付着 

平口縁、内湾、寄贈資料
133 16

1389 やなぎさこ遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
灰黄褐色 

10YR6/2

にぶい褐色 

7.5YR5/4

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：波頂部内面で渦巻文、口縁下波状沈線、縄
文 
波状口縁、借用資料

133 －

1390 やなぎさこ遺跡 縄文土器 壺型土器 口縁部 (15.0) － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：無文 
内面：口縁内側に4単位の橋状把手 
波状口縁、外反、頸部くびれ、借用資料

133 －

1391 やなぎさこ遺跡 土製品 土偶 胴～脚部 － － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

表裏面に沈線による正中線、胸部から脇腹に曲
線的な沈線、末広がり形態の脚部に隆帯を貼り
付け、側面には区画内に数本の沈線、寄贈資料

133 16

1392 やなぎさこ遺跡 土製品 土偶 － － － －
にぶい赤褐色 

5YR5/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：半截竹管による沈線で施文 
内面：ナデ 
借用資料

133 －

1407 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

灰白色 

10YR8/2

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：口唇部に爪形文、半截竹管による横位半
隆起線文 
平口縁、外反、借用資料

135 －

1408 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

浅黄橙色 

10YR8/3

黄橙色 

10YR8/6

外面：口縁に半截竹管による2条の横位半隆起
線、口縁下に縦位沈線 
平口縁、外反、借用資料

135 －

1409 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：半截竹管による基隆帯に沿って2条の半
隆起線 
借用資料

135 －

1410 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/4

浅黄色 

2.5Y7/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：半截竹管による半隆起線で渦巻文、基隆
帯にキザミ 
借用資料

135 －

1411 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
褐灰色 

7.5YR4/1

にぶい黄橙色 

10YR7/3

浅黄橙色 

10YR8/4

外面：半截竹管による2条の縦位半隆起線文の
間にハシゴ状の沈線 
借用資料

135 －

1412 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

浅黄橙色 

10YR8/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：半截竹管による半隆起線文 

借用資料
135 －

1413 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰黄褐色 

10YR5/2

にぶい黄橙色 

10YR7/4

黄橙色 

10YR8/6

外面：半截竹管による沈線 
内面：煤付着 
借用資料

135 －

1414 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

にぶい黄橙色 

10YR7/3

にぶい黄橙色 

10YR7/4

外面：縦位隆起線文に沈線による綾杉文、煤付
着 
借用資料

135 －

1415 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
橙色 

7.5YR6/6

にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい黄褐色 

10YR5/3

外面：口唇部に隆帯貼付け、縦位沈線をもつ突
起、口縁下に斜位沈線 
波状口縁、借用資料

135 －

1416 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

橙色 

7.5YR6/6

にぶい黄橙色 

10YR6/3

外面：縦位沈線に貼付による隆起線文、下部無
文 
内面：煤付着 
借用資料

135 －

1417 六郎谷遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － － －
淡黄色 

2.5Y8/3

淡黄色 

2.5Y8/4

淡黄色 

2.5Y8/3

外面：スダレ状圧痕 

借用資料
135 －

1418 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄褐色 

10YR5/3

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：縦位沈線に半截竹管による半隆起線を施
文 
借用資料

136 －
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版
口径 底径 器高 内面 外面 断面

1419 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

黄灰色 

2.5Y4/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：隆帯と半隆起線文で渦巻文、基隆帯に櫛状工

具による刺突 

借用資料

136 －

1420 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

10YR8/3

にぶい橙色 

7.5YR7/4

褐灰色 

10YR6/1

外面：半截竹管による横位半隆起線の下に縦位の

半隆起線を施文 

借用資料

136 －

1421 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰黄褐色 

10YR5/2

外面：口縁に沿って2条の半隆起線文 

平口縁、内湾、借用資料
136 －

1422 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (22.0) － －
にぶい黄橙色 

10YR7/3

黒褐色 

10YR3/1

灰黄色 

2.5Y6/2

外面：口縁下に横位1条の基隆帯、その下に半截竹

管による3条の半隆起線、煤付着 

平口縁、くの字状に屈曲して外反、借用資料

136 －

1423 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
灰白色 

10YR8/2

にぶい橙色 

7.5YR7/4

褐灰色 

10YR5/1

外面：縄文施文後、半截竹管による半隆起線でＶ字

状施文 

内面：煤付着 

借用資料

136 －

1424 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい橙色 

7.5Y6/4

灰黄褐色 

10YR4/2

にぶい褐色 

7.5YR5/3

外面：隆帯2条 

内面：ナデ
136 －

1425 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
淡黄色 

2.5Y8/3

黒褐色 

2.5Y3/1

黄灰色 

2.5Y5/1

外面：半截竹管による基隆帯下に半隆起線文で施

文 

借用資料

136 －

1426 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
浅黄橙色 

7.5YR8/3

にぶい橙色 

7.5YR6/4

浅黄橙色 

10YR8/3

外面：隆帯に沿って半截竹管による押引き文 

借用資料
136 －

1427 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
黄灰色 

2.5Y6/1

黒色 

5Y2/1

灰黄色 

2.5Y7/2

外面：爪形文を施した隆帯に沿って半截竹管によ

るキザミ、隆帯上に縄文後沈線による施文 

借用資料

136 －

1428 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR6/3

黒褐色 

2.5Y3/1

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：2本の隆起線、基隆帯にヘラ状工具によるキ

ザミ 

借用資料

136 －

1429 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 底部 － (9.0) －
にぶい黄橙色 

10YR7/4

にぶい黄橙色 

10YR6/3

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：縦位隆起線文と縦位斜位の沈線で施文、底部

網代圧痕 

借用資料

136 －

1430 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 (32.0) － －
にぶい橙色 

7.5YR6/4

にぶい褐色 

7.5YR5/4

にぶい黄橙色 

10YR7/3

外面：口縁に沿って斜位にナデ痕あり、縄文RL 

平口縁、肥厚、外反、借用資料
136 －

1431 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
にぶい褐色 

7.5YR5/3

灰褐色 

7.5YR4/2

にぶい褐色 

7.5YR5/4

外面：縦位条線 

平口縁、肥厚、外反、借用資料
136 －

1432 割石川巾遺跡 縄文土器 深鉢 口縁部 － － －
浅黄色 

2.5Y7/3

灰黄褐色 

10YR6/2

褐灰色 

10YR5/1

外面：沈線による平行線や楕円文 

借用資料
136 －

1433 割石川巾遺跡 縄文土器 浅鉢 胴部 － － －
にぶい黄橙色 

10YR7/2

灰白色 

2.5Y8/2

灰黄褐色 

10YR6/2

外面：橋状把手の端が隆帯となる 

借用資料
136 －

1434 割石川巾遺跡 縄文土器 浅鉢 口縁部 (26.0) － －
暗赤褐色 

5YR3/3

黒褐色 

7.5YR3/2

褐灰色 

10YR4/1

外面：無文 

内面：口唇部から内面にかけて朱あり 

平口縁、外反、借用資料

136 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 (cm、括弧内は残存 )

石材 備考
挿
図

図
版長さ 幅 厚さ

重さ
(g)

19 岡前遺跡 石鏃 － 1.9 1.6 0.3 0.5 下呂石 凹基無茎鏃 3 3

20 岡前遺跡 石錐 － (2.3) 1.4 0.5 1.4 チャート 錐部欠損 3 3

21 岡前遺跡 スクレイパー 完形 2.5 2.4 0.8 5.0 チャート － 3 3

22 岡前遺跡
太型蛤刃
磨製石斧

完形 9.7 6.2 4.3 424.8 安山岩 － 3 3

23 岡前遺跡 磨石 － 7.9 6.7 5.3 318.6 凝灰岩 表面磨き、摩滅が激しい 3 －

24 岡前遺跡 嘴状石器 － (2.2) 2.7 0.8 3.8 チャート － 4 3

25 岡前遺跡 UF － 3.5 3.1 1.3 10.6 下呂石 － 4 3

26 岡前遺跡 石刀 － － － － 11.7 粘板岩
頭部のみ、数本の沈線によって施文されている、くびれを作っ
ている、借用資料

4 3

27 岡前遺跡 御物石器 － 25.5 10.0 5.4 1780.0 凝灰岩 左右上部に十字の削り出し文様、寄贈資料 4 3

79 岡前館跡 スクレイパー － 3.6 3.5 0.9 10.3 チャート － 6 －

113 上気多遺跡 石鏃 － 2.6 1.8 0.8 2.2 下呂石
凹基無茎鏃、厚みのある石鏃、脚部が欠けて再成した跡がみら
れる、借用資料

8 －

114 上気多遺跡 石鏃 － － － 0.3 0.5 下呂石 平基有茎鏃、借用資料 8 4

115 上気多遺跡 有孔磨製石鏃 － 3.4 2.2 0.25 2.5 粘板岩 孔を作り直した跡が裏面にみられる、借用資料 8 4

116 上気多遺跡 石錐 完形 3.2 1.55 0.8 3.3 下呂石 借用資料 8 4

117 上気多遺跡 楔形石器 － 1.8 1.3 0.8 1.7 黒曜石 借用資料 8 4

118 上気多遺跡 楔形石器 － 1.6 1.6 0.7 1.6 下呂石 借用資料 8 －

119 上気多遺跡 スクレイパー 完形 2.3 2.6 1.0 6.0 下呂石 借用資料 8 －

120 上気多遺跡 打製石斧 － 7.4 4.7 1.7 69.7 緑泥石片岩 短冊形 8 －

121 上気多遺跡 打製石斧 完形 8.7 4.9 2.0 94.1 凝灰岩 短冊形 8 －

122 上気多遺跡 打製石斧 完形 14.6 8.4 4.6 560.0 砂岩 撥形、円礫利用、借用資料 8 －

123 上気多遺跡 打製石斧 － 17.8 8.4 3.6 631.0 凝灰岩 － 8 －

124 上気多遺跡 環状石斧 － 11.6 7.3 3.0 351.5 凝灰岩 － 8 4

125 上気多遺跡 石刀 － (3.9) 3.4 （1.6） 32.7 粘板岩 一部研磨痕あり、未製品か、上下端刃部欠損 9 4

170 上気多榊岡遺跡 打製石斧 完形 13.8 6.6 2.3 209.0 安山岩 短冊形 11 －

179 上野井西古墳 勾玉 完形 2.85 － 0.95 6.1 碧玉
穿孔は片側から施される、上部及び株の端部分平坦に研磨、借
用資料

14 －

198 上野上野東遺跡 楔形石器 － 3.3 2.4 0.9 9.3 チャート － 16 －

228 上町遺跡ヵ 打製石斧 － 16.0 7.4 4.1 517.8 凝灰岩 短冊形 18 －

229 上町遺跡 打製石斧 － (12.5) 5.9 2.6 214.7 凝灰岩 短冊形、刃部欠損 18 －

230 上町遺跡
太型蛤刃
磨製石斧

－ 15.8 6.5 4.7 867.2 緑色岩類 － 18 －

231 上町遺跡 敲石 － 9.2 5.9 3.15 262.8 緑色岩類
基端部欠損後、再生しようとした敲打痕か、表裏には叩いて使
用した痕がみられる、借用資料

18 －

272 黒内細野遺跡 石鏃 － (1.3) 1.1 0.3 0.4 下呂石 凹基無茎鏃 24 －

273 黒内細野遺跡 石鏃 完形 1.6 1.3 0.25 0.4 頁岩 凹基無茎鏃、寄贈資料 24 －

274 黒内細野遺跡 石鏃 － 1.9 1.5 0.4 0.8 珪質頁岩 凹基無茎鏃、寄贈資料 24 －

275 黒内細野遺跡 石鏃 － 2.0 1.3 0.2 0.4 下呂石 平基か、弱い抉り 24 －

276 黒内細野遺跡 石鏃 － － 0.93 0.43 0.9 下呂石 平基有茎鏃、寄贈資料 24 －

277 黒内細野遺跡 石錐 － 3.8 1.2 1.1 4.9 チャート 先端部厚さ 0.3mm 24 －

278 黒内細野遺跡 楔形石器 － 2.9 1.0 0.4 1.6 下呂石 － 24 －

279 黒内細野遺跡 楔形石器 － 3.4 2.4 0.6 6.0 下呂石 － 24 －

280 黒内細野遺跡 スクレイパー － 5.4 3.4 2.1 30.1 チャート － 24 －

281 黒内細野遺跡 スクレイパー － 3.2 2.2 1.0 7.7 チャート 寄贈資料 24 －

282 黒内細野遺跡 打製石斧 完形 8.3 5.0 1.6 82.3 凝灰岩 表面は自然面を残す 24 －

283 黒内細野遺跡 打製石斧 完形 10.5 4.6 2.0 114.8 凝灰岩 短冊形 24 －

284 黒内細野遺跡 打製石斧 － 14.9 5.6 1.7 162.8 頁岩 短冊形、基部欠損 24 －

285 黒内細野遺跡 打製石斧 完形 12.7 5.8 2.8 229.5 凝灰岩 短冊形、寄贈資料 25 －

286 黒内細野遺跡 磨製石斧 完形 18.9 6.35 2.9 696.0 透閃石岩 寄贈資料 25 －

287 黒内細野遺跡 磨製石斧 － 8.65 4.2 1.9 116.2 透閃石岩 寄贈資料 25 －

288 黒内細野遺跡 凹石 － (7.1) 6.8 3.6 218.7 砂岩 － 25 －

289 黒内細野遺跡 石刀 － 17.6 3.4 2.0 126.8 頁岩
有頭型、全体に摩耗している、頭頂部にチャートが入り込んだ
石材を利用している、寄贈資料

25 5

290 黒内細野遺跡 石刀 － － 3.0 1.5 113.5 泥岩 寄贈資料 25 5

291 黒内細野遺跡 御物石器 － 28.6 11.6 7.9 3780.0 安山岩 寄贈資料 26 5

307 五阿弥塚古墳 磨製石斧 － 15.5 4.8 3.3 367.2 凝灰岩 乳棒状、寄贈資料 28 －

308 五阿弥塚古墳 不明 － 3.3 3.4 3.3 47.8 透閃石岩 土器を磨くための製品か、寄贈資料 28 －

309 五阿弥塚古墳 不明 － 2.45 2.55 2.3 15.8 凝灰岩 土器を磨くための製品か、寄贈資料 28 －

425 御番屋敷遺跡 石核 － 6.2 6.9 2.9 156.6 玉髄 － 35 －

426 御番屋敷遺跡 石核 － 8.0 7.3 4.4 289.2 チャート － 35 －

427 御番屋敷遺跡 石錘 － 7.0 6.4 2.6 156.9 硬質砂岩 上下端に抉り、表・裏面磨き 35 －

428 御番屋敷遺跡 石錘 － 6.5 6.8 2.0 130.2 安山岩 表・裏面磨き 35 －

429 御番屋敷遺跡 石錘 － 11.7 10.1 3.1 526.9 濃飛流紋岩 － 35 －

430 御番屋敷遺跡 石錘 － (4.3) 4.5 1.4 38.0 砂岩 下部欠損 35 －

431 御番屋敷遺跡 打製石斧 － 12.8 5.3 2.7 214.5 頁岩 － 35 －

432 御番屋敷遺跡 打製石斧 － 11.5 6.0 1.5 82.8 頁岩 撥形、刃部・右側縁欠損 35 －

433 御番屋敷遺跡 打製石斧 － 10.4 6.3 2.3 150.2
ホルンフェ

ルス
－ 35 －

434 御番屋敷遺跡 打製石斧 － (11.3) 6.7 2.3 197.3 凝灰岩 基部欠損 35 －

435 御番屋敷遺跡 磨製石斧 － 10.3 5.0 2.4 223.5 透閃石岩 刃部・基部・両側縁欠損、全面磨き 36 －

436 御番屋敷遺跡 磨製石斧 － (7.7) 6.9 2.6 248.9 透閃石岩 基部・刃部欠損、扁平型、全面磨き 36 －

437 御番屋敷遺跡 磨製石斧 － (5.2) (4.3) 1.6 39.2 透閃石岩 基部欠損、全面磨き 36 －

438 御番屋敷遺跡 磨製石斧 － (7.3) 6.0 2.5 182.2 透閃石岩 基部欠損、全面磨き 36 －

439 御番屋敷遺跡 磨石 － 11.8 8.1 4.0 521.7 凝灰岩 表・裏面磨き 36 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 (cm、括弧内は残存 )

石材 備考
挿
図

図
版長さ 幅 厚さ

重さ
(g)

440 御番屋敷遺跡 敲石 － 14.4 6.9 3.0 551.0 透閃石岩 基部端部欠損、磨製石斧を転用 36 －

441 御番屋敷遺跡 凹石 － 10.2 7.8 5.5 584.0 凝灰岩 全面磨き 36 －

453 下気多川原遺跡 打製石斧 － （12.0） 6.0 1.6 157.1 凝灰岩 基部欠損 39 －

501 寿楽寺廃寺跡 楔形石器 － 2.4 1.4 0.7 2.4 下呂石 － 47 －

502 寿楽寺廃寺跡 打製石斧 － (11.0) 5.5 2.5 180.3 凝灰岩 基部欠損、土づれ痕あり 47 －

503 寿楽寺廃寺跡 UF － 2.6 1.5 0.4 1.1 下呂石 － 47 －

596 太江遺跡 打製石斧 － 9.0 3.9 2.2 107.2 頁岩 刃部欠損、短冊形、土づれ痕が多く残る 52 －

597 太江遺跡 打製石斧 完形 11.2 4.7 2.1 138.3 頁岩 短冊形 52 －

640 高野光専寺遺跡 打製石斧 － 13.4 7.2 2.2 236.0 凝灰岩 寄贈資料 59 －

641 高野光専寺遺跡 打製石斧 － 12.8 6.5 1.8 194.9 頁岩 寄贈資料 59 －

642 高野光専寺遺跡 凹石 － 10.6 9.0 5.3 707.0 凝灰岩 － 59 －

643 高野光専寺遺跡 石棒 － (4.0) 2.6 2.1 34.8 緑泥片岩 上部・下部欠損、基部の一部のみ残存、全面磨き 59 －

667 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.2) 1.7 0.5 1.4 下呂石 凹基無茎鏃、先端部が使用で欠損した後再生したと見られる 61 11

668 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (1.9) 1.2 0.3 0.6 チャート 凹基無茎鏃 61 －

669 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.4) 1.4 0.4 1.0 下呂石 凹基無茎鏃 61 11

670 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － 1.7 1.5 0.3 0.6 下呂石 凹基無茎鏃、先端部一部欠損 61 11

671 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － 2.1 1.4 0.4 0.8 珪質頁岩 凹基無茎鏃 61 11

672 高野巾ノ上遺跡 石鏃 完形 1.7 1.1 0.4 0.5 下呂石 凹基無茎鏃 61 11

673 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (1.5) 1.3 0.3 0.3 黒曜石 凹基無茎鏃、脚部欠損 61 11

674 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.5) 1.6 0.5 1.8 下呂石 凹基無茎鏃 61 11

675 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － 1.9 1.7 0.4 1.4 チャート 平基無茎鏃 61 11

676 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.0) 1.5 0.3 0.8 下呂石 凹基無茎鏃 61 11

677 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.6) 1.8 0.9 3.6 下呂石 平基無茎鏃 61 11

678 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － 2.7 1.6 0.7 2.5 下呂石 凹基無茎鏃 61 11

679 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － (2.7) 1.3 0.4 1.4 下呂石 凸基有茎鏃、先端部厚さ 0.2mm 61 11

680 高野巾ノ上遺跡 石鏃 － 2.6 1.3 0.4 1.0 下呂石 凸基有茎鏃 61 11

681 高野巾ノ上遺跡 石錐 － (3.6) 1.1 0.7 2.8 下呂石 － 61 11

682 高野巾ノ上遺跡 石錐 － (2.7) 1.5 0.8 3.1 チャート － 61 11

683 高野巾ノ上遺跡 石錐 － 2.6 2.2 1.0 4.0 チャート － 61 11

684 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － 1.6 1.7 0.8 2.2 下呂石 － 62 11

685 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － 2.3 1.4 0.6 2.3 玉髄 － 62 11

686 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － 3.2 1.4 0.9 4.0 チャート － 62 11

687 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － (2.4) 2.1 0.6 4.0 チャート － 62 11

688 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － 3.7 2.2 0.9 6.4 下呂石 － 62 11

689 高野巾ノ上遺跡 楔形石器 － 4.1 2.9 1.0 11.6 下呂石 － 62 11

690 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 1.8 1.3 0.3 0.8 玉髄 － 62 11

691 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 1.7 2.7 0.3 1.4 チャート － 62 11

692 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 2.2 3.2 0.5 4.6 チャート － 62 11

693 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － (3.3) 2.5 0.8 6.6 チャート － 62 11

694 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 3.0 3.0 1.1 10.4 チャート － 62 11

695 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 3.4 3.3 0.9 14.2 チャート － 62 11

696 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 2.8 4.1 0.9 9.6 チャート － 62 11

697 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 2.6 1.8 0.4 1.6 下呂石 － 62 11

698 高野巾ノ上遺跡 スクレイパー － 4.1 2.4 0.8 4.6 下呂石 － 62 11

699 高野巾ノ上遺跡 石核 － 5.1 3.6 2.9 48.7 チャート － 62 －

700 高野巾ノ上遺跡 打製石斧 － 8.5 5.7 2.3 116.0 凝灰岩 寄贈資料 62 －

701 高野巾ノ上遺跡 打製石斧 － 10.8 4.5 1.6 105.0 頁岩 寄贈資料 62 －

702 高野巾ノ上遺跡 打製石斧 完形 15.6 7.2 3.8 493.2 凝灰岩 短冊形 63 －

703 高野巾ノ上遺跡 磨製石斧 － 10.6 5.3 2.4 275.5 透閃石岩 寄贈資料 63 －

704 高野巾ノ上遺跡 磨製石斧 － 10.1 6.2 3.0 326.0 透閃石岩 寄贈資料 63 －

705 高野巾ノ上遺跡 UF － 3.4 1.7 0.9 5.7 玉髄 － 63 －

706 高野巾ノ上遺跡 石刀 － (3.3) 2.0 0.8 7.0 粘板岩 － 63 11

707 高野巾ノ上遺跡 勾玉 完形 2.8 － 0.96 5.9 瑪瑙
孔径 0.25 ㎝、両方から穿孔している、色調オリーブ黄色
借用資料

63 －

708 高野巾ノ上遺跡 勾玉 － 2.9 － 0.83 5.0 碧玉
孔径 0.30 × 0.25 ㎝、片側穿孔、途中から太の違う道具を使っ
て孔を作ったか、借用資料

63 －

709 高野巾ノ上遺跡 管玉 － 2.4 0.7 － 1.9 緑色凝灰岩 孔径 0.25 ㎝、片側穿孔、借用資料 63 －

710 高野巾ノ上遺跡 管玉 － 2.45 1.3 － 8.0 碧玉
孔径 0.3 ㎝、穿孔は一方向から施されている、側面より上下の
孔にほぼ垂直に穿孔がみられる、借用資料

63 －

725 谷遺跡 石錐 － (3.1) 0.9 0.6 1.8 下呂石 棒状 64 －

726 谷遺跡 石核 － 2.2 3.0 1.4 9.8 チャート － 64 －

727 谷遺跡 打製石斧 － 5.8 (4.0) 1.1 30.4 頁岩 － 64 －

728 谷遺跡 石棒 － － 4.7 3.7 242.0 塩屋石 寄贈資料 64 11

729 谷遺跡 石冠 － － － 4.8 99.7 塩屋石 スタンプ形、右半分と頭部欠損、底部分を横長にくぼませる 64 11

730 谷遺跡 石剣 － － 3.1 1.9 42.8 片麻岩 胴部の小破片、両側縁に刃部をもつ、寄贈資料 64 －

731 谷遺跡 管玉 － 2.6 1.6 － 7.8 ヒスイ 丁寧な磨き、縦半分が欠損、寄贈資料 64 11

732 谷宇土遺跡 打製石斧 － 10.1 4.1 1.5 80.0 頁岩 寄贈資料 65 －

733 谷宇土遺跡 打製石斧 － 12.6 6.7 2.4 225.5 凝灰岩 寄贈資料 65 －

734 谷宇土遺跡 打製石斧 － 12.4 6.8 2.2 210.0 頁岩 寄贈資料 65 －

735 谷宇土遺跡 打製石斧 － 15.3 5.9 1.8 236.5 頁岩 寄贈資料 65 －

759 戸市遺跡 石鏃 － 1.7 1.3 0.3 0.6 チャート 凹基無茎鏃 67 －

760 戸市遺跡 石鏃 － (1.5) 1.1 0.3 0.5 チャート 凹基無茎鏃 67 －

761 戸市遺跡 石鏃 － (2.4) 1.4 0.3 0.9 下呂石 凹基無茎鏃、先端部欠損 67 －

762 戸市遺跡 石鏃 － (2.7) 1.4 0.4 1.0 下呂石 凹基無茎鏃、脚部欠損 67 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 (cm、括弧内は残存 )

石材 備考
挿
図

図
版長さ 幅 厚さ

重さ
(g)

763 戸市遺跡 石鏃 － 2.4 1.4 0.7 1.7 下呂石 凹基無茎鏃 67 －

764 戸市遺跡 石鏃 － (1.5) 1.1 0.3 0.1 下呂石 凹基無茎鏃 67 －

765 戸市遺跡 石鏃 完形 1.6 1.3 0.4 0.7 チャート 平基無茎鏃 67 －

766 戸市遺跡 石鏃 － (2.7) 2.1 0.8 3.5 下呂石 平基無茎鏃 67 －

767 戸市遺跡 石鏃 － (1.7) 1.3 0.4 1.0 下呂石 凸基有茎鏃、先端部欠損 67 －

768 戸市遺跡 石錐 － 3.9 1.3 0.5 3.0 チャート
側縁に微細な剥離が見えるため、スクレイパーとしての使

用も考えられる。
67 －

769 戸市遺跡 楔形石器 － 4.0 3.2 0.8 15.0 下呂石 － 67 －

770 戸市遺跡 スクレイパー － 3.5 3.3 0.8 14.0 チャート － 67 －

771 戸市遺跡 打製石斧 － (8.2) 5.9 2.0 114.6 凝灰岩 刃部欠損 67 －

772 戸市遺跡 打製石器 － （10.6） 7.0 2.5 177.9 凝灰岩 刃部欠損 67 －

773 戸市遺跡 石匙 － 5.2 2.6 0.8 9.1 チャート 縦型 67 －

800 中野大洞平遺跡 打製石斧 完形 20.4 8.3 3.7 598.4 安山岩 － 71 －

801 中野大洞平遺跡 磨製石斧 － (5.1) 3.5 1.8 43.9 透閃石岩 刃部欠損、全面磨き 71 －

822 中野トンビヶ洞遺跡
異形部分磨製

石器
－ 5.5 3.1 0.8 11.8 チャート 寄贈資料 73 12

823 中野トンビヶ洞遺跡 石鏃 完形 2.6 1.4 0.36 1.0 下呂石 凹基無茎鏃、寄贈資料 73 12

824 中野トンビヶ洞遺跡 石鏃 － 2.9 1.3 0.3 1.1 下呂石 平基無茎鏃、裏面に欠けあり 73 12

825 中野トンビヶ洞遺跡 石鏃 － － 1.25 0.45 0.8 下呂石 五角形鏃、平基有茎鏃、寄贈資料 73 －

826 中野トンビヶ洞遺跡 石鏃 － － 1.8 0.85 3.5 チャート 平基有茎鏃、寄贈資料 73 12

827 中野トンビヶ洞遺跡 楔形石器 － 3.2 2.3 0.85 7.2 下呂石 － 73 12

828 中野トンビヶ洞遺跡 スクレイパー － 3.9 5.7 0.57 12.7 下呂石 － 73 －

829 中野トンビヶ洞遺跡 打製石斧 － 10.95 4.3 1.85 115.4 凝灰岩 短冊形、上下土づれ痕あり、装着痕あり 73 －

830 中野トンビヶ洞遺跡 磨製石斧 － － 5.75 3.2 315.0 緑色凝灰岩 － 73 －

831 中野トンビヶ洞遺跡 小型磨製石斧 － 7.3 3.92 1.55 67.8 透閃石岩 寄贈資料 73 －

832 中野トンビヶ洞遺跡 小型磨製石斧 － 5.2 3.4 1.15 27.6 泥岩 寄贈資料 73 －

833 中野トンビヶ洞遺跡 石匙未製品 － 3.0 3.55 0.7 7.2 チャート 寄贈資料 73 －

834 中野トンビヶ洞遺跡 環石 － 11.0 12.2 6.2 1050.7 凝灰岩 寄贈資料 73 －

835 中野トンビヶ洞遺跡 石棒 － － 4.9 4.2 228 塩屋石 寄贈資料 73 12

836 中野トンビヶ洞遺跡 石剣 or 石刀 － － 3.25 2.35 74.6 シルト質泥岩 － 73 12

837 中野トンビヶ洞遺跡 独鈷石 － 5.4 － 2.5 121.7 凝灰岩 寄贈資料 73 12

838 中野宮ヶ洞遺跡ヵ 切子玉 完形 2.0 1.3 1.2 4.6 水晶 片面穿孔、借用資料 74 －

839 中野宮ヶ洞遺跡ヵ 切子玉 － 1.4 1.3 1.41 3.2 水晶 借用資料 74 －

900 中野山越遺跡 石鏃 － 1.6 1.3 0.3 0.5 玉髄 凹基無茎鏃、脚部欠損、付着物タールか 76 13

901 中野山越遺跡 石鏃 － (2.0) 0.9 0.3 0.4 下呂石 凹基無茎鏃、脚部欠損 76 －

902 中野山越遺跡 石鏃 － (1.7) 1.2 0.3 0.4 下呂石 － 76 13

903 中野山越遺跡 石鏃 － (2.5) 1.6 0.5 1.6 下呂石 平基有茎鏃、先端・脚部欠損 76 13

904 中野山越遺跡 石鏃 － 2.6 1.3 0.5 1.3 黒曜石
有茎鏃、ごくわずかに基部先端に欠けあり、先端欠損して

再生あり、上下逆に使用したか
76 13

905 中野山越遺跡 石錐 － 3.5 2.3 1.1 6.7 下呂石 － 76 13

906 中野山越遺跡 石錐 － 2.8 2.3 0.8 4.2 チャート － 76 13

907 中野山越遺跡 楔形石器 － 2.3 1.3 0.5 1.9 玉髄 UF としても使用 76 －

908 中野山越遺跡 楔形石器 － 3.3 1.6 0.7 6.0 チャート － 76 13

909 中野山越遺跡 楔形石器 － 3.2 2.3 0.9 7.7 チャート － 76 13

910 中野山越遺跡 スクレイパー － 2.3 1.7 0.7 1.9 下呂石 － 76 13

911 中野山越遺跡 スクレイパー － 1.9 3.0 0.9 4.4 黒曜石 － 76 13

912 中野山越遺跡 スクレイパー － 4.0 1.9 0.8 5.6 チャート － 76 13

913 中野山越遺跡 スクレイパー － 3.4 5.8 2.6 39.4 チャート － 76 －

914 中野山越遺跡 スクレイパー － 3.0 4.8 1.0 13.1 チャート － 76 －

915 中野山越遺跡 打製石斧 完形 13.9 4.8 3.0 163.6 珪質頁岩 神子柴型、寄贈資料 77 13

916 中野山越遺跡 打製石斧 － 17.1 8.4 2.8 482.1 凝灰岩 寄贈資料 77 －

917 中野山越遺跡 打製石斧 － 11.3 5.2 2.4 164.8 頁岩 － 77 －

918 中野山越遺跡 打製石斧 － 9.5 6.2 1.5 108.0 頁岩 － 77 －

919 中野山越遺跡 打製石斧 － 13.3 5.0 2.2 194.4 凝灰岩 刃部欠損、寄贈資料 77 －

920 中野山越遺跡 打製石斧 － 11.2 4.7 2.1 154.1 緑泥片岩 短冊形、刃部欠損 77 －

921 中野山越遺跡 磨製石斧 － 9.4 3.6 2.6 151.4 凝灰岩 刃部欠損、表面全体的に摩耗、磨製石斧を敲石に転用か 77 －

922 中野山越遺跡 磨製石斧 － (10.2) 6.0 3.0 333.2 流紋岩 刃部欠損、折れた面を敲打または磨石に再利用か 77 13

923 中野山越遺跡 磨製石斧 － 4.2 1.8 0.9 9.8 透閃石岩 基部・刃部欠損、全面磨き 77 13

924 中野山越遺跡 敲石 － 14.3 6.8 2.3 427.1 透閃石岩 磨製石斧を転用 77 －

925 中野山越遺跡 石棒 － (13.4) 7.1 2.8 150.6 凝灰岩 下部欠損、端部に線刻、全体に磨痕 77 13

926 中野山越遺跡 石棒 － (13.9) 4.8 4.1 443.3 濃飛流紋岩 下部欠損、寄贈資料 78 13

927 中野山越遺跡 石刀 － (8.6) 2.5 1.6 51.0 頁岩 両端部欠損、寄贈資料 78 13

928 中野山越遺跡 石刀 － (5.6) 1.9 0.6 8.7 凝灰岩 － 78 13

929 中野山越遺跡 切子玉 － 2.4 1.8 1.8 9.2 水晶 － 78 13

972 野口辻垣内遺跡 石鏃 － (1.6) 1.5 0.3 0.6 チャート 凹基無茎鏃 84 －

973 野口辻垣内遺跡 小型磨製石斧 － 4.1 2.1 0.9 15.7 透閃石岩 寄贈資料、ビニールハウスで採集 84 －

974 野口辻垣内遺跡 磨製石斧 － （10.3） 5.4 2.6 258.0 蛇紋岩 先端部欠損、寄贈資料、ビニールハウスで採集 84 －

976 信包上野遺跡 打製石斧 － (8.2) 4.5 1.4 67.7 頁岩 短冊形、刃部・側縁欠損 85 －

980 信包大洞遺跡 打製石斧 － 12.5 7.0 2.8 250.9 頁岩 寄贈資料 87 －

981 信包大洞遺跡 打製石斧 － 14.0 6.3 2.4 197.0 頁岩 寄贈資料 87 －

982 信包大洞遺跡 磨製石斧 － 10.6 4.8 2.8 209.0 砂岩 － 87 －

983 信包大洞遺跡 磨製石斧 － 14.2 5.9 3.2 463.5 凝灰岩 敲石に転用か 87 －

994 信包中原田古窯跡 石錘 － 3.6 2.8 1.6 16.6 安山岩 表・裏面磨き 89 －
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1062 東雲遺跡 石錐 － (3.1) 1.4 1.2 4.6 黒曜石 － 96 －

1063 東雲遺跡 楔形石器 － 2.8 1.5 0.9 3.2 黒曜石 － 96 －

1064 東雲遺跡 スクレイパー － 2.7 2.5 0.8 3.7 黒曜石 － 96 －

1065 東雲遺跡 石錘 － 4.6 3.5 2.1 51.3 凝灰岩 両端打欠、表・裏面磨き、寄贈資料 96 －

1066 東雲遺跡 打製石斧 － 13.4 8.2 3.0 417.0 凝灰岩 撥形、上下共使用した痕跡がみられる、円礫利用、借用資料 96 －

1067 東雲遺跡 打製石斧 － 14.7 7.8 3.5 424.4 安山岩 撥形、円礫利用、借用資料 96 －

1068 東雲遺跡 打製石斧 － 15.5 8.7 3.7 571.3 凝灰岩 短冊形、円礫利用、借用資料 96 －

1069 東雲遺跡 打製石斧 － 12.7 6.0 3.1 257.2 安山岩 短冊形、円礫利用、借用資料 96 －

1070 東雲遺跡 打製石斧 － 18.6 8.0 5.1 800.5 安山岩 短冊形、円礫利用、借用資料 96 －

1071 東雲遺跡 敲石 － － 5.35 1.9 207.5 透閃石岩ヵ 借用資料 97 －

1072 東雲遺跡 石剣 － － 3.5 1.9 86.8 緑色片岩
表裏共風化により磨滅している（特に裏面）、頭部に沈線の刻み
あり、頭頂部の敲打痕は製作によるものではなく転用か
借用資料

97 －

1073 東雲遺跡 石剣 － 17.35 3.5 1.65 158.0 粘板岩 借用資料 97 －

1077 東雲下野遺跡 磨製石斧 － （6.7） 5.5 3.1 149.6 凝灰岩 刃部欠損 98 －

1078 遊幡石神社遺跡 打製石斧 － 10.6 5.3 2.5 130.7 凝灰岩 撥形、使用による欠損あり、借用資料 99 －

1079 遊幡石神社遺跡 打製石斧 － （10.0） 5.9 1.9 143.2 凝灰岩 撥形、借用資料 99 －

1094 石神遺跡 磨製石斧 － （8.3） 7.5 2.3 224.5 透閃石岩 寄贈資料 101 －

1095 内洞遺跡 打製石斧 － 9.2 2.9 1.5 80.0 砂岩 － 102 －

1098 柏原遺跡 石鏃 － － 1.35 0.25 0.5 下呂石 凹基無茎鏃、再加工されている、借用資料 104 －

1099 柏原遺跡 石鏃 完形 3.2 1.35 0.7 2.4 下呂石 凸基有茎鏃、借用資料 104 －

1100 柏原遺跡 石鏃 － 3.0 0.95 0.4 1.3 チャート 柳葉形鏃、借用資料 104 －

1101 柏原遺跡 石錐
ほぼ
完形

2.9 0.95 0.65 1.5 下呂石 刃部先端に使用痕（線状痕）あり、借用資料 104 －

1102 柏原遺跡 打製石斧 完形 15.1 5.3 2.2 215.4 凝灰質泥岩 短冊形、刃部に使用痕（欠け）あり、借用資料 104 －

1103 柏原遺跡 打製石斧 － 16.8 9.6 4.0 699.4 凝灰岩 － 104 －

1104 柏原遺跡 小型磨製石斧 － － 3.0 1.3 36.6 凝灰岩 － 104 －

1105 柏原遺跡 小型磨製石斧
ほぼ
完形

4.0 3.05 1.1 21.8 透閃石岩ヵ 基部破損した後に再度調整、刃端に刃こぼれあり、借用資料 104 －

1106 柏原遺跡 敲石 － 10.25 5.0 3.35 241.0 凝灰岩 磨製石斧を転用、借用資料 104 －

1107 柏原遺跡 垂飾り － 4.0 2.1 0.5 6.2 透閃石岩ヵ 有孔、借用資料 104 －

1143 上小萱井ノ下遺跡 石鏃 － 1.6 1.2 0.4 0.6 安山岩 凹基無茎鏃 107 －

1144 上小萓井ノ下遺跡 石鏃 － 1.8 1.3 0.2 1.1 下呂石 凹基無茎鏃 107 －

1145 上小萱井ノ下遺跡 石鏃 － (1.5) 1.0 0.2 0.2 下呂石 平基無茎鏃 107 －

1146 上小萓井ノ下遺跡 石錐 － 3.2 0.8 0.6 2.3 下呂石 － 107 －

1147 上小萱井ノ下遺跡 スクレイパー － 2.4 2.8 0.9 5.0 黒曜石 被熱 107 －

1148 上小萱井ノ下遺跡 スクレイパー － 1.5 1.8 0.7 1.3 黒曜石 － 107 －

1149 上小萱井ノ下遺跡 石錘 － 6.2 5.2 2.3 113.1 砂岩 両端打欠 107 －

1150 上小萱井ノ下遺跡 打製石斧 － 9.4 3.8 1.4 44.3 砂岩 刃部欠損 108 －

1151 上小萱井ノ下遺跡 打製石斧 － 11.5 6.4 2.7 169.4 凝灰岩 － 108 －

1152 上小萱井ノ下遺跡 打製石斧 － 15.2 7.6 2.6 437.4 安山岩 － 108 －

1153 上小萱井ノ下遺跡 磨製石斧 － 8.6 4.6 2.0 139.1 蛇紋岩 刃部欠損 108 －

1154 上小萱井ノ下遺跡 磨製石斧 － 5.0 3.2 1.2 35.6 緑泥片岩 － 108 －

1155 上小萱井ノ下遺跡 磨製石斧 － (4.6) 3.4 1.2 31.9 透閃石岩 基部欠損、全面磨き 108 －

1156 上小萱井ノ下遺跡 横刃形石器 － 6.9 10.0 2.1 157.8 凝灰岩 108 －

1157 上小萱井ノ下遺跡 石皿 － （32.3） 25.4 6.4 5600.0 濃飛流紋岩 下端部欠損、表・裏面中央部磨痕 108 －

1158 上小萱井ノ下遺跡 敲石 － 11.1 5.6 3.3 328.4 砂岩 表・裏面磨き 108 －

1173 坂巻遺跡 打製石斧 － 10.0 4.15 1.7 96.2 凝灰岩 上下刃部として利用、借用資料 110 －

1187 塩野遺跡 打製石斧 － 12.7 5.9 2.5 210.5 凝灰岩 短冊形、寄贈資料 112 －

1188 塩野遺跡 打製石斧 － (12.7) 8.6 4.2 619.6 閃緑岩 基部・刃部欠損 112 －

1212 下山田遺跡 打製石斧 － （4.3） 4.8 0.8 31.0 砂岩 基部のみ 115 －

1213 下山田遺跡 打製石斧 － （8.6） 5.0 2.2 106.5 濃飛流紋岩 撥形、刃部欠損 115 －

1220 数河中田遺跡 打製石斧 － － 5.5 2.5 134.5 デーサイト 両極敲打技法か、基部欠損、寄贈資料 116 －

1222 寺林遺跡 石鏃 － 2.45 1.60 0.25 0.9 チャート 凹基無茎鏃、寄贈資料 117 －

1223 寺林遺跡 スクレイパー － 5.2 3.6 1.2 22.0 チャート － 117 －

1224 寺林遺跡 打製石斧 － 17.3 7.2 2.8 537.5 凝灰岩 寄贈資料 117 －

1225 寺林遺跡 打製石斧 － 11.6 5.3 2.4 229.5 凝灰岩 寄贈資料 117 －

1226 寺林遺跡 小型磨製石斧 － （3.6） 6.3 2.1 79.5 透閃石岩 刃部欠損 117 －

1227 寺林遺跡 小型磨製石斧 － （3.8） 2.4 （0.6） 12.3 透閃石岩 基部・刃部欠損 117 －

1228 寺林遺跡 石棒 頭部 7.6 10.1 9.9 1036.0 塩屋石 － 117 －

1229 寺林遺跡 石棒 － － 3.5 2.7 173.5 塩屋石 寄贈資料 117 －

1231 殿遺跡 打製石斧 － 15.4 5.4 1.8 191.7 凝灰岩 短冊形、円礫利用、借用資料 118 －

1232 殿遺跡 打製石斧 － － 3.7 1.6 72.1 砂岩 短冊形、円礫利用、借用資料 118 －

1251 梨ヶ根上垣内遺跡 石鏃 － － 1.35 0.27 0.4 黒曜石 凹基無茎鏃、寄贈資料 120 －

1252 梨ヶ根上垣内遺跡 石鏃 － － 1.8 0.55 1.9 チャート 凹基無茎鏃、寄贈資料 120 －

1253 梨ヶ根上垣内遺跡 石鏃 － － 1.6 0.6 3.1 下呂石 凹基無茎鏃、寄贈資料 120 －

1254 梨ヶ根上垣内遺跡 石鏃 － － 1.50 0.35 0.9 下呂石 平基有茎鏃、寄贈資料 120 －

1255 梨ヶ根上垣内遺跡 石錐 － － 1.2 0.6 1.5 チャート 尖頭器状、寄贈資料 120 －

1256 梨ヶ根上垣内遺跡 石錐 － 3.7 0.8 0.45 1.8 下呂石 棒状、上下使用痕あり、寄贈資料 120 －

1257 梨ヶ根上垣内遺跡 打製石斧 － （8.8） 9.6 （3.2） 352.0 濃飛流紋岩 基部欠損 120 －

1258 梨ヶ根上垣内遺跡 打製石斧 － 10.8 4.9 2.5 172.8 閃緑岩 短冊形、寄贈資料 120 －

1259 梨ヶ根上垣内遺跡 打製石斧 完形 13.7 7.4 3.1 292.7 頁岩 撥形、寄贈資料 120 －

1260 梨ヶ根上垣内遺跡 磨製石斧 － 9.8 5.1 2.3 211.5 透閃石岩 基部再成 120 －

1261 梨ヶ根上垣内遺跡 磨製石斧 － － 6.8 2.75 26.14 透閃石岩 寄贈資料 120 －

1262 梨ヶ根上垣内遺跡 磨製石斧 － － 3.9 1.55 5.75 透閃石岩 裏面の風化が著しい、基部欠損、寄贈資料 120 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 (cm、括弧内は残存 )

石材 備考
挿
図

図
版長さ 幅 厚さ

重さ
(g)

1263 梨ヶ根上垣内遺跡 敲石 － 10.8 7.05 4.25 494.7 凝灰岩
表裏・両先端に敲打痕あり、磨石を敲石として使用している、
寄贈資料

120 －

1272 梨ヶ根神成遺跡 有舌尖頭器 － － 2.9 0.8 12.4 硬質頁岩 先端部欠損、借用資料 121 －

1273 梨ヶ根神成遺跡 石鏃 完形 1.7 1.5 0.3 0.5 下呂石 凹基無茎鏃、借用資料 121 －

1274 梨ヶ根神成遺跡 打製石斧 － － 6.4 2.1 167.2 安山岩 短冊形、借用資料 121 －

1275 梨ヶ根神成遺跡 磨製石斧 － （10.0） 5.35 2.95 263.9 安山岩 借用資料 121 －

1276 梨ヶ根神成遺跡 磨製石斧 － （5.2） 3.1 1.2 31.7 透閃石岩ヵ 借用資料 121 －

1277 梨ヶ根神成遺跡 小型磨製石斧 － － 1.85 0.7 8.2 透閃石岩ヵ 借用資料 121 －

1280 梨ヶ根下打遺跡 打製石斧 － 17.7 7.0 3.5 478.5 凝灰岩 寄贈資料 122 －

1288 梨ヶ根中垣内遺跡 石鏃 － 1.7 1.1 0.3 1.0 チャート 凹基無茎鏃 123 －

1289 梨ヶ根中垣内遺跡 石鏃 完形 3.4 1.9 0.45 2.0 下呂石 凹基無茎鏃、寄贈資料 123 －

1290 梨ヶ根中垣内遺跡 石鏃 － － 1.8 0.45 1.9 凝灰岩 平基有茎鏃、寄贈資料 123 －

1291 梨ヶ根中垣内遺跡 打製石斧 － 15.4 6.5 3.4 457.0 凝灰岩 短冊形、寄贈資料 123 －

1292 梨ヶ根中垣内遺跡 打製石斧 － 13.9 89.4 角閃岩 短冊形、寄贈資料 123 －

1293 梨ヶ根中垣内遺跡 打製石斧 － － 8.5 3.4 410.5 凝灰岩 寄贈資料 123 －

1294 梨ヶ根中垣内遺跡 小型磨製石斧 完形 3.75 1.9 0.8 8.2 透閃石岩 寄贈資料 123 －

1297 梨ヶ根森屋遺跡 石鏃未製品 － 3.03 1.63 0.4 1.7 下呂石 寄贈資料 124 －

1298 梨ヶ根森屋遺跡 打製石斧 － 19.1 6.8 3.1 504.0 濃飛流紋岩 寄贈資料 124 －

1303 西漆山遺跡 石棒 － （12.2） 3.7 2.7 156.2 塩屋石 寄贈資料 125 －

1307 八幡山城跡 石匙 － 8.6 3.9 0.8 31.6 下呂石 縦型 127 －

1313 堀之内遺跡 打製石斧 － 15.9 7.1 4.2 585.0 花崗岩 短冊形 128 －

1314 堀之内遺跡 磨製石斧 － 16.5 7.0 2.6 484.0 透閃石岩 － 128 －

1315 堀之内遺跡 石皿 － 26.4 24.9 5.0 4700.0 砂岩 表面磨痕 128 －

1393 やなぎさこ遺跡 石鏃 － 2.3 1.1 0.25 0.6 下呂石 凹基無茎鏃、寄贈資料 134 －

1394 やなぎさこ遺跡 石鏃 － － 1.3 3.5 1.0 下呂石 凸基有茎鏃、寄贈資料 134 －

1395 やなぎさこ遺跡 石鏃 － 2.3 1.5 0.6 2.1 玉髄 凸基有茎鏃 134 －

1396 やなぎさこ遺跡 石錐 完形 2.6 1.6 0.5 1.5 流紋岩 つまみ付、寄贈資料 134 －

1397 やなぎさこ遺跡 石錘 完形 4.8 3.9 2.15 56.2 砂岩 寄贈資料 134 －

1398 やなぎさこ遺跡 打製石斧 完形 14.4 6.5 2.9 290.9 凝灰岩 撥形、円礫利用、寄贈資料 134 －

1399 やなぎさこ遺跡 打製石斧 － 12.3 4.9 2.9 222.5 凝灰岩 短冊形、上下両刃、寄贈資料 134 －

1400 やなぎさこ遺跡 小型磨製石斧 － － 4.7 1.3 66.3 凝灰岩 刃部欠損、寄贈資料 134 －

1401 やなぎさこ遺跡 磨石 － 9.5 7.8 4.4 521.0 礫岩 － 134 －

1402 やなぎさこ遺跡 敲石 － － 3.85 2.7 58.0 凝灰岩
切り目の紐掛け部が縦のみあり（長さ 1.7、幅外 0.35、幅内 0.15、
深さ 0.15 ㎝）、寄贈資料

134 －

1403 やなぎさこ遺跡 敲石 － － 10.2 3.0 267.7 砂岩 磨製石斧を転用、寄贈資料 134 －

1404 やなぎさこ遺跡 垂飾 － 3.1 1.7 0.76 4.0 珪質凝灰岩 寄贈資料 134 16

1405 やなぎさこ遺跡 石棒 － － 4.1 3.7 270.8 凝灰岩 寄贈資料 134 16

1406 やなぎさこ遺跡 石刀未製品 － － 2.8 1.8 74.4 頁岩 軽く研磨されている、借用資料 134 －

遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 
(cm、括弧内は残存 )

備考
挿
図

図
版

長さ 幅 厚さ
重さ
(g)

182 上野井西古墳 丸玉 － 0.80 0.84 0.61 0.7
引き伸ばし法で製作（孔と平行方向に気泡の流れが観察できる）、濃青色
（半透明）、孔径 0.2 ㎝、借用資料

14 －

183 上野井西古墳 丸玉 完形 0.7 0.7 0.65 0.6 引き伸ばし法、濃青色透明、孔径 0.2 ㎝、借用資料 14 －

712 高野巾ノ上遺跡 丸玉 完形 0.8 0.8 0.7 0.7 紺色半透明、孔径 0.2 ㎝、借用資料 63 －

713 高野巾ノ上遺跡 丸玉 － 0.9 0.95 0.5 0.6 巻き付け法、孔径 0.2 ㎝、借用資料 63 －

714 高野巾ノ上遺跡 丸玉 完形 0.4 0.4 0.25 0.1 技法は不明、青緑色半透明、借用資料 63 －

715 高野巾ノ上遺跡 丸玉 完形 0.3 0.3 0.25 0.1未満 青色透明、引き伸ばし法による製作、借用資料 63 －

遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 
(cm、括弧内は残存 )

付着物 備考
挿
図

図
版

長さ 幅 厚さ
重さ
(g)

3 大洞平古墳ヵ 鉄鏃 下端部 (14.3) 0.6 0.5 17.0 有(錆) 飛驒の山樵館収蔵資料 2 －

4 大洞平古墳ヵ 鉄鏃 下端部 （10.5） 1.0 0.4 11.0 － 飛驒の山樵館収蔵資料 2 －

5 大洞平古墳ヵ 鉄鏃 － （7.2） 2.5 0.5 12.0 有(錆) 飛驒の山樵館収蔵資料 2 －

180 上野井西古墳 金銅製耳環 － 3.15 2.80 0.75 23.9 － 銅環に鍍金、一部鍍金が剝離、錆・緑青あり、借用資料 14 －

181 上野井西古墳 金銅製耳環 － 2.80 3.60 0.7 24.5 －
銅環に鍍金を施している、2/3 ほど鍍金が残っている、緑
青あり、借用資料

14 －

301 袈裟丸祖父あん遺跡 銅銭 － 2.2 2.2 0.2 2.5 － 熈・寧・元・寳 27 －

310 五阿弥塚古墳ヵ 鉄鏃 － （8.3） （1.9） 0.4 9.0 有(錆) 飛驒の山樵館収蔵資料 28 －

711 高野巾ノ上遺跡 金銅製耳環 － 3.1 2.7 0.80 25.2 － 銅環に鍍金、一部鍍金剝離あり、一部緑青あり、借用資料 63 －

756 種村古墳 鉄刀 － （61.5）（3.0） （1.9） 338.0 有(木片) 千代の松原公民館収蔵資料 66 12

840 中野宮ヶ洞遺跡ヵ 金銅製耳環 － 2.7 2.8 0.65 16.6 －
銅環に鍍金、一部鍍金の剝離あり、錆・緑青あり、借用資
料

74 －

1108 金森宗貞邸跡 銭貨 － 2.5 2.5 － 抜け － 寛永通宝、孔径 0.6 ㎝四方 105 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位
法量 

(cm、括弧内は残存 ) 色調 成形・文様等
挿
図

図
版

長さ 幅 厚さ

126 上気多遺跡 平瓦 － 左側面：(3.7) －
最大：1.2 

最小：0.7

灰黄褐色 

10YR5/2

凸面：ナデ
凹面：布目痕 
側面：ヘラケズリ、面取 
布密度：6× 6/2cm 
焼成不良

9 －

178 上野上野遺跡 平瓦 － 最大：13.2 －
最大：2.1 

最小：1.55

灰白色 

5Y7/2

凸面：細平行タタキ 
凹面：布目 
布密度：17 × 17/2 ㎝ 
広端面にわら状圧痕、寄贈資料

13 －

232 上町遺跡 丸瓦 － 右側面：(6.1) －
最大 : 2.0 

最小：1.8

灰白色 

2.5Y8/1

凸面：タタキ 
凹面：布目痕、輪積痕 
側面：ヘラケズリ、面取 
布密度：15 × 15/2cm

19 －

233 上町遺跡 丸瓦 － 右側面：(5.5) － 最大：(2.0)
にぶい橙色 

7.5YR7/4

凸面：ナデ 
凹面：布目痕、布綴じ合わせ痕 
側面：ヘラ切り 
布密度：18 × 18/2cm 
焼成不良、寄贈資料

19 －

234 上町遺跡 丸瓦 － 右側面：(6.5) － 最大：(1.8)
褐灰色 

7.5YR5/1

凸面：ナデ 
凹面：ナデ、指頭圧痕 
側面：ヘラケズリ 
焼成不良、寄贈資料

19 －

235 上町遺跡 平瓦 － 右側面：(5.2) － 最大：(1.8)
橙色 

7.5YR6/6

凸面：綾杉タタキ
凹面：布目痕 +枠板圧痕 
側面：ヘラケズリ 
布密度：13 × 12/2cm 
寄贈資料

19 －

236 上町遺跡 平瓦 － － － 最大：(2.4)
灰白色 

7.5YR8/1

凸面：平行タタキ
凹面：ナデか 
焼成不良、寄贈資料

19 －

237 上町遺跡 平瓦 － － － 最大：(3.1)
灰白色 

5Y8/1

外面：剥離 
内面：格子タタキ 
焼成不良、寄贈資料

19 －

245 上町廃寺跡 軒丸瓦 －
外区外端：19.2 
外区中央：16.2 
外区内端：14.8

内区外端：14.1 
中房付根：5.2 
中房上端：5.0 

瓦当裏杵径：19.0

中房：0.3
灰黄色 

2.5Y7/2

凸面：ナデ 

瓦当：単弁十弁蓮花文 

借用資料

20 5

246 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(18.4) 
外区内端：15.0

内区外端：14.0 
中房付根：5.0 
中房上端 4.8

最大：2.7 
最小：1.9 
中房：0.3

灰黄色 

2.5Y6/2

瓦当：単弁八弁蓮華文 
間弁の先端が 2つに分かれている、中房に 1+4 の蓮
子をもつ、瓦当裏面ユビオサエあり、借用資料

20 －

247 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(19.0) 
外区内端：(12.0)

内区外端：(13.0) 
中房上端：(5.0)

中房 0.3
褐灰色 

10YR4/1

瓦当：単弁十弁蓮華文 
蓮子に墨か、瓦塔裏面横方向にナデ、間弁の先端が
2つに分かれる、寄贈資料

21 －

248 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(18.0) 
外区中央：(16.0) 
外区内端：(13.6)

内区外端：(12.4) －
にぶい橙色 

7.5YR7/4

瓦当：単弁十弁蓮華文 

裏面に布目あり、寄贈資料
21 －

249 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部 － － －
灰白色 

5Y7/1

凸面：－ 
凹面：ナデ 
瓦当：単弁蓮花文

20 －

250 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部 － － －
灰白色 

2.5Y8/1

凸面：－ 
凹面：－ 
瓦当：単弁蓮花文

20 －

251 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(17.0) 
外区中央：15.5 
外区内端：14.0

内区外端：13.7 
中房付根：5.0 
中房上端：4.7 

瓦当裏杵径：14.5

最大：2.8 
最小：1.6 
中房：0.7

－
瓦当：単弁九弁蓮華文 

借用資料
21 －

252 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(15.6) 
外区中央：(13.8) 
外区内端：(10.8)

内区外端：(10.6) 
中房付根：4.2 
中房上端：4.1

最大：3.9 
最小：2.35 
中房：0.65

淡黄色 

2.5Y8/4

瓦当：単弁十弁蓮華文 
瓦当裏面ナデ調整、ユビオサエあり
寄贈資料

21 5

253 上町廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部 外区外端：(17.0)

内区外端：15.5 
中房付根：6.7 
中房：上端 6.5 

瓦当裏杵径：11.7

最大：2.2 
最小：1.7 
中房：0.2

灰白色 

2.5Y8/2

瓦当：複弁八弁蓮華文 

借用資料
22 －

292 黒内細野遺跡 丸瓦 － － －
最大：2.0 

最小：1.6

にぶい黄色 

2.5Y6/3

凸面：縦方向のヘラケズリ 
凹面：布目 
布密度：14 × 16/2 ㎝ 
寄贈資料

26 －

442 沢廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.7 
外区中央：11.9 
外区内端：10.5

内区外端：9.6 
中房付根：2.8 
中房上端：2.25 
瓦当裏杵径：10.0

最大：4.1 

最小：1.05

灰色 

5Y5/1

瓦当：素弁八弁蓮華文 
瓦当側面ヘラケズリで面取り、中房に笵傷あり
借用資料

37 －

443 沢廃寺跡 丸瓦 － － －
最大：3.0 

最小：1.7

灰白色 

5Y7/2

凸面：縦ナデ調整、工具痕あり、右側にタタキ痕あり 
凹面：布目痕あり、側板痕あり 
布密度：15 × 17/2 ㎝ 
粘土貼り付け痕あり、寄贈資料

37 8

444 沢廃寺跡 丸瓦 － － －
最大：3.5 

最小：2.2

淡黄色 

5Y8/3

凸面：縦方向にナデ 
凹面：布目あり、側板痕あり 
布密度：16 × 17/2 ㎝ 
広端面に粘土重ね目あり、寄贈資料

38 －

445 沢廃寺跡 平瓦 － － － 最大：2.5
灰黄色

2.5Y6/2

凸面：布綴じ合わせ目あり、平行タタキ、ユビオサ
エあり 
凹面：布目、重ね目あり 
寄贈資料

38 －

475
下野羽根坂

古窯跡
丸瓦 最大：（20.5） 最大：（18.0）

最大：2.2

最小：1.5

浅黄色

2.5Y7/4

凸面：ナデ
凹面：ナデ
借用資料

41 8

476
下野羽根坂

古窯跡
丸瓦 － － －

最大：2.0 

最小：1.7

黄灰色 

2.5Y7/2

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
布密度：18 × 18/2cm

41 －

477
下野羽根坂

古窯跡
平瓦 － 右側面：(22.3) 狭端面：(14.5)

最大：2.8 

最小：2.2

灰白色 

2.5Y8/1

凸面：ケズリ
凹面：布目痕 
側面：ケズリ 
布密度：16 × 15/2cm

41 －

478
下野羽根坂

古窯跡
鴟尾 － 最大：（14.0） 最大：（11.3）

最大：3.1

最小：（2.8）

暗灰色

N3/
借用資料 41 9
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 
(cm、括弧内は残存 ) 色調 成形・文様等

挿
図

図
版

長さ 幅 厚さ

480 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：19.3 
外区内端：15.1

内区外端：13.8 
中房付根：3.6 
中房上端：3.3 

瓦当裏杵径：10.5

中房：0.1
淡黄色 

2.5Y8/4

瓦当：単弁八弁蓮華文 
三重圏縁、瓦当面（弁区以外）に朱、瓦当裏面横方
向にナデオサエ、丸瓦部布目痕あり、瓦当内区表面
貼付面にタタキ目あり、借用資料

42 10

481 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.85 
外区中央：12.2 
外区内端：10.4

内区外端：9.85 
中房付根：3.0 
中房上端：2.25 
瓦当裏杵径：11.0

中房：1.0
灰色 

10Y5/1

瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：18 × 20/2 ㎝ 
瓦当外区にタタキ目あり、瓦当裏面丸瓦との接着面
に指成形痕あり、借用資料

42 －

482 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.3 
外区中央：12.0 
外区内端：10.3

内区外端：9.1 
中房付根：2.5 
中房上端：2.2 

瓦当裏杵径：10.0

中房：0.9
にぶい黄橙色 

10YR6/3

布密度：15 × 18/2 ㎝ 
上面叩き目あり 
借用資料

42 －

483 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.6 
外区中央：11.7 
外区内端：10.0

内区外端：9.5 
中房付根：2.5 
中房上端：2.2 

瓦当裏杵径：10.0

中房：0.9
褐灰色 

5YR5/1
布密度：14 × 16/2 ㎝ 
借用資料

43 －

484 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：18.6 
外区内端：14.5

内区外端：13.5 
中房付根：3.9 
中房上端：3.2

中房：0.55
灰白色 

5Y8/1
瓦当：単弁八弁蓮華文 
借用資料

43 －

485 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.8 
外区中央：12.2 
外区内端：10.4

内区外端：9.6 
中房付根：2.6 

瓦当裏杵径：11.5
－

灰色 

N6/
15 ㎜以上の礫混入 
借用資料

43 －

486 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.0 
外区中央：11.5 
外区内端：9.7

内区外端：9.1 
瓦当裏杵径：9.7

中房：0.8
灰白色 

N7/
借用資料 44 －

487 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区内端：14.4 
外区中央：12.6 
外区内端：10.7

内区外端：10.2 
中房付根：2.6 
中房上端：2.2 

瓦当裏杵径：11.0

－
灰白色 

2.5Y8/2

布密度：11 × 15/2 ㎝ 
全体に磨滅している 
借用資料

44 －

488 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：14.1 
外区中央：12.4 
外区内端：10.5

内区外端：10.0 
中房付根：3.0 
中房上端：2.3 

瓦当裏杵径：11.5

中房：(0.8)
灰黄色 

2.5Y7/2

布密度：14 × 18/2 ㎝ 
7 ㎜以上の礫含む、磨滅している 
借用資料

44 －

489 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部 － 瓦当裏杵径：10.5 －
灰白色 

2.5Y8/1
布密度：12 × 15/2 ㎝ 
磨滅、借用資料

45 －

490 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：18.9 
外区内端：14.9

内区外端：13.8 
中房付根：3.8 
中房上端：3.3 
瓦当裏杵径：9.7

中房：0.4
淡黄色 

5Y8/3

瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：18 × 22/2 ㎝ 
瓦当面朱あり 
借用資料

45 －

491 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：14.3 
外区中央：12.7 
外区内端：11.1

内区外端：10.1 
中房付根：3.1 
中房上端：2.1 

瓦当裏杵径：10.6

中房：0.8
灰白色 

2.5Y8/1

布密度：14 × 14/2 ㎝ 
全体に磨滅している 
借用資料

45 －

492 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：13.4 
外区中央：11.7 
外区内端：10.2

内区外端：9.4 
中房付根：2.6 
中房上端：2.0 
瓦当裏杵径：9.7

中房：0.9
灰白色 

N8/
布密度：13 × 17/2 ㎝ 
借用資料

45 －

493 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(13.6) 
外区中央：(12.0) 
外区内端：(10.3)

内区外端：(9.3) 
中房付根：2.6 
中房上端：2.1 

瓦当裏杵径：(11.8)

中房：0.9
灰色 

5Y6/1

瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：17 × 21/2 ㎝ 
瓦当側面に布目圧痕あり 
借用資料

45 －

494 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 －
外区外端：(6.0) 
外区中央：(5.2) 
外区内端：(4.2)

内区外端：(4.0) 
瓦当裏杵径：

(12.0)

最大：1.6 

最小：1.0 

中房：0.7

灰色 

10Y4/1

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：24 × 25/2cm 
借用資料

45 －

495 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 －
外区外端：(7.0) 
外区中央：(6.2) 
外区内端：(5.0)

内区外端：(4.0) 
瓦当裏杵径：

(14.0)

最大：(1.8) 

最小：(1.2) 

中房：1.7

黄灰色 

2.5Y5/1

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕
瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：11 × 18/2cm 
借用資料

46 －

496 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 －
外区外端：(6.0) 
外区中央：(5.1) 
外区内端：(4.5)

内区外端：(3.8) 
瓦当裏杵径：

(12.0)

最大：2.2 

最小：1.7 

中房：1.0

黄灰色 

2.5Y4/1

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：14 × 17/2cm 
借用資料

46 10

497 寿楽寺廃寺跡 軒丸瓦 －
外区外端：(7.0) 
外区中央：(6.3) 
外区内端：(5.7)

内区外端：(5.0) 
瓦当裏杵径：

(14.0)
中房：1.5

にぶい黄色 

2.5Y6/3

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
瓦当：単弁八弁蓮華文 
布密度：12 × 12/2cm 
借用資料

46 －

498 寿楽寺廃寺跡 丸瓦 － 右側面：(6.0) 狭端面：(4.9)
最大：2.0 

最小：1.6

にぶい黄褐色 

10YR7/4

凸面：タタキ 
凹面：布目痕 
側面：ヘラナデ、ヘラ切り 
布密度：14 × 16/2cm

47 －

499 寿楽寺廃寺跡 平瓦 － 右側面：(6.0) 広端面：(4.0)
最大：1.8 

最小：1.6

灰色 

5Y4/1

凸面：タタキ
凹面：布目痕、糸切り 
側面：ヘラナデ、ヘラ切り

47 －

500 寿楽寺廃寺跡 平瓦 － 右側面：(6.5) 狭端面：(6.8)
最大：2.0 

最小：1.6

浅黄色 

2.5Y7/3

凸面：ヘラナデ
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：17 × 18/2cm

47 －

598 太江遺跡 丸瓦 － 左側面：(4.0) －
最大：2.4 

最小：2.0

灰白色 

2.5Y8/2

凸面：ヘラナデ 
凹面：布目痕 
側面：ヘラ切り 
布密度：16 × 14/2cm 
焼成不良

52 －

599 太江遺跡 丸瓦 － 左側面：(4.5) － 最大：1.7
灰色 

5Y5/1

凸面：ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：18 × 20/2cm

52 －

600 太江遺跡 丸瓦 － 左側面：(8.0) 広端面：(6.0)
最大：2.4 

最小：1.4

暗灰色 

N3/

凸面：ヘラナデ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ、ヘラナデ 
布密度：13 × 13/2cm

52 －
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遺物 
番号

遺跡名 分類 部位

法量 
(cm、括弧内は残存 ) 色調 成形・文様等

挿
図

図
版

長さ 幅 厚さ

601 太江遺跡 丸瓦 後端部 右側面：(16.5) 狭端面：(10.2)
最大：3.5 

最小：3.0

黒色 

N2/

凸面：ヘラケズリ、ヘラナデ 
凹面：模骨痕、布目痕 
側面：ヘラケズリ 
布密度：20 × 20/2cm 
粘土合わせ目乙

53 －

602 太江遺跡 平瓦 狭端部 左側面：(13.5) 狭端面：(6.5)
最大：2.0 

最小：1.8

灰白色 

2.5Y8/2

凸面：タタキ、ヘラケズリ、ヘラナデ、狭端部
ナデオサエ
凹面：布目痕、糸切り、紐痕 
側面：ヘラ切り 
布密度：16 × 15/2cm 
焼成不良

53 －

644 高野光専寺遺跡 丸瓦 － 左側面：(11.0) －
最大：2.5 

最小：1.4

黄灰色 

2.5Y6/1

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
側面：ケズリ 
布密度：12 × 12/2cm 
寄贈資料

60 －

645 高野光専寺遺跡 丸瓦 － 右側面：(5.0) －
最大：2.0 

最小：1.6

黄灰色 

2.5Y5/3

凸面：ケズリ 
凹面：布目痕 
布密度：14 × 16/2cm 
寄贈資料

60 －

646 高野光専寺遺跡 丸瓦 － － － －
黄灰色 

2.5Y4/1

凸面：縄タタキ 
凹面：布目痕 
布密度：20 × 21/2cm 
寄贈資料

60 －

777 塔ノ腰廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(14.7) 
外区内端：(10.5)

内区外端：10.5 
中房付根：3.8 
中房上端：2.5 

瓦当裏杵径：11.0

最大：2.6 

最小：1.53 

中房：0.25

灰オリーブ色 

5Y5/2

瓦当：単弁十弁蓮華文 
内区に 1+4 の蓮子をもつ、粘土の貼り付け痕あ
り 
寄贈資料

69 －

778 塔ノ腰廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(18.0) 
外区中央：(16.5) 
外区内端：(15.0)

内区外端：(14.5)
最大：(4.0) 

最小：(2.0)

灰色 

7.5Y4/1

瓦当：単弁十弁蓮華文 
外縁は段状に巡る、弁と弁の間に鋸歯状の文様
を施す、瓦当裏面に粘土貼り付け・布目痕わず
かにあり、指頭圧痕あり、寄贈資料

69 －

779 塔ノ腰廃寺跡 軒丸瓦 瓦当部
外区外端：(15.0) 
外区中央：(13.0) 
外区内端：(10.5)

内区外端：(10.2) 
中房付根：(3.2) 
中房上端：(2.9) 
瓦当裏杵径：14.5

最大：3.5 

最小：1.8 

中房：(0.45)

にぶい黄橙色 

10YR6/4

瓦当：単弁十弁蓮華文 
内区に 1+4 の蓮子をもつ、粘土の貼り付け痕あ
り、瓦当裏面・外区周囲ナデ調整、寄贈資料

70 －

780 塔ノ腰廃寺跡 軒平瓦 瓦当部 － 瓦当最大幅：5.8 －
灰白色 

2.5YR8/1

厚さ 2.1 ㎝の平瓦部凸に厚さ 2.6 ～ 1.1 ㎝の粘
土板を貼り付け、段顎あり、平瓦部凹面に複数
の指頭圧痕あり、借用資料

70 －

930 中野山越遺跡 丸瓦 － 右側面：(7.2) － －
灰褐色 

7.5YR4/2
凸面：－ 
凹面：ナデ

78 －

950 西之御堂遺跡 平瓦 － 左側面：(4.5) －
最大：2.2 

最小：2.0

暗オリーブ

褐色 

2.5Y3/1

凸面：平行タタキ 
凹面：布目痕 
側面：ヘラケズリ、面取 
布密度：12 × 13/2cm

80 －

995
信包中原田 

古窯跡
丸瓦 － 左側面：(15.8) 広端面：(7.2)

最大：2.3 

最小：1.4

にぶい黄褐色 

10YR7/4

凸面：タタキ、ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：17 × 15/2cm

89 －

996
信包中原田 

古窯跡
丸瓦 － 左側面：(10.5) 広端面：(10.7)

最大：2.6 

最小：1.3

淡黄色 

2.5Y8/3

凸面：ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：17 × 15/2cm

90 －

997
信包中原田 

古窯跡
丸瓦 － 右側面：(5.2) 広端面：(12.0)

最大：2.7 

最小：2.0

灰黄褐色 

10YR5/2

凸面：ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：18 × 16/2cm

90 －

998
信包中原田 

古窯跡
丸瓦 狭端部

左側面：(14.0) 
右側面：(16.5)

－
最大：2.9 

最小：1.4

にぶい黄色 

2.5Y6/3

凸面：ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：18 × 17/2cm 
粘土合わせ目乙

91 －

999
信包中原田 

古窯跡
平瓦 － 右側面：(7.0) 狭端面：(6.8)

最大：2.4 

最小：1.4

明黄褐色 

10YR7/6

凸面：タタキ、ヘラケズリ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ 
側面：ヘラケズリ 
布密度：17 × 17/2cm

90 －

1000
信包中原田 

古窯跡
平瓦 － － 狭端面：(13.0)

最大：2.6 

最小：2.2

褐灰色 

10YR5/1

凸面：タタキ 
凹面：布目痕、ヘラケズリ、糸切り 
側面：ヘラケズリ 
布密度：17 × 17/2cm

91 －

1003 古町廃寺跡 平瓦 － 左側面：(4.1) 広端面：(7.1)
最大：2.5 

最小：2.4

灰色 

N4/

凸面：綾杉タタキ 
凹面：綾杉タタキ 
側面：ヘラケズリ、面取

92 －

1004 古町廃寺跡 平瓦 － － －
最大：2.6 

最小：2.4

灰色 

5Y6/1

凸面：平行タタキ 
凹面：布目痕、糸切り 
布密度：14 × 16/2cm

92 －

1005 古町廃寺跡 不明 － 左側面：(5.7) －
最大：2.1 

最小：1.6

暗褐色 

7.5Y3/3
凸面：綾杉タタキ、ナデ 
凹面：ケズリ

92 －

1074 東雲遺跡 丸瓦 － － －
最大：1.3

最小：0.9

灰色

7.5Y6/1
凸面：ケズリ
凹面：布目痕

97 －

1075 東雲遺跡 平瓦 － － －
最大：1.6

最小：1.4

灰白色

2.5Y7/1
凸面：縄タタキ
凹面：布目痕

97 －

1076 東雲遺跡 熨斗瓦 － － －
最大：1.4

最小：0.7

灰色

5Y5/1
凸面：縄タタキ
凹面：布面痕

97 －

1230 寺林遺跡 丸瓦 － － － 最大：(1.6)
暗灰黄色 

2.5Y5/2

凸面：側縁方向にナデ 
凹面：布目、布綴じ合わせ目 
布密度：15 × 16/2 ㎝ 
寄贈資料

117 －
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第３章　総　括

第１節　史跡江馬氏城館跡と傘松城跡の位置づけ

　史跡江馬氏城館跡は、飛驒市唯一の国指定史跡である。その指定前より埋蔵文化財保護行政の最前

線に位置付け、保護活用を図ってきた。『史跡江馬氏城館跡・名勝江馬氏館跡庭園保存活用計画』（平

成 31 年 3 月発刊予定）においても、さらに本質的価値の保存のための調査を行うことと、傘松城跡

の追加指定を目指すことを謳っている。その方針に則り、江馬氏城館跡と傘松城跡の調査を実施した。

（１）調査経過

　江馬氏城館跡は、中世北飛騨において吉城郡高原郷（現：飛騨市神岡町、高山市上宝町）を本拠と

した江馬氏との関連が伝わる城館群である。このうち１ヶ所の居館跡（下館跡）及び６ヶ所の山城跡

（高原諏訪城跡・土城跡・寺林城跡・政元城跡・洞城跡・石神城跡）が 1980（昭和 55）年に国史跡に

指定されている。国史跡の山城跡については、指定前に作成された測量図が存在するが、30 年以上

経過したことにより、道路や宅地等周辺の様相が変わって測量図更新の必要性が生じた。また、県史

跡の傘松城跡は岐阜県中世城館跡総合調査（平成 8 ～平成 16 年）の成果により、江馬氏関連の山城

跡としての位置づけがなされ、文化庁の中世城館遺跡検討委員会において、江馬氏城館跡の「追加指

定レベル」と認定された。飛騨市ではこれらを受け、江馬氏関連の城館跡の適切な保存活用を今後推

進するため、詳細測量図を作成することとした。

　しかし、対象となる城館は広大かつ地点が多く、現地は樹木が生い茂り、急斜面も多数存在する状

況であり、地形や城郭遺構を詳細に把握する手法を検討した結果、通常の等高線地形図作成に加えて、

樹木の間隙から地表に到達して地形計測を行う航空レーザー測量と、その成果を用いた微地形表現図

の作成が有効と考えた。

　測量図作成にあたっては、2009（平成 21）年度に国土交通省北陸地方整備局神通川水系砂防事務

所が実施した航空レーザー測量成果の貸与を受けて図化した。等高線地形図等の作成は株式会社イビ

ソクに委託した。微地形表現図作成については調査研究を主眼として、より微地形が見易い図面を作

成するためプロポーザルを実施し、審査会に於いて最も高得点であったアジア航測株式会社に委託し

た（以後、微地形表現図は「赤色立体図」と標記する）。なお、既存の測量成果では十分な精度が確

保できなかった傘松城跡、寺林城跡、洞城跡、石神城跡についてはアジア航測株式会社と協議し、再

計測を行って成果に反映した。計測は 2018（平成 30）年 11 月 3 日に実機ヘリにより実施し、飛行速

度 20m/ 秒、飛行高度 500m、計測密度 10 点 / ㎡、計測コースは 4 コース以上とした。これらの成果

として作成した各城跡の等高線地形図は第 137 図～第 144 図、赤色立体図は第 145 図～第 152 図のと

おりである。

　また、傘松城跡については詳細に現況を把握するため、作成した測量図をもとに 2018（平成 30）

年 12 月 25 日まで現地踏査を随時実施した。同時に、近世以降の土地の来歴を把握するために、絵画・

絵図等の資料調査も並行して実施した。
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204 　第 3章　総　括

第 137 図　下館跡・高原諏訪城跡等高線地形図



第 138 図　高原諏訪城跡主要部等高線地形図
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206 　第 3章　総　括

第 139 図　土城跡等高線地形図



第 140 図　寺林城跡等高線地形図
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第 141 図　政元城跡等高線地形図



第 142 図　洞城跡等高線地形図
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第 143 図　石神城跡等高線地形図



第 144 図　傘松城跡等高線地形図
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第 145 図　下館跡・高原諏訪城跡赤色立体図
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第 146 図　高原諏訪城跡主要部赤色立体図
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第 147 図　土城跡赤色立体図
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第 148 図　寺林城跡赤色立体図
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第 149 図　政元城跡赤色立体図
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第 150 図　洞城跡赤色立体図
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第 151 図　石神城跡赤色立体図
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第 152 図　傘松城跡赤色立体図
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（２）傘松城跡の調査結果

１. 歴史的環境と地理的環境

　歴史的環境と既往の調査成果

　傘松城跡は吉田城とも称される、中世高原郷の中心地・殿段丘を見下ろす山城である。傘松城跡に

関する同時代に史料は皆無であるため、その実態は不明である。伝承では城跡南東麓の神岡町小萱地

区にある薬師堂（国指定重要文化財）の懸仏に 1299（永仁７）年、藤原左兵衛尉国家という人物が

檀那として記されており、この記録をもって江馬氏入国以前の鎌倉時代築城とされてきた。また、さ

らに遡って平治の乱で敗れた源義平に絡んだ伝説もあるとされている（森本 1987）。このように平安

～鎌倉時代の築城伝承がある一方で、中世後期にこの地方を支配していた江馬氏の城とは伝わってこ

なかった。

　しかし、岐阜県が中世城館跡総合調査を実施し、当城の調査を担当した佐伯哲也によって、現存す

る城郭遺構は戦国時代末期のものである可能性が高く、現地に残る城郭遺構は江馬氏の最終段階であ

る 16 世紀末頃まで使用された可能性が高いことが指摘された（岐阜県教育委員会 2005）。また佐伯

は近年にも最新の調査成果を発表している（佐伯 2018、第 153 図）。

　これらを受け、江馬氏の山城として捉えた場合の傘松城跡に関する歴史的な変遷は以下のとおり考

えられる。直接高原郷の事件では無いが、『大乗院寺社雑事記』の 1581（文明 13）年５月条に古川盆

地の小島郷を治めていた飛騨国司・小島勝言の嫡子が、先年に「姉小路」との争いで討ち死にしたこ

とが記されている。応永年間ごろには姉小路氏は古川・小島・向の三家に分家しており、文明年間に

小島家と古川家で抗争があったことが分かる。こうした政治的緊張は、隣接する高原郷の江馬氏にも

影響を及ぼしていたものと推測される。江馬氏と古川盆地の勢力（姉小路氏）との対立は、史料から

は 1517（永正 14）年に確認できる。この年の２月、古川家の姉小路済継は飛騨国内の「錯乱」に対

応するために下向している。この対立の相手方は、高原郷の江馬氏であった（『宣胤卿記』）。また、

文献の内容からは前年の 1516（永正 13）年には、既にこの争いが起こったものと考えられる。

　その後、南飛騨から進出した三木氏が徐々に勢力を拡大し、1560（永禄３）年に三木良頼は従四位下・

飛騨守に叙任され、姉小路氏の一家・古川氏の名跡を継ぐ。この前後から古川盆地周辺は三木氏が押

さえ、高原郷の江馬氏と度々対立する状況であったと推測される。1564（永禄７）年には、江馬氏が

絡んで甲斐・信濃の武田方の軍勢が飛騨に侵攻し、高原郷も戦場になったと考えられる。こうした軍

事的緊張が高まった際には、江馬氏の拠点として傘松城がよく機能したものと考えられる。1582（天

正 10）年、「本能寺の変」後に、江馬氏は古川盆地へと進軍し、荒木郷八日町において三木氏と合戦

に到る（八日町の戦い）。結果、当主の江馬輝盛は討ち死し、その直後に三木方の小島時光が高原郷

に攻め入って本城の高原諏訪城は落城する（『寿楽寺蔵 大般若経裏書』）。以降も江馬時政なる人物の

活動が認められるなど江馬氏は以後も存続しているが（『河上家文書』）、その後の動向は不明であり、

1585（天正 13）年の金森氏侵攻後に江馬氏は完全に滅んだと伝わる。傘松城についても文献で確認

できないが、このころに廃城になったものと考えられる。
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第 153 図　傘松城跡縄張り図（佐伯 2018 より）
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傘松城跡
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吉田街道 越中東街道越中東街道

数河峠へ

八幡山城跡

　地理的環境（第 154・155 図）

　傘松城跡は現在の神岡市街地の西方・観音山（洞山）の山頂部に位置する。主郭の標高は 803 ｍで

あり、下館跡との比高差は約 350 ｍである。主郭からは江馬氏の本拠である高原諏訪城跡・下館跡・

東町城跡を捉えることができる。また、高原川上流（信州方面）に位置する岩ヶ平城跡・洞城跡・石

神城跡も視認できる。特に洞城跡・石神城跡については、江馬氏の本城・高原諏訪城跡から直接見る

ことができないが、傘松城跡を通すことで連絡することができる。高原川下流（越中方面）に位置す

る土城跡は山の陰になって視認できないが、狼煙による連絡は可能であったと想定される。また、西

側の越中街道沿いに位置する寺林城跡を眼下に見下ろし、吉田街道沿いの野中城跡も眼下に見下ろし

ている。寺林城跡の西方の街道沿いに位置する政元城跡・政元奥城跡・下山田城跡は直接見通すこと

はできないが、こちらも狼煙による連絡は可能であったと想定される。このような高原郷内の他の城

館や麓の集落・街道との立地関係から、傘松城跡は江馬氏の領域支配のための重要な山城であったと

推定される。

　傘松城跡は、江馬氏にとって防衛上の観点からも重要な立地にある。傘松城跡は、古川盆地から高

原郷へ通じる主要道である越中東街道や、城の南側を通る吉田街道・杉越峠を眼下に見下ろしている。

これらは、江馬氏が敵対していた姉小路氏・三木氏が拠点としていた古川盆地方面の街道・峠である。

仮に古川盆地から敵が侵攻した場合、本拠の高原諏訪城跡や下館跡からはこの観音山が屏風のように

前に塞がって峠・街道を見通せず、侵入を察知しづらいという立地上の弱点がある。傘松城跡はまさ

にこの屏風の上から見下ろすような位置にある。傘松城跡は、外敵への侵入警戒としても江馬氏にとっ

て最重要の軍事拠点であったと推定される。
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第 154 図　傘松城跡全景（高原諏訪城跡上空より）



0 5km

1 / 85,000

△

第 155 図　傘松城跡周辺関連要素位置図
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２. 調査成果

　１）赤色立体図の検討による傘松城跡の構造

　傘松城跡の構造を把握するため、今回作成した赤色立体図をもとに現地踏査を実施した。傘松城跡

は堀切や切岸等から読み取れる遮断線により、城としての機能や場所性の違いが推定できる。山頂部

周辺には、主郭を中心とするまとまった曲輪群や虎口・横堀・切岸・土塁等の城郭遺構が集中し、各

尾根とは堀切や両竪堀で分断されている。このため、主郭周辺を狭義の城域と捉え「主郭地区」とし

た。また、主郭から北・西・南東方向に派生する各尾根にもそれぞれ堀切・土塁・竪堀・曲輪・切岸

といった城郭遺構が認められる。特に堀切・切岸・土塁などの尾根を分断する遺構は傘松城跡の外側

の防御ラインとして捉えられる。これら各方向の尾根については、「主郭地区」からの取り付き方向

によって「西尾根地区」「北尾根地区」「南東尾根地区」「南地区」と区分した（第 156 図）。この５地

区について、それぞれの全体的な構造や、分布する城郭遺構の特徴を以下に述べる。
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第 156 図　傘松城跡地区区分図
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　主郭地区（第 157 図）

　主郭を中心に城郭遺構がまとまって分布する。曲輪１は山塊の最高所に位置するこの城跡で最も広

い平坦地で、主郭と想定される。平坦面は東西約 25 ｍ・南北約 35 ｍの規模がある。主郭北側に土塁

状通路を連結した平虎口が存在し、北西側から土塁状通路の上を通ることで主郭に到る構造となって

いる。この土塁状通路は主郭西側の切岸と一体になり、西方向から直行できないよう遮断されている。

　主郭（曲輪１）の西方向には曲輪２・３・４が存在する。うち曲輪２と３の間には横堀が存在し、

西側は切岸を伴う土塁が存在することから、西方向から直行し難い構造となっている。この横堀から

繋がる南側の通路の先には、竪堀が存在する。この竪堀は曲輪２に登る構造であることから、虎口で

ある可能性が考えられる。曲輪２はこの竪堀によって東西に分断されている。

　曲輪２・３・４の周囲を帯曲輪（曲輪５）が取り巻き、この地区の西側外郭を構成している。曲輪

５の南半分は横堀西側の切岸によって曲輪２・３と遮断されている。北半分は南側と比較すると緩い

が曲輪２・３に対して緩斜面が存在し、曲輪２と３の間の横堀に誘導するような構造となっている。

曲輪２は西側からは直行できないが北東側の通路から到る場合は緩やかに登るような構造となってい

る。また曲輪２の南東には、南東尾根方向への備えとして帯曲輪（曲輪６）が取り巻いている。

　主郭の北西部には２段の帯曲輪状の道が存在し、上段の道は主郭北部の堀切１から土塁状通路まで

接続している。下段の道は北尾根地区まで続いている。なお、現地踏査では判然としなかったが、赤

色立体図には下段の道から寺林方面の谷へ下りる、つづら折れの道が確認できる。

　主郭地区の西端には巨大な堀切２を設けて、尾根を完全に遮断している。幅約 15m・高さ約 7.5m

を測り、南北の谷にそれぞれ 20m 以上竪堀状になって続いている。また、城側の切岸上部には土塁を

設けて、その北側の切岸には竪堀を設けている。南地区の斜面にも竪堀を設けており、斜面の回り込

み制限を意図したものと推測される。また曲輪１の北部には堀切１が存在する。幅約 15m・高さ約 4.5

ｍで堀切２より高さが低く、堀底に土橋が認められる。

第 157 図　傘松城跡主郭地区
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　西尾根地区（第 158 図）

　主郭地区から西方向に延びる尾根上の地区で、堀切・土塁・切岸等の城郭遺構が点在する。尾根の

分岐にあたる箇所に曲輪７が存在し、尾根の形状に沿って L 字状に土塁を設けている。南側の切岸に

は竪堀を設けて主郭（東）方向への回り込みを制限している。曲輪７の北側尾根に堀切等は確認でき

ないが、南側尾根上には堀切４が存在する。堀切４は曲輪７から監視する位置にあり、西尾根地区の

最初の遮断線と考えられる。曲輪７と主郭地区の中間地点に堀切３が存在する。幅約15ｍ・高さ約7.5m

を測り、東側に存在する主郭地区の堀切２と同様に大規模である。堀切の西側に土塁が存在し、主郭

（東）方向にも土塁が存在する。堀切東側土塁は、南北に延びる尾根地形を利用して設けており、と

もに主郭方向への回り込み制限を意図したものと考えられる。この土塁は尾根の自然地形に沿って構

築されているため尾根の直交部でズレが生じており、その部分は切岸によって遮断線を補完している。

　北尾根地区（第 159 図）

　主郭地区から北方向に延びる尾根上の地区で、昭和期に建設された放送施設群の影響により全体的

に大きく改変を受けている。これら放送施設及び跡地の敷地には曲輪等の城郭遺構が存在した可能

性が高いが、地表面観察では判然としない。北尾根地区は越中街道と神岡の中心部をともに見下ろす

絶好の立地であり、それが現代に放送施設が多数建設された理由になったと考えられる。曲輪８は現

代施設が存在するが、主郭地区と接していることや東側に小規模な平坦地が伴うことから城郭に伴う

曲輪と推定される。曲輪８から約 70m 北地点に堀切５が存在する。またその北側の尾根上には放送施

設が点在する。現代の放送施設や登山道整備で影響を受けているため明確ではないが、堀切５から約

110m 北地点に城郭遺構と考えられる地形が認められる。放送施設が存在する平坦地の北側に堀切も

しくは両竪堀と考えられる掘り込みが存在し、北側には土塁状の高まりが認められる。これらが城郭

遺構である場合、北尾根地区の最初の遮断線と想定できる。

　北尾根地区の堀切５は、西尾根地区の堀切３と比較して規模が小さい。北尾根地区と主郭地区を繋

ぐ堀切１も同様であり、堀底には土橋が存在する。また帯曲輪状の道は主郭地区に接続している。こ

のように西尾根地区及び南東尾根地区と比較して主郭地区への遮断性が低く連続性が高いことから、

北尾根地区は城兵の動線上に位置し、主郭地区と一体で機能していた可能性が考えられる。

　南東尾根地区（第 160 図）

　主郭地区から南東方向に延びる尾根上の地区で、他の尾根地区と比較すると遺構の分布は少ない。

主郭地区付近に両竪堀が設けられており、主郭地区との明確な遮断線として認められる。その先の尾

根沿いには小規模な平坦地群が点在するが、どのような性格の遺構か判断できない。さらにその先の

曲輪９～１０は城郭遺構と考えられ、曲輪１０と９の間は高さ２m ほどの切岸が設けられている。こ

れが南東尾根地区における最初の遮断線と想定される。その南（外側）に位置する曲輪１１は曲輪

１０に伴う遺構である可能性があり、その先の尾根上にも小規模な平坦地群が存在する。

　南地区（第 161 図）

　主郭南側の斜面地区。地区の西部に竪堀が存在し、西側の堀切２（主郭地区内）から南斜面への回

り込み制限を意図したものと考えられる。また、地区全域に小規模な平坦地が多数分布する。他の城

郭遺構との関連性が判然としないため、近世以降の遺構の可能性も含め、今後の検討課題である。
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第 159 図　傘松城跡北尾根地区

第 158 図　傘松城跡西尾根地区
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第 161 図　傘松城跡南地区

第 160 図　傘松城跡南東尾根地区



　２）資料調査

　測量調査と並行して、近世以降の資料調査を実施した。その目的は城名の整理を実施することであっ

た。飛騨市内の城館名は同時代史料に現れるものが少なく、近世以降に呼称された城館名が殆どであ

る。また、１つの城館についても複数の呼称が存在しているものも多い。傘松城跡についても、『飛州志』

では「吉田城」と呼称されている他、「傘松」の読みも地元では「からかさまつ」「かさまつ」という

２つの読み方が伝わっている。今後の指定の際の名称決定や、呼称する際の指標とするため、他の飛

騨市内の各城館も合わせて資料を確認し、呼称を整理した。

　

　記録類に表記のある城館名の整理

　飛騨地方における近世から明治初期にかけての代表的な地誌としては『飛州志』・『飛騨国中案内』（以

下、『国中案内』・『斐太後風土記』（以下、『後風土記』）が挙げられる。また、飛騨の城を網羅的に調

査したものとしては『定本 飛騨の城』（以下、『飛騨の城』）・『岐阜県中世城館跡総合調査報告書』（以

下、『総合調査報告書』）が挙げられる。これらの各記録に見られる城館名を整理した（第 47 表）。

　例えば、江馬氏の下館跡（指定名「下館跡」）について、『飛州志』では「江馬之下館」、『国中案内』

では「江馬殿の下屋敷」、『後風土記』では「居館」としてそれぞれ表記されている。いずれも江馬氏の

居館や下館としての伝承をもとにしており、『飛騨の城』においてはそれらを受け「根小屋」としている。

地区 指定文化財名
飛州志 
（1728 ごろ）

飛騨国中案内
（1746 ごろ）

斐太後風土記（1873）飛騨の城（1987）
岐阜県中世城館跡総合調
査報告書（2005）

神岡

下館跡 江馬之下館 江馬殿の下屋敷 居館 根小屋 江馬氏下館跡

高原諏訪城跡 諏訪城 古城跡 諏訪城
高原諏訪城 
（旭山城、江馬城）

高原諏訪城跡

土城跡 鬼城 鬼ヶ城 - - 土城跡（鬼ヶ城）

寺林城跡 寺林城 村郭跡
寺林城、 
久米城之介古城 
（玄蕃ヶ城）

寺林城（玄蕃城） 寺林城跡（玄蕃城）

政元城跡 - - 古城跡（正本古城） 政本城（政元城） 政元城跡（山田城跡）

洞城跡 洞城 古城跡 洞城址 洞城 洞城跡（麻生野城）

石神城跡 二越城 - 杏子城址 杏城（奥二越屋形）
石神城跡 
（杏城跡、二越城跡）

傘松城跡 吉田城 - 傘松古城跡 傘松城 傘松城跡

東町城跡
東町城、 
江馬之御館

古城跡 -
船津東町城 
（沖野城、野尻館）

東町城跡（野尻城跡）

八幡山城跡 - - - 八幡山城 八幡山城跡

古川

古川城跡
蛤城 
（古川ノ城）

蛤ヶ城 蛤蜊城（古川城）
蛤城 
（古川城、高野城）

古川城跡（蛤城跡）

小島城跡 小島城 小嶋の城 小島古城 小島城 小島城跡

野口城跡
野口城、 
袈裟丸城

古城跡 古城跡 野口城 野口城跡

向小島城跡 向小島城 白米ヶ城 向小島古城跡 向小島城
向小島城跡 
（信包城跡）

小鷹利城跡 小鷹利城 古城跡 小鷹狩本城跡
小鷹利本城 
（付・古川黒内城）

小鷹利城跡

増島城跡 増島城 益嶋の城 増島古城 増島城 増島城跡

百足城跡 百足城 - - 垣内山城（百足城） 百足城跡（垣内山城）

下北城跡 下北城 - 下北城 下北城 下北城跡

( ) は、文献内で別称として記載があるもの

第 47 表　飛騨市内の主な城館名（記録・報告より）
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　また、東町城（指定名「東町城跡」）について、『飛州志』では「東町城」「江馬之御館」、『国中案

内』では「古城跡」とし、『後風土記』には記載が見られない。「東町城」という名称は、近世の村名

で現在の大字にあたる「東町村」に由来する。「江馬之御館」という名称は、江馬氏の持城としての

伝承に由来している。『国中案内』では単に「古城」としているが、江馬氏家臣の川上中務尉の居城で、

後に金森氏家臣の山田小十郎が居住したという伝承を記している。なお、『飛騨の城』に見られる「沖

野城」は付近に「沖野」という小字が存在することから由来したものと考えられ、「野尻館」はこの

付近の土地の通称から由来したものと考えられる。その他、洞城（指定名「洞城跡」）は、『飛州志』・

『後風土記』では「洞城（址）」、『国中案内』では「古城」として伝承を載せている。城山の南麓の集

落地区の小字が「洞」であり、そこから由来したものと考えられる。

　一方、古川盆地の城館の名称は若干異なる。古川盆地は飛騨国司・姉小路氏の本拠であり、応永年

間以前に分家した「古川」「小島」「向（後の小鷹利）」の三家の名を冠する郷名が伝わっており、そ

れぞれに由来の城（古川城・小島城・向小島城・小鷹利城）が存在する。これは地名由来として考え

ると、神岡で見られる大字・小字由来より一段上の階層である。

　このように、それぞれの記録に見られる城名を抽出・整理するとその由来となった性格から「①史

料準拠型」「②地名由来型」「③伝承由来型」の３類に分類できる（第 48 表）。①史料準拠型について

は、史料から同時代に呼ばれていたと確認できる城名であり、「諏訪城」「古川城（古川ノ城）」「小島城」

の３城のみ確認できる。「諏訪城」「小島城」については古川町の寿楽寺蔵の大般若経裏書の八日町合

戦の記事に確認できる。「古川城」については、原本は残っていないが、『飛州志』所載の飛騨一ノ宮

神社棟札文に確認できる。②地名由来型は、その城館が所在する地名（又は近隣の地名）に基づいて

呼称されており、各城館の呼称として一般的なものである。②は更に「郷名」・「大字」・「小字」・「通称」

の４類に分類できる。③伝承由来型については、城主や言い伝えに由来したものと考えられる。②と

③については地名が伝承をもとにしたものもあると考えられ、「政元城」など重複したものも存在する。

③は神岡町内の城館については、この政元城を除いてあまり呼称されることがないが、古川町内の城

館については「城主＝地名」であることから、一般的に呼称されている。また古川城の別称である「蛤

城」は現地に由来となった「蛤石」が現在も存在することから、こちらも地元で呼称されている。

　以上のように、一つの城に対して名称が複数存在する城が多数あり、それぞれどのような由来があ

るかを整理した。このうち、①は同時代に則した呼び方と判断できるため呼称する優先度は高いと言

える。②③については、同時代史料では確認できず、近世以降に確認できる地名や伝承から由来する

ものであるため、それぞれは並列的な関係にあると考えられる。
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　「傘松城」の読み方と近世の様相について

　前項の整理により、傘松城跡の城名は吉田村の「字傘松」の地名がその由来になったと考えられる。

「字傘松」は近世後期には麓に白山神社が存在したことが確認できる場所で、山上の城跡付近まで含

まれる。明治初期に作成された「神岡村吉田組絵図面」（吉田区所蔵）には、この字の読みが記され

ており、そこには「字カラカサ松」とある（第 162・163 図）。よって、記録に則した呼び方としては

「からかさまつ」と読むのが適当であると考えられる。

　なお、傘松城跡は吉田・寺林・釜崎の３地区が尾根を境に接している。近世成立の「越中東街道画

巻」（神岡町 洞雲寺蔵）には、傘松城跡付近の山上に小屋が描かれている（第 164 図）。その他、寺

林地区には「小屋場」という字名が山城の範囲内で認められる。これらから、城名の由来にあるよう

な麓の集落や神社との関係も伺えるが、山林としての活用もなされていたと考えられる。また、前項

の測量図の検討によって、城郭の存続していた戦国時代には北尾根を経由して主郭に登城したと推定

できるため、山麓の拠点は城の北方向にあったと考えられるが、「吉田城」「傘松城」という城名から

近世以降は南側の吉田村の城山としての位置づけが強くなされていることも特徴的と言える。

地区 指定文化財名
①史料準拠型 

（※文献）

②地名由来型
③伝承由来型

郷名 大字 小字 通称

神岡

下館跡 （殿）
根小屋、江馬之下館、
五ヶ石

高原諏訪城跡 諏訪城（１） 旭山城 江馬城

土城跡
土城（本来は隣
の牧区）

鬼城、鬼ヶ城

寺林城跡 寺林城 玄蕃城
玄蕃城、 
久米城之介古城

政元城跡
山田城（本来は
隣の西区）

政元城、政本城、 
正本城（字正元）

政元城

洞城跡 麻生野城
洞城（麓の集落：
字洞）

石神城跡 石神城
二越城、 
奥二越屋形

杏城、杏子城

傘松城跡 吉田城 傘松城

東町城跡 東町城 沖野城 野尻城、野尻館 江馬之御館

八幡山城跡 八幡山城

古川

古川城跡 古川ノ城（２） 古川城
蛤城（蛤ヶ城、蛤蜊
城）、古川城

小島城跡 小島城（１） 小島城 城山
小島城 
（小嶋の城）

野口城跡
野口城、 
袈裟丸城

砦山

向小島城跡 向小島城 信包城
向小島城、 
白米ヶ城

小鷹利城跡 小鷹利城 黒内城 小鷹利城

増島城跡
増島城 
（益嶋の城）

百足城跡

下北城跡
下北城 
（字下気多）

(1) 寿楽寺蔵 大般若経裏書
(2) 飛州志所載 享禄二年 飛騨一ノ宮神社 棟札文

第 48 表　飛騨市内の城館名由来整理表
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第 163 図　神岡村吉田組絵図面 関係部分拡大と翻刻文

第 162 図　神岡村吉田組絵図面



３. まとめ

　以上の成果から傘松城跡の特徴

を整理したい。傘松城跡は主郭を

拠点として三方の尾根上に城郭遺

構が展開する。北尾根は放送施設

による改変が認められるが、残存

する堀切等の遺構や主要街道と高

原郷中心地を見下ろす立地から、

重要な場所であったと考えられ

る。南東尾根は明確な城郭遺構は

少ないが、最低限の遮断線は設け

られている。

　主郭周辺においては、高さ２～

３ｍ程度の切岸や横堀等を幾重に

も廻らし、西方向からは主郭に攻

め難い構造が認められる（第 165

図）。通路設定や多くの遮断線に

よって、攻め手は長時間城兵から 第 165 図　傘松城跡主郭地区鳥瞰図（南西方向から）

第 164 図　越中東街道画巻（傘松城跡付近拡大）
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の攻撃に晒されるような構造となっている。この主郭周辺の様相は高原諏訪城跡等、他の江馬氏の山

城と比較しても遜色ない構造であるため、傘松城跡は江馬氏の最終段階である 16 世紀後半まで使用

していたと推定される。

　主郭周辺と合わせて、防衛上重視したのが西尾根であったと考えられる。この方面には土塁等を伴

う大規模な堀切２・３や切岸・竪堀・堀切を伴う曲輪７など、防御遺構を幾重にも設け、明らかに西

方向からの攻めを警戒している様子が認められる（第 166 図）。この西尾根の堀切の規模を、北尾根

の堀切１・５と断面図で比較検討するとより違いが明らかである（第 167・168 図）。西尾根の堀切２・

３はともに幅約 15m・高さ約 7.5 ｍの規模がある。一方、主郭と北尾根を区切る堀切１は堀底に土橋

が存在し、幅約 15 ｍ・高さ約 4.5 ｍの規模である。そこから約 90 ｍ北地点に存在する堀切５は幅約

9m・高さ約 3.8m の規模である。堀切１の堀幅は西尾根の堀切２・３と同規模であるが、高さは西尾

根の堀切の方が 3m 以上高い。また主郭方向の切岸の角度をそれぞれ比較すると、堀切２は約 40°で

あるが、堀切１は約 25°であり、西尾根の方が急峻である。この堀切の規模や切岸の急峻さの違いは、

明らかに古川盆地方面からの敵の侵攻を警戒していることを示していると考えられる。西尾根の堀切

２・堀切３と同規模の堀切は、神岡町内では他に高原諏訪城跡と洞城跡の２城に認められる。高原諏

訪城跡は江馬氏の本城であり、洞城跡は直系の麻生野氏の居城と伝わる。そのため傘松城跡の築城ま

たは改修にあたっては、２城と同様に江馬氏本家の意向が働いた可能性が考えられる。

　なお、城兵の動線については南東尾根の城郭遺構の分布の少なさや、虎口や通路遺構の取り付きか

ら北尾根を経由し、土塁状の通路を通って直接主郭に出入りしたものと考えられる。その場合、城兵

は釜崎・朝浦・寺林地区のいずれ

かより登城したと推定できる。

　その他、立地的環境から傘松城

跡は周辺の城館や多くの街道・集

落を見下ろすことができる場所に

ある。江馬氏の本拠であった下高

原郷内の殆どの城館と直接連絡で

きる山城はこの傘松城跡が唯一で

あり、江馬氏の領域支配の拠点と

して、極めて重要な立地にあった

と言える。また、古川盆地方面か

らの敵の侵入を本拠地にいち早く

伝達する立地でもあるため、軍事

上も非常に重要な拠点であったと

言える。

　以上により、傘松城跡は城郭遺

構の様相から 16 世紀後半まで使用

されたと推定でき、立地条件も合

わせて検討すると、16 世紀前半～

後半にかけて史料で確認できる古
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第 166 図　傘松城跡西尾根地区鳥瞰図（南西方向から）
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川盆地の勢力（姉小路氏・三木氏）との対立状況と対応している。よって、傘松城跡は高原郷の支配

や、周辺の勢力との争いに備えるために江馬氏が構築・改修したと想定され、江馬氏が滅亡する天正

年間まで、その拠点として非常に重要な役割を果たした山城であったと考えられる。

　今回、赤色立体図を用いた地表面観察によって、傘松城跡の正確な遺構の規模や微細な道跡などを

把握することができた。また、この手法は他の山城跡や古墳等の山林に所在する遺跡の発見や、正確

な遺構の規模の把握に有効であることを確認した。今後はこうした手法も用いて詳細な遺跡の分布把

握に努めるとともに、傘松城跡においては当時の堀底の検出による正確な堀切の規模や、平坦地の建

物等の構造物の存在を、発掘調査等によって再検証することが求められる。一方で、虎口や通路設定

の様子など、赤色立体図のみでは細かな城郭遺構の構造を示すことが難しい場合もあるため、従来ど

おり縄張り図と併用した検討も必要であると考えられる。また、良好に現存する城郭遺構についても、

林道や放送施設等の開発によって、これ以上影響が及ばないよう対策を講じる必要がある。

第 168 図　傘松城跡尾根部分　断面図

第 167 図　傘松城跡尾根部分　断面図位置図
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第２節　遺跡の変遷

（１）古川町の遺跡分布と変遷

　古川町内の遺跡は、盆地をのぞむ山麓裾部に多く立地する（第 169 図）。これらの遺跡から見た古

川町の歴史については、『飛驒古川歴史をみつめて』において既に整理されている（河合 2015a ～ d、

戸田 2015）。ここでは先行研究を踏まえつつ、『飛驒市遺跡地図』（飛驒市教委 2018）作成のために各

遺跡で採集された遺物から、改めて盆地全体の様相を提示したい。なお、古川町で最も広い盆地は古

川国府盆地と通称され、高山市国府町域と一体であり、歴史的にもつながりが深い。したがって、遺

跡の様相を考えるにあたり国府町域の遺跡も踏まえる。

　旧石器時代　わずかに中野山越遺跡（89）で神子柴型石器が採集されているのみである。明らかな

遺跡としては確認できない。

　縄文時代　縄文時代になると遺跡数が増える。町内には 33 遺跡が認められる。概ね河川に面し、

空が広がる日当たりが良い山麓裾部から高位河岸段丘にかけて立地する。最も古い遺跡は早期の押形

文土器がみられる沢遺跡（37）である（飛驒市教委 2017）。山麓裾部に立地する。他にも、押形文土

器は岡前館跡（7）で、早期の異形部分磨製石器は中野トンビヶ洞遺跡（83）で見られる。岡前遺跡

（4）や黒内細野遺跡（26）、御番屋敷遺跡（33）、中野山越遺跡（89）など中期を主体とする遺跡は、

河岸段丘の比較的広い平坦地や緩斜面に立地している。また、縄文時代の特徴的な石製品としては石

棒類がある。その中でも、飛驒市宮川町塩屋で産出する塩屋石で作った石棒類が、黒内細野遺跡（26）・

谷遺跡（71）・中野トンビヶ洞遺跡（83）で見られる。後・晩期になると、発掘調査で実態が把握さ

れている黒内細野遺跡（26）・中野山越遺跡（89）以外は、御物石器 27・291 や石冠 729、独鈷石 837

などの石製品に垣間見られるが土器は少ない。

　弥生時代　弥生時代に入ると、岡前遺跡（4）・上町遺跡（22）・杉崎廃寺跡（49）において中期の

太型蛤刃石斧と横羽状文甕が見つかっており、杉崎廃寺跡（49）・上町遺跡（22）・大洞平遺跡（82）

において終末期の北陸系有段口縁甕が見られる。立地を比較すると、岡前遺跡（4）・中野大洞平遺跡

（82）が高位の河岸段丘に位置する縄文時代以来の遺跡であるのに対し、上町遺跡（22）・杉崎廃寺跡

（49）は低位の河岸段丘に位置する。上町遺跡（22）では、土壌分析により弥生時代終末期に離水し、人々

が生活するようになったと推察している（飛驒市教委 2016）。古川町内では、弥生時代に至って宮川

がほぼ現在の河道に落ち着き、生活の場を高位から低位の河岸段丘に移すことができるようになった

可能性が高い。なお、弥生時代ではないが、杉崎廃寺跡において水田遺構が見つかっている（杉崎廃

寺跡発掘調査団 1998）。低位河岸段丘に移るのは、稲作を行いやすい環境を求めてのことであったと

推察される。

　古墳時代　集落跡・散布地は 13 遺跡である。上気多遺跡（9）や上町遺跡（22）、太江遺跡（51）

などに代表されるように古墳時代後期から古代まで継続的に営まれる遺跡が多い。

　また、古墳は 143 基認められる。信包八幡神社前方後円墳（105）が最も大きい古墳である。群集

墳の数では、上野井西古墳群 23 基（16）、上野水上洞古墳群 17 基（21）、中野山越古墳群 12 基（88）、

杉崎狐洞古墳群 10 基（48）と続くが、多くは 10 基未満で構成される。群集墳が立地する丘陵や山地

の麓裾部には集落跡・散布地の遺跡が立地する場合が多い。岡前遺跡（4）－岡前諏訪神社裏古墳群（6）・

杉崎狐洞古墳群（48）、上気多遺跡（9）－上気多沢古墳群（14）、太江遺跡（51）－稲荷神社古墳群（2）・
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太江多度古墳群（56）・太江前平古墳群（62）、中野山越遺跡（89）－大洞平古墳群（3）・中野山越古

墳群（88）が例として挙げられる。

　一方で、集落遺跡から望む位置に単独で古墳が存在する場合もある。上町遺跡（22）－海具江古墳、

上気多上野遺跡（10）・上気多榊岡遺跡（12）－上気多古墳（11）、高野巾ノ上遺跡（66）－高野水上

古墳（68）・高野光泉寺古墳（65）である。これらの組合せを想定する場合、集落と古墳との年代を

考える必要があるため、出土遺物や石室の年代観についての調査を行って検証しなければならない。

　さらに、五阿弥塚古墳（28）や中気多三塚古墳群（81）のように、沖積地に単独で所在する場合も

ある。これらの墳墓を営んだ集落遺跡がよく分かっていないことも課題と言える。

　古代　集落跡・散布地等で 39 遺跡がある。このうち、多くの面積を発掘調査しているのが上町

遺跡（22）である。上町遺跡で最も特徴的なのは、11 棟の大型掘立柱建物跡である。これらは官衙

中枢を支えた施設の可能性が高く、上町遺跡が官衙関連遺跡と考えられる根拠となっている（河合

2015）。

　古代寺院遺跡は6遺跡である。古代寺院のうち、寿楽寺廃寺跡（45）・沢廃寺跡（38）など山麓に位置し、

杉崎廃寺跡（49）・古町廃寺跡（109）・上町廃寺跡（23）は沖積地に位置する。選地が異なる事例である。

一方、平安時代の寺院である西ヶ洞廃寺跡（90）の近隣には、同時代の集落跡・散布地を確認できな

い。寺院が修業の場として機能していたことを示す事例と考えられる。

　また、飛鳥時代後半から奈良時代にかけての寺院遺跡の近隣には集落跡・散布地がある。寿楽寺廃

寺跡（45）－太江遺跡（51）、杉崎廃寺跡（49）－岡前遺跡（4）・岡前館跡（7）・岡前奥御堂跡（5）、

沢廃寺跡（38）－上気多遺跡（9）、上町廃寺跡（23）・古町廃寺跡（109）－上町遺跡（22）を例とし

て挙げられる。それぞれ寺院を支えた集落遺跡であった可能性が高い。ここで挙げた集落跡・散布地は、

全て古墳との関連も想定できた遺跡である。すなわち、稲荷神社古墳群（2）・太江多度古墳群（56）・

太江前平古墳群（62）－太江遺跡（51）－寿楽寺廃寺跡（45）、海具江古墳－上町遺跡（22）－上町

廃寺跡（23）、上気多沢古墳群（14）－上気多遺跡（9）－沢廃寺跡（38）、岡前諏訪神社裏古墳群（6）・

杉崎狐洞古墳群（48）－岡前遺跡（4）－杉崎廃寺跡（49）である。なお、杉崎廃寺跡の発掘調査では、

大型円墳も確認している。これらは、古墳から古代寺院へと移り変わる事例として提示できる可能性

がある。

　中世　集落跡・散布地は 5 遺跡、山城などの城館跡は 13 遺跡を数える。古川を囲む盆地には、飛

驒国司姉小路に関わる城館跡が存在する。主なものは、古川城跡（108）・小島城跡（30）・小鷹利城

跡（31）・向小島城跡（113）・野口城跡（97）である。そのうち、小鷹利城跡（31）・向小島城跡（113）・

野口城跡（97）では畝状空堀群が認められ、三木氏による改修の痕跡と考えられる。最も発達した畝

状空堀群を伴う城館は、広瀬城跡である。なお、三木氏は 16 世紀中頃に姉小路氏の名跡を継ぐ。さ

らに、古川城跡（108）・小島城跡（30）では、巨石と裏込めを用いた石垣が残る。これらは金森氏に

よる改修の痕跡と考えらえる。その後、増島城跡（110）が築かれた。以上のように、古川周辺には、

姉小路氏－三木氏－金森氏という中世から近世にかけての流れを追える城館跡が存在する。

　姉小路氏の居館跡とされてきたのが岡前館跡（7）である。ここでは、まとまった量の土師器皿を

採集することができた。土師器皿は儀礼や酒器に使用されていたとされる。これまで伝承であった岡

前館跡で、初めて中世館跡に関わる遺物を確認したことになる。今後は、現在発掘調査を進める山城

で出土した土師器皿と比較検討し、年代観についても考えて行く必要がある。
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（２）　神岡町の遺跡分布と変遷

　神岡町の遺跡は、高原川とその支流河川に形成された河岸段丘に点在する。これらの遺跡について

は、『神岡町史通史編Ⅰ』（飛驒市教委 2009）において初めて網羅された。ここでは、先行研究に従

いつつ、新たな採集遺物による知見も加えて報告する（第 170 図）。

　縄文時代　集落跡・散布地で 21 遺跡を数える。今回の調査で最も古い遺物は、梨ヶ根神成遺跡（49）

の有舌尖頭器（1272）であり、次いで梨ヶ根上垣内遺跡（48）の押型文土器（1246）である。立地では、

東雲遺跡（2）、麻生野遺跡（5）、石神遺跡（8）、上朝浦遺跡（22）、下小萱遺跡（33）などのように

広めの河岸段丘に立地する遺跡がある一方、盆地へ至るまでの狭小な河岸段丘上に、現在の集落と重

なるような形で立地する遺跡がある。高原川上流方面では、遊幡石神社遺跡（4）、上小萱井ノ下遺跡

（23）、数河中田遺跡（37）などであり、山田川方面では、柏原遺跡（17）、堀之内遺跡（66）などである。

このように、神岡町内の縄文遺跡には、広い河岸段丘に大規模な集落跡の様相を呈する遺跡と、狭小

な河岸段丘に小規模な集落跡が想定される遺跡がある。なお、調査記録が残っているのは上朝浦遺跡

（22）のみであるが、石神遺跡（8）、塩野遺跡（31）などいくつの遺跡で炉跡が見つかったと伝わる。

　古墳時代　集落跡・散布地で 2 遺跡と、古墳を 1 基数える。これまで、数点の遺物散布が認められ

るだけであったが、東雲遺跡（2）・下小萱遺跡（33）においては、古墳時代前期のまとまった遺物が

確認された。ともに広い河岸段丘に位置し、縄文時代の遺物も確認できる複合遺跡である。縄文時代

には 2 つのパターンの遺跡立地が認められたが、神岡町域の古墳時代遺跡は広い段丘に位置する。こ

のため、神岡町域では、古墳時代前期に広い敷地を求めて生活の場を移した可能性が高い。理由とし

ては、稲作を行いやすい場所を求めてであったと推察される。なお、古墳は柏原古墳（18）のみであ

る。しかし、考古学的調査などにより柏原古墳の実態を把握する必要があろう。

　古代　集落跡・散布地で 9 遺跡を数える。須恵器等を確認した塩野遺跡（31）・下山田遺跡（34）・梨ヶ

根中垣内遺跡（51）・殿坂口遺跡（47）・佐古遺跡（30）などは、狭小な河岸段丘に縄文時代の遺跡と

重なって分布する。一方で、古代瓦を採集した東雲遺跡（2）・寺林遺跡（42）は神岡町内でも広い河

岸段丘に立地する遺跡である。このように、集落跡・散布地は狭小な河岸段丘に立地し、瓦散布地は

広い河岸段丘に立地するという差異が認められる。東雲遺跡・寺林遺跡が立地する河岸段丘は、とも

に伽藍を持つような広大な平坦地は無いものの、他と比べて規模の大きい集落遺跡であった可能性が

高い。その集落内に瓦葺の御堂のような建物があった可能性を指摘しておく。

　中世　集落跡・散布地で 11 遺跡、山城跡など城館跡で 26 遺跡を数える。下館跡（12）・高原諏訪

城跡（38）・洞城跡（65）・石神城跡（9）・政元城跡（67）・寺林城跡（43）・土城跡（45）が、江馬氏

城館跡として市内唯一の国史跡に指定されている。これらは中世期に江馬氏が神岡町域を支配するに

あたり、群として城館を機能させたことがよく分かる。さらに町内には、傘松城跡（16）・八幡山城

跡（60）・東町城跡（62）など江馬氏関連の城館跡が点在する。

　集落跡・散布地では、寺林遺跡（42）・梨ヶ根中垣内遺跡（51）・梨ヶ根森屋遺跡（52）など縄文遺

跡と重なって分布する。また、遺跡登録は無いが、神岡町笈割と森茂（69）でも珠洲焼の破片が見つ

かったとのことである。これらのことから、中世の集落跡・散布地は神岡町の中心盆地へ出入りす

るための街道沿いに立地すると指摘できる。なお、神岡町には金森宗貞邸跡（20）や東町城跡（62）、

金森左京屋敷址（19）など近世の遺跡もある。東町城跡（62）は金森氏の改修が想定されている（佐

伯 2006）。中世を引き継いで中心的な町場や拠点を支配した事例となる可能性がある。
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第 170 図　神岡町主要遺跡分布図



（３）　成果と課題

　これまで、今回の分布調査成果から古川町と神岡町の遺跡を概観した。

　古川町域では、縄文時代遺跡が山麓裾部に集まる。これに対し、弥生時代になると低位段丘に遺跡

が営まれる様相を提示した。また、古墳時代から古代にかけて営まれる集落跡・散布地の近隣には、

古墳と古代寺院があることも提示することができた。中世では、盆地を取り囲む飛驒国司姉小路氏の

城館が、三木氏・金森氏に改修された状況を確認した。

　神岡町域では、遺跡が神岡町市街地の盆地へ出入りするための河川と街道沿いに分布する。縄文時

代の遺跡が最も多く、古墳時代・古代遺跡は縄文遺跡と重なる形で分布する。中世では、領域支配の

ために群として機能した江馬氏城館跡が位置している。さらに神岡町中心盆地から富山方面に抜ける

Ｖ字谷の溪谷に立地する中世遺跡は、街道沿いに分布しているものと考えられた。

　古川と神岡の遺跡を比較すると、弥生時代・古墳時代・古代において遺跡数に大きな開きが認めら

れる。これは、平坦地を十分に確保できたか否かの地理的環境に起因しているのであろう。つまり、

十分に平坦地を確保できた古川では継続的に遺跡が営まれ、急峻な段丘の多い神岡では広い平坦地が

限られていたため遺跡数も少ないものと推察される。さらに踏み込むと 2 町の稲作の導入・展開と大

きく関連したものであった可能性が高い。古川町域では、杉崎廃寺跡と上町遺跡において弥生時代の

遺物が認められ、稲作導入期に関わるものと考えられるのに対し、神岡町域では古墳時代前期に至り

東雲遺跡と下小萱遺跡で稲作が導入された可能性が高い。その後の古墳時代・古代の遺跡数の違いは、

稲作が行いやすい環境であったかどうかの違いも物語っているものと考えられる。

　以上のような分布調査から見えてくる成果がある一方、多くの課題も明らかとなった。まずは、伝

世してきた資料の出自の問題である。大洞平古墳群の遺物など飛驒の山樵館で収蔵されてきた資料を

幾つか図示したものの、どのような経緯で収蔵に至ったか必ずしも明らかでないものも多い。また、

第 2 章の上町廃寺跡の項でも述べたが、遺跡名と地名の認識が変わってしまっているものもあるかも

しれない。今回の報告では幾つかの遺物を参考資料としたが、今後もこれらの出自を求める調査を継

続する必要があろう。また、例えば犬塚行藏旧収蔵資料の竹原古墳出土馬具のように、古くから出土

している遺物で報告されてきたものもある。このように出自が明らかな遺物群を把握するために先行

研究を学んだが、全てを実見することができなかった。このことについても継続して研究史の整理と

遺物の調査を行い、遺跡全体の理解につなげる必要がある。

　次に遺跡の評価を行う上での課題もある。古川町域で古墳と集落跡・散布地の関係性について述べ

たが、現状として石室の形態や出土遺物から年代を推定できる古墳は少ない。その段階で、集落との

関係性を考えるのは難しい部分がある。古川町域では石室が開口している古墳も多い。このため、石

室構造の比較検討を行うための図化を行うなど、資料化を進める必要もあろう。また、第 3 章第 1 節

で行ったような微地形表現図・歴史地理調査は、江馬氏城館跡・傘松城跡・寿楽寺廃寺跡でしか行え

ておらず、今後は古川城跡・小島城跡・小鷹利城跡・向小島城跡・野口城跡でも行う予定である。よ

り詳細な遺跡範囲の検討のために有効な手法であり、必要に応じて実施するのが望ましい。

　以上、成果と課題を述べた。遺跡の詳細分布調査事業は開発対応のために遺跡地図作成を行う目的

で開始したが、結果として遺跡から古川町と神岡町の成り立ちを考えるものにもなった。今後は試掘

確認調査などにより、より詳細な遺跡範囲を検証していくと共に、今回の成果と課題を市民と共有し

ながら地域の成り立ちを考えていく必要がある。
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飛驒市遺跡詳細分布調査報告

飛驒市文化財調査報告書

北緯

　飛驒市古川町において2010～12年度、神岡町において2014・15年度に詳細分布調査を実
施した。それにより、縄文時代から近世の遺跡の分布が明らかとなった。
　古川町内では、中野山越遺跡などの縄文時代の遺跡が山麓に点在するのに対し、上町遺
跡などの弥生時代ごろから古代にかけての遺跡が、盆地中央に分布する傾向が明らかと
なった。立地の差異は稲作のために平坦地を求めた結果と推察され、遺跡の分布から生活
の変化を想定することができた。
　神岡町内では、梨ヶ根中垣内遺跡のように、主要河川沿いに沿って点在する縄文遺跡か
ら、須恵器など古代の遺物や珠洲焼など中世の遺物も確認できた。これにより旧来の交通
網を継続して利用している実態を想定することができた。また、東雲遺跡や下小萱遺跡で
は、神岡町内で初めて古墳時代の遺物がまとまって見つかり、町内の歴史の空白期間を埋
めるものとなった。
　さらに、岐阜県史跡傘松城跡では、赤色立体図により構造検討を行い、江馬氏が築城し
たと考えることができた。史跡江馬氏城館跡を構成する山城をはじめ、市内に分布する山
城の縄張り検討を同様の手法で進めることにより、新たな成果が得られるものと期待され
る。

主な遺構

－

種別

散布地
集落跡
城館跡
寺社跡
古墳

生産遺跡
ほか

縄文
弥生
古墳
古代
中世
近世

縄文時代から近世の
散布地、古墳、城館
跡などを確認した

主な時代 特記事項




